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前回のあらすじ







　ユミール大陸随ずい一いちの強国、ウェーメリア帝てい国こくに生まれし第五皇子ラウル・ラシュメア。

　彼かれは王権の証あかしたる星神器セレステイアル・セラフィゲイトを扱あつかえなかった事から皇位継けい承しよう権けんも授さずけられず冷れい遇ぐうされ、皇族として失格の屑くず星ぼし皇子あるいは帝国の屑星と蔑さげすまれ生きる事を余よ儀ぎなくされてしまう。

　しかしながら周囲の少数の人々の支えもあり、逆境に腐くさる事なく文武共に鍛たん錬れんに鍛錬を重ねてきたラウルは、やがて人生の転機を迎むかえる。

　大陸南部の小国エルラーンの次期女王であるルシエ姫ひめとの政略結けつ婚こんである。

　エルラーンの助力を得たラウルは、異母兄ボウテングを策略に陥おとしいれ、撃げき破はすると共に後任の州長官バルカの忠誠を得、帝国の一州であるアゼルキア州の実質的支配権を手にする。

　同時にエルラーンで新設された王立第二騎き士し団だんの騎士団長も拝命し、帝国の屑星は歴史の表おもて舞ぶ台たいの端はしに立つ事となった。

　全すべては最も尊敬する兄、黄金を継つぐ者ロファールから受うけ継いだ黄金の志を後の世に繋つなぐために。ロファールの娘むすめである現皇こう帝ていミレーニアの下で、もう一度帝国を一つにする事によってそれが果たされるのだ。

　地位を得たラウルが早々に打ち出だした戦略は、帝国を牛ぎゆう耳じる宰さい相しよう派と元げん帥すい派の二大派閥と、バルゼイア連合及およびラトゥータ教国とがぶつかり合う、四し虎こ競きよう食しよくの二面戦争を引き起こす事だった。

　これにより全ての敵対勢力を一いつ斉せいに弱体化し、自分達たちが浮うかぶ目を生み出すのである。

　折しもバルゼイア連合内で発生した内乱への協力要よう請せいがエルラーンへと持ち込まれており、ラウルはそれをバルゼイア連合の状じよう況きように干かん渉しようする絶好の機会と判断、王立第二騎士団を率い、バルゼイアの地に遠えん征せいする。

　ラウルが与くみする事になったバルゼイアの王者である盟主ワウルフの軍は、先代盟主の遺児トラファルドの率いる反乱勢力を相手に苦戦を強しいられていた。

　ラトゥータ教国から派は遣けんされてきた征せい異い官将コーデリアがトラファルド陣じん営えいに助力しており、彼かの女じよの考案した荷車城じよう塞さい戦術が猛もう威いを振ふるっていたからだ。

　イルハ砦とりでの防衛を任されたラウルも荷車城塞に手を焼いたが、イルハ砦をわざと明あけ渡わたす搦からめ手てを打ち、反乱軍の将クーガを捕とらえる戦勝を挙げる。

　人ひと質じちの解放交こう渉しようの席で、ラウルはトラファルドへ二ヶか月げつ間の一時停戦を持ちかける。ワウルフ陣営が荷車城塞への対たい抗こう策さくを打つ時間稼かせぎである。

　結果停戦は認められ、二ヶ月後に両軍の雌し雄ゆうを決する会戦が為なされる事も決まった。どちらの陣営も早期決着が望ましく、その間をラウルが取り持ったのだった。

　それらの出来事を通じて、ラウルは自分達の行動方針の見み極きわめを行った。

　ワウルフは君主としては保守的な性向をしており、帝国に翳かげりはあれどまだまだ侮あなどりがたしと、帝国に対して事を構える考えはない様子だった。

　一方トラファルドは、以前帝国に切り取られたクワアル高地の土地を取とり戻もどすべく、ラトゥータ教国と組んで帝国に攻せめ入いりたいと考えていた。

　どちらが勝つのが、四虎競食の二面戦争に近いか――

　それは、トラファルドの反乱軍側である。ラウルはワウルフ陣営に身を置きつつ、トラファルドを勝たせるように動く事を決める。

　一方でバルゼイアの決戦と時を同じくし、バルカやルシエの残るアゼルキア州は、宰相レイノルズに唆そそのかされた星神教会の騎士団の侵しん攻こうに晒さらされようとしていた。その知らせを受けたラウルは、手元の王立第二騎士団の兵半数、約五千をリハルトに預け、アゼルキアの救きゆう援えんへと向かわせる。

　また帝てい都とに残るミレーニアとサイオンは、皇こう宮ぐう参さん内だいにやって来たセシルト州長官リーゼルとその息子むすこリュカとの邂かい逅こうを果たしていた。

　そしてラウルは、バルゼイアはラウダ大平原での会戦に臨のぞむのだった。







第一章　ラウダ大平原の会戦







　聖王暦れき五二八年、冬。バルゼイア連合首都イリストリ――

　盟主の居城の最上階に設けられた祭さい壇だんで一人、獣じゆう王おうワウルフは雨雲を呼んでいた。

　その手の内には、煌きらびやかな白銀に淡あわい水色の紋もんが刻まれた鉄てつ棍こんが握にぎられている。

　鉄棍と言ってもその両りよう端たんは鋭するどく尖とがっており、槍やりのようにものを刺さし貫つらぬく事も出来るような形をしている。バルゼイア連合の至宝、メイクラウド。

　このメイクラウドで雨雲を生み出し雨を降ふらせ、自然の雨量の少ないこのラウダ大平原を潤うるおすのがバルゼイア連合の盟主の務めだ。

　バルゼイア連合の領土内には似たような祭壇がいくつかあり、盟主はそれらを巡めぐってメイクラウドで雨雲を呼び、土地を潤す。ここイリストリの城の祭壇もその一つだ。

　それらの位置は、バルゼイア連合の長い歴史の中で培つちかわれた、どこで雨雲を呼べばラウダ大平原の草木にとって必要十分かを示す、先人たちの知ち恵えの結けつ晶しようでもある。

　先代盟主の遺児トラファルドの反乱軍との戦いに出しゆつ陣じんする時をすぐそこに控ひかえても、バルゼイアの土地のために、ワウルフが務めを怠おこたる事は無かった。

　メイクラウドを握ったワウルフの身体からだは水色の光に包まれ、それは吹ふき抜ぬけになった天てん井じようから、空に向かって突つき抜け、渦うずを巻いて雨雲を生み出して行く。

　そこから雨あま粒つぶが降って来て、ワウルフの鎧よろいを叩たたき始めた。

　このメイクラウドが生み出す光に包まれていると、何か大いなるものと一つになっているような感覚がする――この一体感、昂こう揚よう感は何なのだろう。

　その感覚に身を置きながら、ワウルフはぽつりと呟つぶやく。

「しかしまあ、因果なモンよ……」

　現盟主ワウルフは先代盟主であるトラファルドの父を斃たおして、その場を奪うばった。

　それが、バルゼイアの人々の認にん識しきだ。土と地ち柄がらを考えればメイクラウドを奉ほうじる盟主の存在は必ひつ須すであり、ワウルフにはメイクラウドを扱う事が出来た。だから連合の人々はワウルフを追つい認にんし、当時そこまで大きな混乱は起きなかった。

　今回のトラファルドによる反乱が勃ぼつ発ぱつするまでは、まずまず上う手まくバルゼイア内を纏まとめて来られたと思う。

　しかし――本当の事を言えば、これは若かりし頃ころの自分が望んだ未来ではない。

　ワウルフは、先代盟主の重臣として遇ぐうされる身で満足していた。メイクラウドを扱えたとはいえ、盟主の座など望んでいなかったのだ。先代には忠誠を誓ちかっていた。

　そして次代を担になう存在として、トラファルドには期待をしていた。それが、こうしてバルゼイアの覇は権けんを賭かけて争あらそう事になろうとは。当時の自分は想像もしていなかった。

　約二十年程ほども前のこと――当時先代は、メイクラウドによる雨水を降らせるためイリストリを離はなれ大平原の北部、丁度クワアル高地との境近くにある自然洞どう穴けつ内に設けられた祭壇へと赴おもむいていた。

　それに随ずい行こうしていたワウルフは、丁度近きん隣りんの街への所用を命じられた。

　それを終え、先代と合流しようと祭壇に向かうと――そこは地じ獄ごくだった。

　祭壇のある洞穴内は血や臓物に塗まみれて異い臭しゆうを放ち、人間の手では有り得ないような力で潰つぶされ引ひき裂さかれた、おびただしい数の死体の山だけがそこに残されていた。

　見るも無残な光景だった。千名近い先代の護衛の兵が全ぜん滅めつだった。

　先代の遺体は見つからなかった。ただその場に残されたメイクラウドだけが、まるで変わらない美しい輝かがやきを放っていた。

　それを見てワウルフは震ふるえた。

　何があったのかは、分からない。分からないが――第三者から見て、この状況で最も疑わしいのは自分になると思った。不幸にも、自分はメイクラウドを扱う事が出来る。

　すなわち世間の目は、こう見るだろう――

　馬ば脚きやくを現したワウルフが盟主の座を奪うために先代以下を暗殺して皆みな殺ごろしにした、と。

　先代以下護衛の兵まで皆殺しになり、ワウルフが生き残る。

　この現象に対して最も合理的な説明は、ワウルフの謀む反ほんだ。

　イリストリに残っているトラファルドにメイクラウドを返上して無実を訴うつたえる事も出来たが、真実を訴えた所で信じて貰もらえるとは思えなかった。

　そもそも自分とて何も見ていないのに、何を弁明すればいいのか。

　自分だけならばまだいいが、盟主を暗殺したという大罪を着せられたら、一族郎ろう党とう皆みな同どう罪ざいとして処しよ刑けいを免まぬがれない。最も早はやワウルフが取るべき道は一つだった。

　本当に謀反を起こし、バルゼイアを獲とることだ。

　即そく座ざに一族郎党に呼よび掛かけ手勢を集めて、イリストリに進しん撃げきし城を乗っ取った。

　トラファルドが落ち延びると、バルゼイアの人々はワウルフを追認した。メイクラウドを扱う力を持つ盟主の存在は連合にとって必須だから。ここではワウルフがメイクラウドを扱えたことが幸いした。

　それから長い時が経たち、今トラファルドがワウルフの首を狙ねらって立ち上がって来た。

　筋から言えば――自分はメイクラウドを返上してトラファルドに頭こうべを垂れてもいい。首が欲ほしいと言うなら、くれてやってもいい。

　自分ももう年を取った。跡あと継つぎにと考えていた子供は黄金戦せん役えきでの帝国との戦いで失った。今は後こう継けいの候補もいない。トラファルドに盟主の座を譲ゆずるのも、バルゼイア連合の未来にとっては悪くない――

　だが、トラファルドが帝国と事を構えるのを前提に、ラトゥータ教国の支し援えんを受けている以上、話は別だ。

　そうなればウェーメリア帝国、バルゼイア連合、ラトゥータ教国を巻き込んだ大戦争になる。帝国の勢いに翳りが見えるとはいえ、まだまだその力は強大だ。その事は一度戦った自分がよく分かっている。

　正面から戦って無事に済むようには思えない。多くのバルゼイア連合の同どう胞ほうの命が無む為いに失われるのを、黙だまって見過ごすわけには行かない。




　―――――――よ……―――――――よ……




「あん？」

　何かに呼ばれたような気がした。

　ワウルフは訝いぶかしんで周りを見るが、誰だれもいない。空耳だろうか。

　しかし階下からの足音が聞こえると、そんな小さな疑念は露つゆと消えていく。

　姿を見せたのは、軍師役のコランだった。

　十年来ワウルフの右みぎ腕うでの地位にあり、やや狭きよう量りようで自己保身の欲が強い所を除けば、能力的には使える男だった。

「お館やかた様。出陣の支し度たく、万ばん事じ整いましてございます」

「おう。じゃあすぐに出るとするか」

　獣王の名に相応ふさわしい迫はく力りよくを漲みなぎらせ、ワウルフは頷うなずく。

　宣言通り、すぐに愛馬を駆かって城を出た。

　出陣するワウルフを見送るため、イリストリの住民達たちが沿道に出て来て、道の両側には黒山の人だかりが出来ていた。この光景が、盟主としてのこれまでの自分の有り様は、間ま違ちがっていなかったと信じさせてくれる。

「盟主様！　どうか俺おれ達をお護まもり下さい！」

　沿道の最前列に出ていた獣人種の少年が、そう声を掛けて来た。十くらいの年とし頃ごろだろうか。隣となりには妹だろうか、七、八歳さいの少女が少年の服の裾すそを掴つかんでくっ付いていた。

　ワウルフは馬を止め、少年に向けてニッと笑えみを浮かべて語り掛けた。

「おいボウズ、隣のちっこいのはおめえの妹か？」

「そ、そうです！」

　少年は驚おどろきながらも、純じゆん粋すいな憧あこがれの籠こもった眼まな差ざしを向けて来る。

「そうか。まあこの国は儂わしが護ってやるからよ、おめえは妹を護ってやれや。盟主サマとの約束だぞ」

「はい！　でももっと大きくなったら、盟主様をお護りする衛え士じになりたいです！」

「ほう？　そうかそうか、そんじゃ期待して待っとるとするか。おいリーヴァ兄弟よ、コイツがおめえらの席を奪ってやるってよ」

　ワウルフは近くに控えるフワルとギーリに呼び掛ける。

「ははは、これは頼たのもしい後こう継けい者しやが現われたものです。少年よ、待っているよ」

「おいガキぃ。そんな生っちろい腕うでして調子乗んなよぉ、もっと肉食って太って来いやあ。力っちゅうのはぶっとい腕に宿るんだぜぇ～」

　兄フワルは紳しん士し的てきに激げき励れいし、弟ギーリは凄すごみながら激励した。

「えっと……は、はい」

　ワウルフは、たじろぐ少年の頭をぽんと一つ撫なでる。

「はっはは。おう悪かったな、じゃあ行ってくらあな」

　凄すご味みのある笑みを再び浮かべると、馬を再び歩み出させる。

　そうしながら、ワウルフは内心の決意を新たにする。

　この二十年来、バルゼイアを護って来たのは自分だ。

　自分が慈いつくしんで来たものを、人々の暮らしを、命を、未来を。そうむざむざと踏ふみ荒あらさせたくはない。

　この戦い、負ける訳には行かなかった。





◆◇◆






　吹き荒すさぶ寒風に煽あおられて、枯かれ葦あしがうねるように擦こすれ合あい、ざあざあと音を立てる。

　ラウダ大平原はすっかり冬の様相で、あちこちに枯かれ草くさ色が見える。

　そんな風景の中を、ワウルフ率いるバルゼイア連合軍は決戦場へと進んでいた。

　その中には無論、エルラーン王立第二騎士団五千を率いるラウルの姿もあった。

　今はこの決戦のために作られた特製の攻こう城じよう塔とうの上、櫓やぐらのようになっている部分に立って周囲を見み渡わたしている。相変わらずの、ヘラッとした笑みを浮かべて。

「いやー、高い所は気持ちいいね。壮そう観かん壮そう観かん」

「ほんとに、凄い光景ですねえ」

　ラウルの側そばに立つマリーベルも、ふんわりとした笑え顔がおで応じた。

　もう一、二刻も過ぎれば会戦の真っただ中だろう。内心の緊きん張ちようも多少はあるが、帝国を出て以来もう何度も戦場を体験している。その慣れもあるし、何より目の前にラウルがいて、いつも通りにヘラヘラしている。

　マリーベルにとって、その安心感は半はん端ぱが無かった。

　大だい丈じよう夫ぶ。信じて付いて行けばきっと大丈夫。そう思えるのだ。

「二ヶ月の準備の賜たま物ものだねえ」

　と、ラウルは笑顔で述べた。

　周囲にはラウル達が乗っているものと同じ攻城塔が、いくつも並んでいた。

　櫓の高さは三十シルト（六メートル）程、形は四角形で五十人程は収容できる広さがある。それぞれの角を丸太の柱に支えられており、底部には車輪があり人力や馬力で押おし牽ひきして移動させる事が出来る。

　これだけなら何の変へん哲てつもない小型の攻城塔なのだが、特とく徴ちよう的てきなのはその基部だ。

　基部は人や馬が入って牽けるような車になっているのだが、普ふ通つうなら四角の箱のようになっているところが、進行方向から見て後部から前部にかけて、地表からの登り坂になるような台形をしている。その登り坂の頂点は十シルト（二メートル）程にもなる。

　そして車の部分の前面は、厚い鉄板で補強されていた。

　この特製攻城塔こそが、ワウルフの軍師コランが中心となって考案した荷車城塞への対抗策の肝きもとなるのである。その数は百を超こえるだろうか。

　それらが一斉に進んで行く様は、確かに勇ゆう壮そうな迫はく力りよくがあった。

　前面に押し出された攻城塔の横列。それぞれの塔とうには移動と護衛のための兵が二百弱ほど付けられている。櫓上に配置された射手五十名と合わせ、概おおむね攻城塔一基につき二百程の人員が割り当たっている計算となる。ラウル率いるエルラーン王立第二騎士団とヴィルフォード率いるジャターユ傭よう兵へい騎き士し団だんは合わせて一万程の兵力である。百の塔のうちの約半数、五十基を共同で受け持って隊列の右う翼よく側がわに位置していた。ジャターユ傭兵騎士団長のヴィルフォードやその娘ティナも、離れた所で攻城塔に陣じん取どっているはずだ。

　両騎士団の人員は、今回は全員が馬を下りた歩兵となっている。弓に長じたマリーベルの弓騎き馬ば隊たいも、今回は射手として攻城塔の櫓に分乗していた。

　攻城塔の列の後方には三万超ちようの屈くつ強きような獣人騎き兵へい団が控えており、その更さらに後方に総大将であるワウルフ旗下の部隊が続いている。

　味方の軍の総勢は、六万程になる。更に傭兵を雇やとい入れたり、新たに兵を徴ちよう募ぼするなどして上積みをした結果である。

　二ヶ月の停戦期間でのワウルフ陣営の準備は、以下のようなものだった。

　荷車城塞への対抗策としての攻城塔の製造。

　火槍フアイアランスの轟ごう音おんに馬を慣らす為ための訓練。

　新たな傭兵の雇い入れ及び兵の徴募。

　である。

　エルラーン王立第二騎士団やジャターユ傭兵騎士団は、今回の会戦では攻城塔の移動と護衛という裏方を担うため、馬の訓練は必要なく、そのためイリストリ周辺の警備に駆り出されていたのである。左さ翼よく側がわの攻城塔は、別の傭兵部隊や徴募した新兵達が中心となって運んでいる。

　イリストリを出たワウルフの軍勢は、総勢で街かい道どうをイルハ砦方面に三日ほど進んだ地点で布ふ陣じんを行った。そこでトラファルド側と軍使のやり取りをして会戦の時刻と場所の詳しよう細さいを詰つめ、今刻一刻とその時が近づいて来ているのだった。

　それから暫しばらく行軍を続け、ワウルフ陣営の戦列は決戦場へと到とう達たつする。

　そこはラウダ大平原の中でも特に起き伏ふくのない地形で、草木も余り生えていないような一面の土の広場だった。

　こちらの軍と相対するように、トラファルドの反乱勢力の軍勢も続々と戦場に姿を現していた。

　あちらは、以前ラウルが遭そう遇ぐうした兵五千程を動員した荷車城塞の円えん陣じんを四列ずつ前段、中段、後段の三段に並べた陣じん容ようである。つまり十二の円陣が存在する事になる。

　それぞれの円陣の荷車と荷車の隙すき間まには大おお盾だてを構えた兵、長なが柄えの武器を持った兵が配され、中央部には獣人種の騎兵や重装の歩兵が配置されている。

　全体の兵数はこちらとほぼ同じ程度だろう。兵の種族構成は鳥人種が七割、獣人種が三割といった所か。

　戦場には何の特とく徴ちようも無く、地形を利用した策は不可能。兵数もほぼ同数。こうなればお互たがいが準備してきた戦術が物を言うことになる。

　ラウルとしては、味方陣営の軍師コランと、トラファルド陣営で戦術指揮を執とるラトゥータ教国の征異官将コーデリアの知ち恵え比くらべを文字通り高みの見物する心持ちだ。

　ただし、自分の配下である王立第二騎士団の兵には、なるべく犠ぎ牲せい者しやを出させないように立ち回る必要があるが。

　と、後方から進軍停止を告げる角笛の音が聞こえた。

　ラウルは自部隊にその場に停止するように指示をした。

　こちらの配置は終しゆう了りよう。ここでその時を待つのだ。

「マリー。この戦いに無理は禁物だよ。なるべく俺おれ達の第二騎士団の被ひ害がいを押さえて乗り切れればいい。俺もそのつもりで指揮するから、マリーも覚えておいてね」

「はい、分かってます。なるべく沢たく山さんで戻らないと駄だ目めなんですよね。戦いが終わったらすぐにアゼルキアに駆けつけないといけませんし……」

「うん。その通りだよ」

　バルカが預かるアゼルキアには、星神教会が繰くり出した軍勢五万が迫せまっているという。その救援のために既すでにラウルの手元の王立第二騎士団の半数、五千はリハルトに預けてアゼルキアへ向かわせたが、ラウル達も可能な限り早く戻るべきだ。率いる兵がいなくては元も子もないので、この戦いで多くの兵を失うわけにはいかない。

「戦せん況きよう不利にもなれば、きっとエレノーテを持っているルシエに大きな負ふ荷かがかかる事になる。どうしても星神器の力に頼たよりたくなるからね。だけどあんまりルシエに危険な事はさせたくない。早く戻らないとね」

　少々真ま面じ目めな表情になって言うラウルを見て、マリーベルは思う。

　こうやって心配している様子を見ると、何のかんのとからかうけれど、ルシエの存在はラウルの中で大きくなりつつあるのだ、と。

　それは少し寂さびしい気もするが、だがそれがあるべき姿でもある。

　これでいい。これが正しいのだ――

「しかしレイノルズ兄上も狸たぬきだね、教会の騎士団をぶつけて来るとは」

　と、ラウルは話の矛ほこ先さきを変えた。

　レイノルズから見たラウルは、使い捨ての駒こまのはずだ。

　何かレイノルズにとって目め障ざわりなものと喰くい合わせ、力を削けずるために使う。

　その何かとは政敵であるアイヴァーであるとラウルは踏んでいた。

　アゼルキアに攻めてくるなら、アイヴァーの近衛軍であるのが妥だ当とうなはずだ。

　それが星神教会の騎士団がやって来るということは、レイノルズにとってアイヴァーよりも星神教会の方が目障りだったとなる。

　星神教会の力を削そぎたいから、ラウル達にぶつけて来たのだ。

「俺にもサイオンにも、レイノルズ兄上が星神教会に対して肚はらに一物あるようには見えなかったよ。今の星神教会と完全に一枚岩で、異教を殲せん滅めつしたい原理主義者に見えてた」

　そう見誤らせるくらい、レイノルズのこれまでの振る舞まいが上手かったという事だ。やはりレイノルズやアイヴァーはボウテングと違ちがい、一ひと筋すじ縄なわでは行かない相手である。

　だがしかし、その振る舞いには焦あせりも見て取れる。動くのが余りにも早い。

　もう少しラウル達を泳がせて、力をつけさせてから利用した方が効率はいいはずだ。今のままではアゼルキアがあっさり落ちて、敵対勢力の力を削るという手て駒ごまの役割を果たさない可能性も十分にあるのに。

　その焦りが何な故ぜ生まれているのかは、ラウルにも分からない。

　ともあれこちらは、戦力が不利な中でアゼルキアを防衛するという難しい課題を突きつけられる格好になってしまったのである。

「だけど、レイノルズ様が本当はそんな方じゃないんなら、わたし――少し嬉うれしいです」

「そう？」

「はい。レイノルズ様にはイザベルお姉様が付いていますから。そんな人に付いているのが可哀かわい相そうって思わなくて済みます」

「ああー。なるほど。逆に俺達もずっとそんな感じで見られてたんだろうね」

「ですねえ。お父様にもお姉様にも……みんなに凄く怒おこられました」

　ふんわり笑顔でさらりと言うが、本当にマリーベルはラウルのために苦労をしてきてくれている。

　特に皇位継承権を授かる星約の儀ぎに失敗して生母にも見捨てられてから、ロファールの知ち遇ぐうを得るまでの間――食事も服も水も与あたえられない中で、マリーベルだけがラウルを見捨てずに何とか命を繋つないでくれた。

　突とつ如じよ訪おとずれた転落に打ちひしがれるラウルに寄より添そって、一いつ緒しよに泣いてくれた。

　それが壊こわれそうなラウルの心を繋ぎ止とめてくれた。人を信じる事、大事に思う事を忘れさせないでいてくれた。マリーベルがいなければ、今ラウルは生きていなかっただろう。

　この感謝は、いくら言葉で表しても表しきれないものだ。

「まあ立場を考えたら普通そうだよね。バロウズ家ほどの家いえ柄がらの娘を屑星に付けとくわけには行かないし。皇族は皇位継承権あっての皇族だし、まだボウテング兄上にでも付けとく方がマシって思うかもね」

「帝国の価値観ならそうなんでしょうけどねえ。でもそんなのわたしは知りません。わたしは皇子がいいんです」

「……ありがとう。マリーには本当に足を向けて寝ねられないよね。今にマリーには先せん見けんの明があったって、皆みんなに言われるようにして見せるよ」

「はい、楽しみにしてますねえ」

　可か憐れんな花の咲さくような笑顔。それは何度見ても見み飽あきるという事はなく、いつもどんな時でもラウルの心を優やさしく包つつんでくれる。

　再び戦場に、角笛の音が響ひびき渡る。それは、攻こう撃げき開始の合図を示す音色だった。

　いよいよだ――会戦の開始である。

　ラウルは旗下の王立第二騎士団の兵達に、あらんかぎりの大声で呼びかける。

「ようし行くぞッ！　みんな、必ず生き延びて戻ろう！」




「「「「うおおおおおおおおっ！」」」」




　意い気き軒けん昂こうな雄お叫たけびが即座に返ってくる。士気の心配は無さそうだ。

　彼かれ等らは元々帝国のアゼルキア州兵が殆ほとんどだ。今脅おびやかされているアゼルキアの事も気になるだろうが、こうしてラウルと共に残ってくれ、共に戦ってくれる。

　彼等の信しん頼らいには、報むくいねばならない。必ず、この地での目標を達して帰る。

　ラウルは眼差しを凛りんと引き締しめ、指示を飛ばす。

「全攻城塔、敵前列に向け直進！　塔の前面や側面に出ないように注意して押せ！　櫓の射手は弓を構えろ！」

　その指示に合わせ、ラウルの側に居る旗手が王立第二騎士団の緑の旗を大きく振る。

　ラウルの指示を、旗の動きで周囲の攻城塔の兵達に伝える役割だ。

　それを見た兵達は、一斉に動き出す。




「「「行くぞおおおおっ！」」」

「「「おらあああああああっ！」」」

「「「押せ押せええええっ！」」」




　鬨ときの声こえと共に、基部の車内や後方に付いた兵達により、攻城塔の隊列が前進を始める。

　敵の隊列は変化を見せない。荷車城塞は一度布陣すると、機動的に隊列を変えるのは難しい。迎げい撃げきが基本になる。

「敵の荷車にぶつけていい！　遠えん慮りよなく押すんだ！」

　このまま、敵の荷車城塞に最接近するまで押し続けるのだ。

　敵の火槍の斉せい射しやを浴びる前提で、攻城塔の前面は鉄で補強してある。兵はその陰かげに身を隠かくして進むのである。

　百基に及ぶ攻城塔の横列が、荷車城塞の前列に肉にく薄はくして行く。

　敵の火槍の斉射が始まる。耳をつんざく轟音が戦場を支配する。

　斉射を浴び続けたらどうなるか分からないが、多少弾たまを受けた所で攻城塔は揺ゆるがなかった。

「射手は敵の荷車に向けて斉射開始！　どんどん射続けろ！」

　報復の矢の雨が、荷車城塞へと降り注ぐ。

　真上から降り注ぐ矢に、荷車内の兵のいくらかが倒たおれ伏ふすが、敵もこちらの攻城塔を見た時点で弓の攻撃は予測していたのだろう。荷車と荷車の間に配された大盾持ちの兵達が荷車の中へと入って行き、大盾を荷車の上に蓋ふたをするように掲かかげて、中の人員を護った。

　周囲の長柄の歩兵達も荷車の中に入って固まり、防ぼう御ぎよを固める。

　そうやって守りを固めつつ、火槍の斉射を止めずに対たい抗こうして来る。

　遠目に見える攻城塔の中には、弾の当たり所が悪かったのか、櫓を支える柱が折れて倒れるものもあった。

　お互いが少々の被害を出しつつ、距きよ離りが近づいて行く――




　そんな中、櫓の更に上の高さから、攻城塔の列に近づく者達がいた。

　鳥人種の族長マニニ率いる一隊である。全員がマニニと同じ大きく立派な翼つばさを持つ先祖返りの鳥人種で、自由に空を飛べる。百にも満たないが、希少な飛空部隊だった。

　それぞれに油を満まん載さいした壺つぼを携たずさえ、攻城塔への攻撃を開始しようとしていた。

「半分連れて右う翼よくに回って！　アタシは左さ翼よくに当たるから！」

　マニニは副長にそう指示をし、自分は残り半分の部下と左側の列の中心付近に向かう。

「油を撒まいて、火を点つけてやるのよ！　弓矢に当たらないように動きながらね！　止まっちゃダメよ！」

「「「おうっ！」」」

　飛空部隊の半数はマニニの指示の下、手近な塔へと油を撒き散ちらす。

　櫓の上の射手から矢が放たれるが、空中で素す早ばやく動く鳥人種達に命中させる事は出来なかった。放たれたいくつもの矢は、空むなしく素す通どおりして行く。

「よし、火ッ！」

　マニニは種火を取り出すと、攻城塔へそれを投下する。

　油に塗れた塔は、途と端たんに炎ほのおに包まれた。

　押していた兵達は逃にげ去さり、櫓の射手も慌あわてて梯子はしごを下りて避ひ難なんしていく。

　体中を炎に包まれてしまった兵は、悲鳴を上げてのた打ち回る。

「この調子！　次に行くわよっ！」

　マニニ隊は続いて同じように二、三と攻城塔を炎に包んで行く。

　しかし用意して来た油も残り少ない。もう一つ二つの塔を処理したら一度補ほ充じゆうに戻らなければならないだろう。

　そう思いつつ、次の標的を見定めるマニニの視界に、黄金の鎧に身を包む赤あか髪がみの少年が乗る攻城塔が目に入った。

「あれは……」

　見覚えがある。ラウル・ラシュメア。今はエルラーンの騎士団長としてワウルフの陣営に付いているが、元々はウェーメリア帝国の屑星皇子。

　クーガ将軍が囚とらわれた後の、捕ほ虜りよ解放交渉の席でマニニも顔を合わせていた。

　うつけ者との世間の評判で、実際連れの少女に膝ひざ枕まくらをさせたりと振る舞いもその通りだったが、トラファルドは腕が立ちそうだと言っていたし、コーデリアもその頭脳を警けい戒かいしている様子だった。

　それに、あの少年こそがクーガ将軍を捕らえた部隊の指揮官なのである。

　ここで有能な敵指揮官を討うち取れれば、その分こちらが有利になる――

（よし――！　トラファルドを脅かす奴やつは、アタシが！）

「次はあの金の鎧の指揮官の塔よ！　皆続いて！」

　マニニはラウルの攻城塔を指差し、号令をする。

　部隊が一斉に、ラウルの攻城塔へと飛来して襲おそい掛かる。

　これまでと同じように櫓の射手が迎撃をして来るが、塔の周囲を旋せん回かいするように飛び、動きを止めない鳥人種の兵の動きを捉とらえるのは、野鳥を弓で射うち落とすのと同じである。

　捉えられはしない――はずだった。

「ぐあっ!?」

「うわああああっ!?」

　しかしラウルの攻城塔からの迎撃は、マニニの部下を捉えたのだった。

　矢や継つぎ早ばやに放たれる矢が、恐おそろしい正確さで鳥人種の兵を射ち落として行く。

　他の攻城塔では、こんな事は無かったのに――！

「なっ……!?」

　誰か図ず抜ぬけた射手がいる――マニニは矢の出所に注目する。

　それは、ラウルの傍かたわらに控える鎧を纏った金きん髪ぱつの少女だった。

　確か名前はマリーベル。トラファルドとラウルの会談の際にあの少女も同席して、ラウルに膝枕をさせられて苦く笑しようしていた。

　マニニにはそんな印象しかなかったが、後で聞いたところによると、彼女はあの高名な帝てい国こく五神将の筆頭、ゴルータ・バロウズの娘らしい。

　成なる程ほどあの少女は、その血統に相応ふさわしい超ちよう一いち流りゆうの弓の使い手だ。他の誰もこちらの兵を捉えられなかったのに、彼女だけはあっさり矢を命中させて来る。

「くっ……！　なんて腕なの！」

　近付けない――マリーベルにより十人近い兵が既に射ち落とされていた。

　空を飛べる鳥人種は貴重だ。一人でも失いたくはない。トラファルドやコーデリアからも、マニニ隊は貴重だから無理は厳禁と言われている。

　諦あきらめて他にかかるか？　しかし、手て強ごわい敵将であるラウルを討ち取る好機でもある。

　逡しゆん巡じゆんするマニニと、櫓の上のマリーベルの目が合った。

　鷹たかのような鋭い視線が、こちらを射い抜ぬいて来る。

　素早く弓を引き絞しぼるマリーベル。マニニの背にぞくりと悪お寒かんが走る。

　狙いを逃のがれるため、翼に力を込めて急加速する。

　しかし――

　バリン！　マリーベルが放った一いつ矢しは、マニニが腰こしに括くくり付つけていた油あぶら壺つぼを射抜き、破は壊かいした。

「……!?」

　避よけられた？

　いや――マリーベルはマニニの方を見て、手で追おい払はらうような仕草を見せている。

　これは外したのではなく、わざと油壺を射抜いたのだ。マニニはそう悟さとった。

　これでも強きよう攻こうすれば、次は警告で済まないだろう。

「皆退いて！　別のやつをやろう！」

　元々、飛空部隊の人員は少な過ぎる。

　この規模の戦いで全すべての攻城塔を燃やす事などできはしない。ここは無理を押し通とおす場面ではないだろう。安全に、少しでも多く敵の攻城塔を減らすように動こう。その方が全体の有利に繋がる。

　マニニ隊は身を翻ひるがえし、ラウルの攻城塔から距離を取とった。




　逃げ去る鳥人種の飛空部隊を目にし、ラウルの攻城塔の上では射手役の兵達たちが盛り上がっていた。彼等はマリーベル直属の弓騎馬隊である。隊長の活かつ躍やくに拍はく手しゆ喝かつ采さいしていた。




「はっはっは！　奴やつ等らビビって逃げて行くぞ！」

「マリーちゃんすげえ！　さすが俺の女め神がみ！」

「お前のモノじゃねえよ！　図ずう々ずうしいんだよ！」
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　その熱気に少々苦笑しながら、マリーベルは兵達に呼び掛ける。

「あはは……まだまだ戦いはこれからですよ。気を引き締めて行きましょうね？」




「「「はいっ！」」」




　相変わらず一矢乱れぬ統とう率そつぶりだった。

　そこまで兵の心を掴めるのは素す晴ばらしい事だ。ラウルとしてはその様子は微笑ほほえましい。

「凄い人気だねえ、流石さすがはマリー」

「あはは……でも良かったんですか？　マニニさんには当てないようにって――」

　ラウルにそう言われたので、マリーベルはマニニには矢を当てずに油壺を割るだけに止とどめたのだった。当てようと思えば可能だった。

「うん、それでいいよ」

　と短くラウルは応じる。

　あまりトラファルド側の力を削がない方が、今後のためにはいい。

　ラウルの狙いはトラファルドにバルゼイアを取らせ、ラトゥータとの同盟で対帝国の共同戦線を取らせる事だ。それにより帝国の二大派閥の戦力を削って貰う。

　その事を考えると、有力な将は討ち取らずに残しておくべきだった。

　マニニ達が飛び去った時、こちらの攻城塔とあちらの荷車城じよう塞さいはもう目と鼻の先に肉薄していた。

「ぶつかるぞ！　みんな落ちないようにね！」

　衝しよう撃げきが来る。攻城塔が荷車の列に突っ込んだ。

　ラウルもマリーベルも身を低くし、櫓の縁ふちを掴んで振しん動どうをやり過ごした。

　――これで、戦いが次の段階に進む。

「よし、後続への道を開ける！　地上の兵は真まっ直すぐ後退した後右う翼よく端はしから離り脱だつ！　射手は離脱を支援するために援えん護ごを続けろ！」

　ラウルの指示により、それまで攻城塔を押していた兵達が塔を盾たてにしながら後退して行く。彼等が火槍フアイアランスに撃うたれないよう、櫓からの斉射はそのまま維い持じする。

　やや離れた所では、ジャターユ傭兵騎士団の攻城塔も荷車に張り付き、あちらは即座に歩兵を荷車の間に割り込ませて中に侵しん入にゆうさせようとしていた。

　櫓からの弓の斉射で、本来荷車の間を固める大盾や長柄の兵は一度荷車の中に身を隠している。その隙すきを突いて、一気に中に入り込もうというわけだ。積極的な動きである。

　そんな中――攻城塔への道が確保されると、攻城塔の列の後方に配された獣じゆう人じん騎き兵へい団が一いつ斉せいに動き出だしていた。

　それまで一定の距離を保ちながら攻城塔の列の後方をゆっくり進んでいたが、馬を駆けさせ全速力で戦列に突っ込んで来る。

　勢いをつけて走り込んで来た騎兵の集団は、次々と攻城塔の基部の車の背を駆け上あがって行く。車の背は低い位置から登り坂になるような形をしている。馬の扱あつかいに長じた獣人騎兵には、それを駆け上がるのは造作もない。

　そして車の背の頂点まで駆けあがると勢いそのまま、前方へと馬を跳ちよう躍やくさせる。

　跳躍した騎き馬ばは敵の荷車を飛とび越こえ、敵円陣の内側に着地した。

　次々と獣人騎兵団の兵達が、荷車の円陣の内側へと侵入して行く。

　これが、この攻城塔の一番の目的だった。

　火槍を牽けん制せいしつつ盾となって肉薄し、獣人騎兵団が荷車を飛び越えるための道を設置する。だから、基部の車の背が登り坂のようになっているのである。馬が駆け登のぼれるようになっているのだ。

　攻城塔はあくまで前座、本命はこの騎兵突とつ撃げきである。あくまで伝統に拘こだわり、何が何でも獣人騎兵で敵を蹂じゆう躙りんするという、バルゼイアの獣人種の意地を感じる。

　これが、ワウルフ陣じん営えいの軍師コランが考案した荷車城塞への対たい抗こう策さくだった。

　円陣の内側に入り込んだ獣人騎兵団は、助走の勢いそのままに内側に配された敵兵の集団に突っ込んで行く。円陣の内側には敵騎兵も配されているが、突とつ進しんの勢いがついている分、こちらが押し勝っていた。

　やはり純粋な白兵戦での獣人騎兵団は強い。荷車を飛び越えて内側に敵兵を蹂躙しに行く戦術の狙いが嵌はまっている。

　大おお掛がかりな準備が必要で攻城塔も荷車以上に嵩かさ張ばる故ゆえに、いつ敵と遭遇するかも分からない野戦に持ち出すのは難しいが、こうして時と場所の決まっている会戦には使える。

　トラファルド側と会戦の約束を取り付けられたのは、この戦術を実行する上で幸いだったに違いない。時と場所が限定できれば、このような手もあるのだ。

　敵は混乱に陥おちいり、次々と討ち取られて目に見えて犠牲者を増やしていた。

　遠目にはジャターユ傭兵騎士団が内側から荷車内に乗り込んで攻撃を仕し掛かけ、次々制圧して行く姿が目に入る。

　王立第二騎き士し団だんの歩兵達は、ラウルの命に従い右後方の安あん全ぜん圏けんに集まっていた。

「皇子、こちらもヴィルフォードさん達みたいに荷車を占せん領りようしに行きますか？」

「……いや、あっちが気になるな」

　ラウルは眼前の荷車の円陣の右側面を指差した。

　敵方は四列の円陣を三段に布陣しているが、今こちらが攻城塔で取りついている前段の後方――中段や後段の円陣が一部解かれ、中から兵が出て来て外回りに前列の位置まで進出しようとしていた。

　恐らく、こちらの攻城塔を破壊するつもりだろう。

　こちらの後方に位置する獣人騎兵団から一部が離はなれて、それに対応しようとしている。　が、その一点では敵方の勢いが猛もう烈れつだった。恐らく敵方の精せい鋭えい部隊なのだろう。こちらの獣人騎兵団が押されていた。

「少し押されてますね……」

「うん。あそこを突とつ破ぱされれば、あの敵部隊は攻城塔を襲ってくる」

　そしてこの右翼の一番外側に位置するのは、エルラーン王立第二騎士団の預かる塔である。次はこちらがあの敵部隊の相手をしなければならない。

　相手をしているうちに最後方のワウルフ旗下の部隊や、周囲の部隊が戻もどって来て手当は出来るだろうが、それまでの間敵の攻撃に晒さらされるこちらの被害は大きいだろう。

　全体としてはかなりの優勢だが、自部隊だけの事を言えば予断を許さない状じよう況きようだ。

　出来るだけ配下の兵の消しよう耗もうは抑えたい。

「ここはあの外側に加勢して、各個撃げき破はされるのを避けるべきだろうね。今なら先着組と連れん携けいが取れる」

「そうですね――分かりました」

　ラウルとマリーベルは頷き合い、そしてラウルが櫓の射手も全員塔を降り、一足先に後方に退いた歩兵隊に合流するよう指示を出す。

　部隊の結集が済むと、ラウルは右翼外側の攻こう防ぼうを指差し兵達に呼よび掛かける。

「あちらの戦いに加勢する！　皆続けッ！」

　先頭に立ってラウルは駆ける。マリーベルもその後に続いた。

　距離が近づいて敵味方の兵の容よう貌ぼうまで分かるようになると、ラウルはその中に見知った顔がある事に気が付く。

　虎族の中でも特に立派な耳と尾お。体格は鍛きたえ上げられ逞たくましく、肌はだの浅黒さが顔つきの精せい悍かんさを一層引き立てる。雄お々おしさに満ちた見事な青年――

「トラファルド殿どのか……！」

　こんな前線に総大将自ら出張って来ているとは――無む茶ちやをする。

　だがしかし、敵方の立場を考えれば、攻城塔を潰つぶせば戦況の不利を食い止める事に繋がる。自分の腕に覚えがあるなら、ここは無茶のし所でもあるか。

　ラウルとて時と場合によっては、自ら前線でカタナを振ふるう事を躊躇ためらわない。必要であればそうする。出来るものは仕方がない。使えるものは使うべきで、使えるのに使わないのは自分の主義に反する。恐らく、トラファルドもそうなのだろう。

　一ひと際きわ毛並が艶つややかで立派な馬に跨またがったトラファルドは、自ら先頭に立ち、得物の鉄てつ棍こんを激しく振り回まわしていた。

「うおおおおっ！　命が惜しくばそこをどけっ！　オレの邪じや魔まをしないでもらおう！」

　その凄すさまじい勢いが、精強なはずの獣人騎兵団を片かたっ端ぱしから薙なぎ倒して行く。

　膂りよ力りよくの強さはリハルトにも匹ひつ敵てきするかもしれない。やはり対面した時の印象通り――出来る。これは相当な強敵だ、出来ればこちら側に来ないで欲ほしかった。逆側から廻まわってくれれば良かったのに、と思う。

　そんなラウルの内心に構わず、トラファルドはワウルフ陣営の獣人騎兵の集団を突つき抜ぬけると、真っ直ぐこちらに向かって来る。

　距離が詰まりラウルの姿を認めると、一度馬を止めてラウルを珍めずらしそうに見て来た。

「ほう？　ラウル殿じゃないか。オレの前に立つとは――戦場の隅すみで怒られない程度にこそこそやってるんじゃなかったのか？」

　と、以前の会談の席でのラウルの言葉を引き合いに出す。

「いやここ戦場の隅だと思いますよ？　そちらが何故か現れただけで……俺は出来ればここで会いたくは無かったですねえ」

「オレは君と戦場でまみえるのを楽しみにしていたがな。あの剣けん聖せい直伝の君の剣筋、是ぜ非ひともこの目で見てみたい。どうだ、ここで一つ腕うで比くらべと行かないか？」

「……ま、それも仕方ないですね。いいですよ、お相手しましょうか」

　思ったより早く、先行していた獣人騎兵団の別動隊が崩くずされてしまっている。

　このままではトラファルドの隊とこちらの王立第二騎士団が正面からぶつかる。

　出来れば配下の消耗を避けたいラウルとしては、トラファルドとの一いつ騎き討うちに臨のぞみ、時間を稼かせぐのは悪くなかった。その間に伝令を飛ばして、トラファルドがこの場にいる事を伝えれば、方々からそれを討とうと他部隊が集まって来るだろう。

　そうすればその後部隊同士の戦いが再開されても、こちらは後方に下がって消耗を回かい避ひできる。

　一方でトラファルドにも内心の計算があった。

　こちらとは別方向の外回りで、クーガ率いる部隊も前面に出ようとしているのである。

　こちらで派手に注意を引けば、逆方向のクーガ隊が攻城塔の破壊に成功しやすくなる。

　自分が余り突出し過ぎて敵に包囲され、逃げ場ばを失ってしまっては元も子もない。

　ここでラウルと戦って派手に騒さわぎを起こし、敵が引きつけられて大挙してやって来たら退けばいい。それだけで十分クーガ隊の助けになる。

　胸の内の計算はそれぞれ。が、この場での一騎討ちに臨む事そのものは、お互いの利に適かなっていたのである。

「皇子待って下さい！　それならわたしが……！」

　しかしラウルの身を案じるマリーベルは、ラウルを制止する。

　以前ラウルがバルカと一騎討ちをした時は、バルカを味方につけるためにラウル自身がその力と器うつわを見せる必要があった。今回はそうではない。ならば、ラウルに降りかかる火の粉を払うのは自分の役目だ。マリーベルとしてはそう思うのである。

「いや、トラファルド殿は強いよ。マリーが離れて戦えるならともかく、近付いて一騎討ちじゃ分が悪い。ここは俺が適任だよ」

　マリーベルは小剣の腕うでもあるが、弓の腕ほどずば抜けてはいない。並の敵将相手ならば任せもするが、トラファルド相手には不利は否いなめないだろう。この男は、ラウルの見立てではバルカやリハルトに匹敵する。

　この場にリハルトがいれば、任せても良かったが――アゼルキア州の救きゆう援えんのため、兵を預けて先に戻している。今いま頃ごろは船上の人になっている事だろう。

「……悔くやしいです。こんな時にお力になれないなんて――」

「もう十分活躍してるし、大丈夫だよ。まあ見ててよ、格好いい所見せちゃうからさ」

　ラウルはヘラッと笑え顔がおでおどけて見せた。

「それはいつも見せてもらってますから、別にいいです」

　だが少々拗すねた物言いが返って来る。

　しかしそれも長くは続かない。マリーベルはすぐに、とても不安そうな顔になった。

「……気を付けて下さいね――」

　ラウルは少々声を潜ひそめて、マリーベルに耳打ちをする。

「うん。それと、ワウルフ殿の本隊や他の部隊にも伝令を。トラファルド殿がここにいるって。そうすれば皆集まってくるはずだ」

　はい、と頷うなずくマリーベルを置いて、ラウルはトラファルドの前に進み出た。

　煌きらめく黄金の鎧よろいに、真しん紅くの外がい套とう。鋭するどく引ひき締めた眼まな差ざしは英えい雄ゆうの相そう貌ぼう。

　その凛り々りしい姿を、エルラーン王立第二騎士団の兵達は固かた唾ずを呑のんで見守った。

　ラウルが帝国五神将にも数えられた紅こう竜りゆう将しようバルカを一対一で制して見せたのは、元アゼルキア州兵の彼等の間では語り草である。実際それを目まの当あたりにした者もいる。

　だから心の中では、自分達の将が後おくれを取るはずがないと固く信じて疑わない。

　マリーベルだけはラウルの身が心配で、気が気ではなかったが。

「条件を合わせるとしようか」

　言ってトラファルドは自ら馬を下り、徒歩のラウルに合わせて向かい合う。

　その様子を、トラファルドが引き連れている兵もまた、信頼を持って見守っていた。

「助かりますよ。騎き馬ば戦せんはあんまり得意じゃないんで」

「そうか。そいつは結構だ。敵に塩を送るわけじゃないが、本領を発揮できない君を倒してもつまらないからな」

　それを聞きながら、ラウルは抜きを構えた。トラファルドに対して半身の姿勢を取り、佩はい剣けんの星ほし斬きりの鯉こい口ぐちを切って右手を柄つかに置く。左手は鞘さやを支えて中ちゆう腰ごしの高さに。

「……抜きというヤツか？」

　トラファルドも鉄棍を構えつつ言う。その両りよう端たんは鋭く尖とがっており、槍のような刺し突とつも可能になっている。

　武器の形状としては――バルゼイアの星神器メイクラウドに似たものがあった。

「あら、知ってましたか」

「ああ。オレの師はクーガだが、あいつは様々な武術に詳くわしくてな。聞いた事はある」

「なるほど。ところでその武器って、メイクラウドに似た形ですね」

「まあな。バルゼイアの盟主の座を取り戻した暁あかつきには、あれはオレの手に戻る。似た形の武器に慣れておけと仕込まれたのさ。さあ前置きはこのくらいにして、始めるか」

「ええ。どこからでも」

　ラウルの言にトラファルドはふうと一つ息を吐はき、獲物を狙ねらう猛もう禽きんのごとく、鋭くこちらを見み据すえて来る。全身に満ちる攻こう撃げき的てきな気の威い圧あつ感には、凄まじいものがあった。

　生半可な腕の者では、対たい峙じするだけでも重圧で押おし潰されるだろう。

　一拍ぱくの間をおいて――

「ゆくぞッ！」

　トラファルドが地を蹴ける。

　棍を振り上げながら突進してくるが、その踏ふみ込みは苛か烈れつだった。

　その速さ、力感だけで分かる。これは人並み外れた達人の域だ。

　だが――人並みなら、自分だって外れている自負がある。反応できないわけではない。

　トラファルドは真っ向、鉄棍を振り降ろす。

　それが眼前に迫ったところで、ラウルも抜きを放つ。

　黒い閃せん光こうとも見み紛まがう、異様なまでの瞬しゆん速そくを誇ほこる斬撃。

　それがトラファルドの棍の軌き道どうと交わり――

　ギイィン！　金属の衝しよう突とつ音おんを立てて、がっちりと組み合った。

　それを見ているマリーベルは、内心で驚おどろいていた。

（皇子の抜きをまともに受けた……!?）

　抜きを構えるラウルにまともに打ち掛かって、武器を破壊されないだけでも賞賛に値した。ルシエも、ワウルフの衛え士じのリーヴァ兄弟も、聞いた限りではシルヴァンも、ラウルが星斬で放つ抜きの前には、簡単に得物を無力化されたと言うのに。

　至高の存在である星神器や、星斬と同じ塵じん星せい鉱こうで出来た武器ならまだ分かる。しかしトラファルドの武器はそのどちらでもないのだ。

「――やりますね」

　抜きを受け止められたラウルは、どこか嬉しそうににやりとする。

「カタナという武器は、切先に行く程切れ味が鋭く、逆に根元ほど鈍にぶいんだろう？　根元にぶつければ、凌しのげはしないかと思ってな」

　その言葉の通り、トラファルドの棍は星斬の刀身の根元と組み合っていた。

　あっさりとトラファルドは言うが、これはその言葉ほど簡単な事ではない。

　ラウルの方は無論、自分の斬撃が最大の鋭さを発揮するようにカタナを振るのである。

　あの速さに反応できなければ、根元に得え物ものをぶつける事は出来ない。マリーベルにだって無理な事だ。ジエーロやリハルトになら、それが出来るが。すなわちトラファルドは、彼等に匹敵すると言う事になる。

「だが正直冷ひや汗あせをかいたよ。凄まじい迅はやさだ、さすが剣聖の弟で子しは伊達だてじゃあない。それでこそ――戦いがいがあると言うものだッ！」

　トラファルドは渾こん身しんの力を籠こめ、ラウルを押し込もうとする。

　鍔つば迫ぜり合あいの力比べをするつもりはない。体格で劣おとるこちらが明らかに不利だ。ラウルはさっと飛び退すさって間合いを取る。

　しかしトラファルドは、瞬しゆん時じに激しくそれを追う。

　ラウルにもう一度抜きを構える隙を与えないつもりだった。

「うおおおおおおらぁッ！」

　尖った鉄棍の先せん端たんが、連続して突き出される。一いち撃げき一撃の速さ、威い力りよく共に猛烈だった。

　ラウルをもってしても身のこなしだけでは避けきれず、星斬の刃やいばも併へい用ようして受け流す。

　しかしトラファルドの猛もう攻こうはそれさえも抜けて、ラウルの黄金の鎧を浅く掠かすめる。

　対するラウルも黙だまってはいない。間かん隙げきを縫ぬって繰くり出す斬撃もまた、トラファルドの鎧を浅く傷つける。

　恐ろしい程に高度な打ち合い。観衆の目を釘くぎ付づけにする、極ごく上じようの技わざと技の応おう酬しゆうだった。

　どちらに転ぶか、全く予想がつかない状況である。

　周囲の兵達は息を呑のんで、延々と続く攻防を見つめていた。

　そんな中均きん衡こうが破れた。トラファルドの棍がラウルの鎧の肩かたを強く叩たたいたのだ。

　鎧に護まもられた身に傷はつかないが、それでも衝撃に少々ラウルの体勢が崩れる。

　――行ける。このまま押し切きる！

　そう判断したトラファルドは更さらに前がかりになり、刺突を繰り出す。

　その時、トラファルドの攻撃を捌さばこうとする星斬の刀身が、キラリと輝かがやいた。

　太陽の光が反射して、トラファルドの目に入ったのだ。

「っ!?」

　目が眩くらんで、トラファルドの動きが鈍る。

　ラウルは見み逃のがさずに、素早く踏み込む。その中段への薙ぎ払いを、トラファルドは大きく飛び退って避けた。

　ラウルは追わず、星斬を鞘に収め、再び抜きの姿勢を取る。

「ちっ。運のいい――」

　これで振ふり出だしに戻ってしまったではないか。思わずトラファルドは毒づいた。

　先さき程ほどは上う手まく行ったが、もう一度あの抜きを捌けるか――？

　あの一いつ閃せんは、恐ろしく迅い。そう何度も続けて捌き切る自信は無かった。
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　しかしここはもう一度、やらねばなるまい。

　そうトラファルドが決意し、動き出す前に――

　今度はラウルが先手を取った。抜きを構え、トラファルドの間合いに踏み込んで行く。

　トラファルドはラウルの抜ばつ刀とうの瞬しゆん間かんを見失わぬよう、その手元を注視する。

　そしてラウルの手が動き、星斬の刀身が鞘から顔を覗のぞかせた時――

　また星斬の刀身が、キラリと輝いた。

　そこでトラファルドは悟った。先程のものも偶ぐう然ぜんではないのだと。

　ラウルは意図的に、日光の反射を利用しているのだ。

「しまった……！」

　トラファルドの感付いた通りで、これは刀身で光を反射し目め眩くらましとする技ぎ巧こうである。

　確かに余技の部類ではあるが、この領域の戦いでは、一いつ瞬しゆんの差が結果を大きく左右するのも事実。ぎりぎりの所で違ちがいを作るための、引き出しの一つだった。

　一瞬怯ひるんだトラファルドの隙をラウルは見逃さない。今度こそ抜きで決定打を打つ。そのつもりで更に一歩を踏み込み――

　だが抜きを放とうとした瞬間、頭上からヒュンと風切り音が耳に入った。

「!?」

　咄とつ嗟さに飛んで避けると、ラウルのいた所に矢が突き立っていた。

　見上げるとそこには、背に純白の翼を持つ美女の姿があった。

　鳥人種の族長マニニである。手に携えるのは弩弓クロスボウで、危機に陥ったトラファルドを救うため、思わず放ってしまったのだった。

　状況を把は握あくしたトラファルドは、マニニを叱しつ責せきした。

「マニニ！　余計な手出しをするな！　非礼だぞ！」

「ご、ごめん……見てられなくて……つい――」

　決して褒ほめられた事ではないと、マニニにも分かっていた。

　だが遠目からトラファルドとラウルが戦っているのが見えて、急いで駆かけ付けるとトラファルドが危なくて――そうすると、自然と手が動いてしまっていた。

　そんなマニニの行動は、マリーベルには良く理解できた。

　自分の大切な人が危機に瀕ひんしているのなら、それを助けたいと体が動いてしまうのは当然の事だ。一方で戦場の儀ぎ礼れいとして、一騎討ちの最中に横から手を出すのは言語道断である。相反する価値観が当たり前のように混在するこの場で、一人の人間としての、女性としての情が勝ってしまった。それが今のマニニだ。

　勿もち論ろん擁よう護ごするつもりはないが、その心情には強い共感を覚える。マリーベルにとってもラウルが命いの懸ちがけで戦っている姿を見せられるのは、本当に心臓に悪い。それがどんな相手でも、心配で心配で堪たまらない。ましてやトラファルドのように実力が近い相手なら尚なお更さらである。何度も背せ負おった矢や筒づつに手が伸のびそうになった。

　きっとマニニもマリーベルも、本質的には戦場に向かない人間なのだろうと思う。

「まあまあ、そんなに怒おこらなくても」

　ラウルはマニニを叱責するトラファルドに、ヘラッと笑えみを向ける。

「……済まないな。非礼を詫わびよう」

　トラファルドは頭を下げて謝罪する。この辺り非常に潔いさぎよく、一本気で真しん摯しな男である。

「いえいえ。こっちも小こ狡ずるい技わざ出だしちゃいましたし、お互たがいさまって事で」

　丁度ラウルの伝令を受けた他部隊が動き出し、こちらに向かって来ていた。

　ここらが潮時か――そうトラファルドは判断した。

「興が削そげたな、この場は退かせて貰もらう。また機会があれば一戦交えよう――！　引き上げるぞッ！」

　素早く愛馬に跨り、腹を蹴った。

　その後にトラファルドの隊も続いて後退して行った。

「……ふう、何とか乗り切れたかな」

　そうラウルは呟つぶやき、星斬を鞘に納めた。

　これで配下の部隊が大きな損害を出す事は避けられそうだ。

　見事な戦いぶりを目の当たりにした兵達は、興奮してラウルへの喝かつ采さいを叫さけんでいた。




「流石はラウル様！　相変わらずお見事な腕うで前まえだ！」

「向こうの大将だろうが、敵じゃねえ！」

「惜おしかったなあ、邪魔さえなけりゃ決着がついてたのに！」




　ラウルは愛あい想そ良くその声に応じ、にこにこ笑っていた。

「どーもどーも。皆みんなもお疲つかれ様さまだったね」




　その後トラファルドの逆側から攻せめ込んだクーガ部隊は、攻こう城じよう塔とうの破壊を試みたが、ワウルフ側の抵てい抗こうも強きよう烈れつで、いくつかの塔を破壊した所で撤てつ退たいせざるを得なくなってしまった。全体数から見ると、破壊された数は深刻なものでは無かった。

　この日、聖王暦れき五二八年冬。ワウルフ陣営とトラファルド陣営の会戦の初日――

　夕暮れまで続いた戦せん闘とうは終始ワウルフ陣営の優位で推移し、ワウルフ陣営の死者負傷者は合わせて約五千。トラファルド陣営はその四倍にもあたる二万もの損害を出したのだった。
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　会戦の初日の夜。トラファルド陣営の野営地は、予期せぬ敗戦に沈しずんでいた。

　トラファルドの天幕に集まった諸将は、事態を深刻に受け止め皆難しい顔をしていた。

「若、こちらの被ひ害がいは想像以上です。あちらの戦術にしてやられました。攻城塔を近づけて足場を作り、一気に中に騎き兵へいを送り込んで来るとは……」

　トラファルドの武芸の師でもある虎族のクーガ将軍が、そう苦々しく告げる。

「ごめん……アタシ達が敵の攻城塔が近づく前に何とか出来たらよかったんだけど」

　マニニ達飛行可能な鳥人種の部隊の攻こう撃げきは、敵の攻城塔に対して成果を挙げていた。ただ先祖返りの空を飛べる鳥人種の数は少な過ぎる。

　全ての攻城塔を無力化するには、その少人数故時間が足りな過ぎた。

「仕方がないさ。マニニ達の少人数では、出来る事がどうしても限られるからな」

　と、上座に位置するトラファルドが腕を組んで言う。

「ねえ、あの近付いて来る攻城塔を何とか足止めできないかな。接近に時間がかかれば、その分アタシ達が攻撃できる時間も増えるし、結果的に被害を減らせるんじゃない？」

　攻城塔の接近を許せば、その後方に位置する獣人騎兵団が大挙して荷車を飛び越えて襲ってくる。攻城塔が最接近して来る前に少しでもどうにかする術すべが必要だ。

「なれば明日は荷車城塞の前面に囮おとりの兵を配しますか？　それにより足止めを――」

「そうだな……なあコーデリア。お前はどう見る？」

　トラファルドは、どうでも良さそうに聞き流しているコーデリアに水を向けた。

　相変わらず、右と左の男の押す座席付きの手て押おし車ぐるまに脱だつ力りよくした姿勢で座すわっている。

　彼かの女じよだけは陣じん内ないの雰ふん囲い気きなどどこ吹く風で、一いつ切さいの動どう揺ようが無い。平然としていた。

「え？　どう見るかと言われれば、二ヶか月げつも準備してそんなもんなの？　って感じかな。あんなに沢たく山さん攻城塔なんて用意して、無む駄だに大がかりよねー。そうまでして獣人騎兵団に華はなを持たせたがるなんて、ばっかみたい。まあそういう頭の固い奴等だから、こっちが今まで勝ち続けられたんだろうけど」

「ええっ!?　じゃあアンタどうにかできるの？」

「コーデリア。ではどうすればいいか考えがあるのか？」

「勿もち論ろんよ、トラくんトリちゃん。今日のは様子見、相手の戦術は見せて貰ったわ。まあ見てなさい、明日は今日の結果が逆になるから。今から明日の布ふ陣じんを言うから、その通りにしてね。明日は用意して来た設置盾パヴイスと弩弓クロスボウを使うわ――」

　コーデリアは自信たっぷりに、明日の戦術の披ひ露ろうを始める――




　一方のワウルフ陣営は、戦勝に沸わいていた。

　陣のあちこちから、獣人種達の威い勢せいのいい掛け声ごえが上がっていた。




「ははははっ！　所しよ詮せん鳥人種など俺おれ達たちの敵じゃねえ！」

「火槍や荷車など、臆おく病びよう者ものの戦術だ！　ざまあ見ろだぜ！」

「この調子で明日は全ぜん滅めつさせてやろう！」




　荷車城塞に苦戦を続けていた獣人騎兵団にとって、今日の勝利はこれまでの溜りゆう飲いんを下げる、実に爽そう快かいなものだったようだ。

　そんな中、ラウルは戦場から持ち帰らせた敵の荷車を検分していた。

「ふーむ……」

　以前戦場で見たものと、少々仕様が違っていた。

　前は敵に面する外側に横長の覗き窓があり、そこから荷車内に据すえた火槍を突き出して射しや撃げきを行うものだったが――

　この目の前の荷車は、内側に当たる人の搭とう乗じよう口ぐちがある側面にも覗き窓があり、火槍を突き出せるようになっていた。

　しかも火槍を設置する台が以前は固定だったのが、回転できるようになっていた。

　つまりこれは、円えん陣じんを敷しいた時に外側だけでなく内側にも弾だん丸がんを発射出来るようになっているということだ。

　わずかに思えるこの違いが、何を意味するか――

　そんな事を気にしている者は、こちらの陣営には他にいないようだが。

　皆みな戦勝に酔よっている。明日も同じように勝てると、信じて疑っていない。

　複雑な形の攻城塔をいくつも建造し、火槍の音に怯ひるまないように馬を訓練し、そんな多大な労力をかけて用意した戦術だ。

　それが一度成功した今、その成功体験に酔い、次も同じで勝てると考えてしまうのは仕方がないといえるだろう。

　だがそれが――落とし穴になる事も有り得る。

　この荷車の改修点を見て、ラウルは確信を持っていた。

　今日の戦勝は、向こうがわざと、こちらを勝たせたのだ。

　あのラトゥータの征せい異い官将コーデリアは、今頃自信満々で明日は結果が逆になると予言しているかも知れない。

　そしてその方が――ラウルにとっては都合がいい。

　気づいた事をあえて、コランやワウルフに教える必要はない。

「なるほどね――いやちょっと心配したけど、余計なお世話だったね」

「どういう事ですかあ？」

　ラウルと一いつ緒しよに荷車を検分していたマリーベルは首を捻ひねっていた。

「いやあね。もしかしたら俺の見込み違いで、普ふ通つうにこっちが勝っちゃったのかなって心配になったんだけど、違ったみたいだなって」

「じゃあ今日は、わざと……？」

　マリーベルは少々表情を引き締しめる。

「それに近いと思う。彼女――コーデリア殿はあえて今までと同じ戦い方をして、こっちの戦術を見切ったと思う。調子に乗って明日も同じ戦い方をすれば、今度はこっちが痛い目に遭あうよ」

　ラウルはその方が都合がいいんだけど、と声を潜めてマリーベルに耳打ちをする。

「……じゃあ明日わたし達は、その中でも大きな被害を受けないように立ち回らないと駄目なんですね」

「そうだね。ま、今日と同じく全体方針には従いつつなるべく被害は避さけるって感じで」

　と打ち合わせるラウルとマリーベルの下に、ジャターユ傭よう兵へい騎き士し団だんのヴィルフォードとティナの親子が通りかかった。

「よう！　難しい顔してどうしたよ？　せっかくの勝かち戦いくさなんだ、許可も出てるし一いつ杯ぱいやろうぜ。今日も一日、生き延びられた事に感謝ってな！」

　上じよう機き嫌げんのヴィルフォードはそう笑い掛けて来る。

「ああヴィルフォード殿。せっかくだけど俺は酒は遠えん慮りよしとくよ」

　やんわり断るラウルだが、ティナが無表情ですすっと近寄って来て、ラウルの手を取った。

「そう言わずに。私、ラウル殿と一杯飲みたい」

　ラウルにとって、ティナは少々苦手な相手だ。

　向こうがこちらに好意的過ぎて困る、とでも言えばよいだろうか。

　ジャターユ傭兵騎士団の次代を担になう強い子を産みたいらしいのだが、それをラウルに作って欲しいと言うのだ。

　ラウルの能力ならそれに相応ふさわしいと言い、イリストリの宿では向こうから夜よ這ばいをされて、襲おそわれかけた。

　その事があるので、嫌きらうわけではないがどうしても身構えてしまう。

「いやあのね、俺は――」

　ぺし。とマリーベルがラウルの手を取るティナの手を叩いて離させた。

　イリストリの宿での一ひと悶もん着ちやくの後、ティナに剣を向けた事をマリーベルは謝罪していた。　が、その後もティナの態度には特に反省の色が見えないため、マリーベルはかなりティナを警けい戒かいしていた。その様相は、さながら番犬である。

「ティナさん、止めて下さい。何を企たくらんでるんですか？」

　マリーベルはティナとラウルの間に割り込んで、半眼を向けた。

　いつもふんわり優やさしい笑顔を絶やさないマリーベルにしては珍しく、ティナに対する接し方には棘とげがある。ラウルもあまり見た事のないマリーベルの一面だった。

「別に何も。酔い潰して、あわよくば子作りに持ち込もうとしてるだけ」

「充じゆう分ぶん企んでますっ！　そういう下げ種すな目的で皇子に近づかないで下さいっ！」

「あのー……ヴィルフォード殿、出来れば娘むすめさんを止めて貰いたいんだけど」

「何でだ？　ヤりたい事をヤれるうちにヤっておくのはいい事だぜ？　まあお前さんも下らねえ倫りん理り観かんなんてほっといて、ヤっちまえばいいんだよ。なあに、黙ってりゃバレねえよ。男たるもの若わけえうちは上の頭より下の頭の導きに従うべきだぜ。げっへっへっへ」

　清すが々すがしいくらいに下種な物言いと顔つきだった。

「駄だ目めーっ！　皇子に変な事を吹ふき込まないで下さいっ！　もう行きましょう、皇子！」

　マリーベルがラウルの腕を抱だいてぐいと引っ張る。

　それに引き摺ずられながら、ラウルはティナとヴィルフォードを振り返かえった。

「あ、ヴィルフォード殿。明日の戦いでは、自分達たちの兵を荷車の陣の中に入れない方がいいよ。多分今日と違う手を打ってくると思うから、それを見てからでも遅おそくないし」

　今日の戦いでは、ジャターユ傭兵騎士団は攻城塔を敵の荷車に張り付けさせると、すぐに荷車と荷車の合間に乱入していた。

　明日もそれをすると――多分大きな被害を蒙こうむる。

「ん？　ああ分かった。お前さんがそう言うならそうなんだろ。気をつけらあ」

　ヴィルフォードはやや表情を真しん剣けんにし、そう頷いてくれた。

　バルゼイアの戦場で共に戦って、ラウルの言葉には信を置いてくれているようだった。

　それに構わず、マリーベルはずんずんラウルを引っ張って行く。

「もう……！　皇子、ティナさんやヴィルフォードさんに誑たぶらかされたら駄目ですよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。分かってるよ」

　マリーベルに腕を抱かれると、彼女の大きな胸の膨ふくらみがもろに当たって、感かん触しよくを主張して来る。お怒いかりのマリーベルは全く意識していない様子だが。

　今日の頑がん張ばったご褒ほう美びとして、もう少しだけこれを楽しんでしまおうか。

　そんなふうにラウルは思った。

　そして、会戦は二日目へと突とつ入にゆうする――
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　会戦二日目――ワウルフ陣じん営えいは前日と同じ陣じん立だてで臨む事になったが、トラファルド陣営は前日と少々様子が違った。

　前日は兵五千規模の円陣を十二個配した構成だったが、そこから二万を失って残りは四万程になっている。つまり四個分の円陣を壊かい滅めつさせたという事になるが、今日の配置は分ぶん割かつした円陣を止め、一つの大だい方ほう陣じんを敷いていた。

　こちらに向けて一つの角を突き出だすような向かい合い方である。

　そして方形に配置された荷車の列は、昨日までの一ひと重えではなく二ふた重えになっている。

　以前までは、並んだ荷車と荷車の間には隙すき間まがあってそこに兵が配されていたが、今日はその隙間を埋うめるように、すぐ後ろの二列目の荷車が用意されているのだった。その代わりに荷車と荷車の間を固める兵がおらず、初めから荷車内に火槍フアイアランスを扱あつかう者を護衛する兵が配されていた。この護衛兵は、白兵能力の高い獣じゆう人じん種しゆが主体だ。

　その二重方陣の中央には、昨日までは騎兵が中心に配されていたが今日はいない。

　代わりに設置盾がぐるりと円形に並べられている。設置盾とは盾の面が凸とつ形に窪くぼんでいるもので、地面に杭くいを打ちそこに盾の窪みを立てかけて使う大型盾である。普通の大盾よりも更に大きく、縦の長さは七シルト半（百五十センチメートル）ほどもある。

　兵達は弩弓を携たずさえた歩兵で、それらが設置盾の内側に籠こもるような配置になっている。

　すなわち外から見て、荷車の二重方陣と設置盾に護られている事になる。

　それを見て、獣人騎兵団の中からはこんな声が漏もれる。




「あいつら、内の護りを固めて来たな」

「全体を一つに纏まとめて来たのは、昨日のように一つ一つの陣が孤こ立りつしないためだな」

「だが逆に、敵が固まっているとなれば一いち網もう打だ尽じんに出来る好機だぞ」

「その通りだ。なあに少々護りを強化しようが、俺達の突とつ撃げきは止められん」




　右う翼よくの攻城塔に陣じん取どるラウルは、敵方の配置を見て納なつ得とく気味に頷いていた。

「ふむふむ……まあそうなるよね。ねえマリー、今日の敵の配置を見てどう思う？」

　と、隣となりのマリーベルに尋たずねて見る。

「何だか、昨日よりも戦いやすそうに見えます。昨日は陣がバラバラで沢たく山さんありましたから、一つ一つ叩くのに手間取りましたけど――あれなら一気に叩けますから。設置盾でも防ぼう御ぎよ線を作ってますけど、あれだけで騎兵の突撃を止められるとも思えませんし――でも今日は、昨日と同じように突っ込むと危険なんですよねえ？」

　見た限りでは今日も勝てそうなのだが――

　しかしラウルは昨夜、今日のような勝ちは続かないと示し唆さしていた。

　マリーベルとしては、首を捻りたくなるような光景だった。

　ここからどうやって敵側が大勝するのだろうか。

「そうだね。突っ込むとやられると思うよ。まあ鍵かぎはあの設置盾だろうね。それからこっそり改造されてた荷車だね」

「はあ……？」

「まあすぐに分かるよ。それより、今日も攻城塔を設置したらすぐに後ろに下がるよ」

「はい。分かりました」

　打ち合わせるラウルとマリーベルの下に、ワウルフの本隊からの伝令がやって来て、左さ翼よく右翼の攻城塔は方陣を敷いた敵の車列に向かって左右にそれぞれ分かれて接近するように指示が来た。つまり方陣の四辺のうちの二辺から攻めるという事になる。

　右翼に位置するエルラーン王立第二騎士団は、右から回り込み、配置を整えた。

　後方の獣人騎兵団も二手に分かれ、それぞれ左翼右翼の後方に展開する。

　ワウルフの本隊は二手に分かれた両りよう翼よくの中間に進み出た。

　そのこちらの動きを、敵方は特に動きを見せずに見守っていた。

　――そして、進しん撃げきを告げる角笛の音が戦場に響ひびき渡わたった。

「さぁ行くぞ！　昨日と同じく、全攻城塔は前進して敵の荷車に密着しろ！」




「「「おおおおおおっ！」」」




　昨日と同じように、ラウルは攻城塔の前進を配下に指示する。

　敵方から火槍の迎げい撃げきがあるが、塔の前面の鉄板が塔自体とそれを押す兵達を防護する。当たり所が悪ければ塔も破損するが、今日もラウルの乗る攻城塔は健在のまま、荷車の列との距きよ離りが近づいて行った。全体としても、大きな損害は出ていない。

　鳥人種の部隊の迎撃もない。首しゆ尾びよく攻城塔の列は荷車へと最接近する。

「よし、昨日と同じく、一度真まっ直すぐ後退して右翼外で待機！　後続への道を開けろ！」

　指示をしながらジャターユ傭兵騎士団の動きを確かく認にんすると、今日はすぐに荷車の内側に斬きり込まずに、こちらと同じように歩兵を退たい避ひさせていた。

　ヴィルフォードは、ラウルの忠告を受け入れてくれたようだ。

　後方の獣人騎き兵へい団は昨日と同じように動き出し、勢いをつけて攻城塔基部の車の背を駆け上あがり、そこから飛び出して行く。

　二重の荷車の列も何のその、練度の高い乗り手と良質の馬の組み合わせは、簡単に方陣の内側へと侵しん入にゆうして行く。

　そして、方陣の内側に敷かれた設置盾の列に突っ込んで行く。

　今日は昨日に比べ外側の方陣の規模が大きく、内側に籠る兵も設置盾の内側に身を隠かくして固まっているため、こちらの騎兵が自由に使える空間が多い。

　左翼右翼の両面から、まるで洪こう水ずいのように、あっという間に大量の騎兵が方陣内に入り込む。この進撃の滑なめらかさ、迅じん速そくさは流石さすがに精強で知られる獣人騎兵団だ。

　敵方の兵は、設置盾の内側で動かない。こちらの獣人騎兵団が接近すると、設置盾の陰かげから弩弓を発射し迎撃を試みる。

　しかし次々押し寄よせる騎兵団の勢いに飲まれるのは、時間の問題。

　このまま押し切って勝てる――

　獣人騎兵団の誰だれもがそう思い、その大半が方陣の内に乗り込んだ時――

　敵てき陣じんの中央から、狼煙のろしが上がる。それが、反転攻こう勢せいの合図だった。

　荷車に搭とう載さいされた火槍が、一いつ斉せいに方陣の内側を向く。

　そして、轟ごう音おんと共に火を噴ふき、弾丸を斉せい射しやする。

　内側の敵兵を蹂じゆう躙りんする事に気を取られていた獣人騎兵団にとって、それは全くの不意打ちだった。昨日は敵が内側に火槍を撃うつ事は無かったため、その危険性をまるで警戒していなかったのだ。

　昨日は内側がすぐに乱戦になってしまったため、味方に当たる事を考えれば内向きに火槍を撃つわけには行かなかっただけで、撃てないわけではない。それは荷車の検分をしたラウルには分かっていた。

　相手が荷車の内側に飛び込んで来る事が分かれば、内側に向かって撃てるように条件を整え、撃てばいいだけ。そのために方陣内の兵を囲うように設置盾が配されている。

　そう、あの設置盾は騎兵突とつ撃げきの防御用ではない。味方の火槍の弾丸から身を守るための物だ。そして内側の兵も身を隠しながら弩弓を撃つ。

　すなわち、今日の方陣の内側は、飛び込めば前から弩弓で、後ろから火槍で撃たれる事になる死地である。

　にも拘かかわらず昨日の戦勝で調子づいた獣人騎兵団は意い気き揚よう々ようと飛び込んでしまった。前後から射撃を受けて混乱し、身を隠すものも無く、いい的になっていた。外に逃にげようにも荷車が邪じや魔まをして出る事も出来ない。

　外から彼かれ等らを助けに行く事も出来ない。行けば自分も撃たれるのだから。

　方陣の内側で起きているのは最も早はや戦いではなく、一方的な殺さつ戮りくだった。

「こ、こんな一方的になるなんて――」

　ラウルの隣のマリーベルは、唖あ然ぜんと呟いていた。

「うん……ただ荷車を飛とび越こえて騎兵を送り込むだけじゃ、芸が無さ過ぎる。あのコーデリア殿どのの戦術はそんなに生易しくは無いよ。相手が悪いよね」

　今回の戦術をコランが披露した時、ラウルとしてはこれはほぼ失敗すると思った。

　分かっていて改善を促うながさなかった事については、罪悪感を感じはするが、こちらの目的を考えれば致いたし方かたなかった。こちらにも、譲ゆずれない理想と目的がある。

　そのためになら、感情を排はいして利のみを優先する。自分は聖人君子ではないから、そのような泥どろ臭くさい手にも頼たよらざるを得ない。

　ただ、仮にラウルが献けん言げんしていても、結果は変わらなかっただろう。

　伝統の獣人騎兵団に強固な誇りを持つバルゼイアの獣人種中心の体制としては、獣人騎兵団を主役に据えた戦術を採用せざるを得ない。

　そうでなければ将兵が反発し、軍の統とう率そつに支障を来きたすのだ。

　はじめから採りうる策を制限された中での作戦立案である。軍師であるコランも頭を悩なやませただろう。その自じ縄じよう自じ縛ばくさえ無ければ、もっと別の作戦が有り得たかも知れない。

　ワウルフの本隊から、撤退命令を示す角笛の音が聞こえてきた。

　戦術の中心たる獣人騎兵団が壊滅状態になってしまえば、それしかないだろう。

「撤退するぞ！　櫓やぐらの射手もすぐに降りるんだ！」

　ラウルは大声で、兵達に号令した。

　ワウルフ陣営とトラファルド陣営の会戦二日目――

　この日はワウルフ陣営の死者負傷者は約二万五千。対するトラファルド陣営はわずか二千程ほどだった。残りはワウルフ陣営が約三万、トラファルド陣営は約四万である。




　そして、有効な打開策が打ち出されないままで迎えた会戦三日目――

　ワウルフ陣営に衝しよう撃げき的てきな報告がもたらされた。戦場に現れたトラファルド軍の数が、昨日の倍近いと言うのだ。すなわち八万程になる。

　ラウルとマリーベルもヴィルフォード達と共にそれを確認しに出た。

　が、報告に間ま違ちがいは無かった。確かに八万近い兵が戦場に現われていた。

「おいおうどういうこった、こりゃあ――」

　ヴィルフォードは半分呆あきれたような口調で驚きを表現していた。

「向こうの戦術は、素人しろうとに毛が生えた程度でも戦力化できるからね。二ヶ月の間に大分動員数を増やせたんだと思う。動員力が高いっていう最大の利点を活用して来たね。初戦から全軍出してきたわけじゃなかったんだよ」

　ワウルフ陣営も兵を増やして今回の会戦に臨のぞんだが、向こうの増員はそれ以上だったのである。人員を戦術に組み込む上での条件の少なさが、その動員力の差を生んだ。

　こちらの兵は高い練度を必要とするが、あちらは火槍や弩弓を扱えれば成り立つ。どちらの武器も剣けんの腕うでや馬術などのように、長い修練を必要とするものではなく、素人にも扱いやすいものだ。

「一戦目で相手を油断させ、二戦目で通じると思った武器を折り、三戦目で心を折りに来たね――あのコーデリア殿は恐おそろしいね。獣人騎兵団の伝統とか体面に拘こだわって勝てる相手じゃないよ」

　ここでこの兵数差を見せられたら、味方の将兵は絶望的な気分に陥おちいるだろう。

　結局、ワウルフ陣営は三日目の会戦を放ほう棄きし、イリストリ方面に撤退する事になった。

　イリストリに用意した坑こう道どうを利用する善後策を実行に移すのである。

　ラウルとしては、配下のエルラーン王立第二騎士団にほとんど被害を出さず、会戦を乗り切る事が出来た。この場での目的は達成したと言える――

　戦場を放棄してイリストリ方面に戻もどる最中、ラウルと馬を並べるマリーベルがある質問をぶつけて来た。

「皇子。あのう――一つ聞いておきたいんですけど、いいですかあ？」

「うん？　いいよ。何が聞きたいの？」

「もし今回の会戦を本気で勝とうと思ったら、どうするのが良かったのかなって……いずれコーデリアさんを敵に回して、本当に負けられない戦いをする事があるかも知れませんから、わたしなりに考えておこうと思ったんですけど……いい案が思いつかないんです」

　と、マリーベルは困り眉まゆでうーんと悩む思案顔になる。

「ああいい心がけだね、そうやって考えておくことは大事だと思う。それが経験から学ぶって事だからね」

　前にラウルは、常に自分ならどうするかを考えて欲ほしいとマリーベルとリハルトに言った。マリーベルは律りち儀ぎにそれを守ってくれているようだ。

「うーんそうだねえ……でもまあ実は、俺としてもあれを打ち破れって言われたら困っちゃう所なんだよ。もしここがゲルトリッシュなら、ルシエに出て貰えばどうとでもなりそうだけどね。世の中そんなに甘あまくはないし」

「そうですか……それくらい、コーデリアさんの戦術が優すぐれてるって事なんですね」

　と、マリーベルは溜ため息いきをつく。世間は広いものだ。アゼルキアでのボウテングとの戦いこそ大勝利を収める事が出来たものの、次の戦いではいきなりラウルを悩ませるような敵将が現れる。

　これから先も、苦労する事が多々あるのだろう。少々先行きが心配になる。

「そうなるね。だから――」

「だから？」

　と、マリーベルはきょとんとした顔で首を捻る。

「相手に抱き着つく、かな」

「抱き着く？」

「そう。つまり戦術をそのまま模も倣ほうするって事ね」

「え？　向こうの真ま似ねをするんですか？」

「うん。火槍については製法が無いから、据置式大型弩バリスタを積んで代用だね。火槍の轟音で敵の騎兵を怯ませる効果は諦あきらめるしかないけどね。まあ敵も騎兵主体じゃないし大丈夫だと思う」

「そうすると、どうなるんですかあ？」

「同じ戦術同士だと、まあ一進一退になるよね」

　マリーベルは、はいと頷うなずく。

「そうなると戦局を決定づけるのって、戦術以外の何かになるじゃない？　つまりどっちが多く兵や兵ひよう糧ろうや軍資金を用意できるかにかかって来るわけだ」

　神しん妙みような顔で頷くマリーベルに、ラウルは更に続ける。

「相手と同じ戦術をやるなら、向こうと同じで素人に毛が生えた程度でも使える。極きよく端たんに言うと人口がそのまま兵数って考えられる。そうすると鳥人種より獣人種の方が人口は遥はるかに多いし、魚人種の後あと押おしもあるから軍資金も豊富だよね？　時間はかかるけど、いずれはこっちの優位に傾かたむくはずだよ」

「なるほど……模倣する事で戦術の優ゆう劣れつを消してしまうんですね」

「そう。そうすれば元々持ってる体力勝負になる。そうなるとワウルフ殿の方が有利だったよ。相手の戦術を見た時点でこれをやってれば、今の劣れつ勢せいは無かっただろうね」

　とは言え獣人騎兵団を主力としない戦い方に反発は大きいだろう。だから、ワウルフやコランが戦うべきだったのは、敵ではなく味方だったと言える。バルゼイアの獣人騎兵団の矜きよう持じを捨て去らせるための意識の改革が必要だったと思う。

「言われてみれば――その通りだって思えます。全然思いつきませんでした。やっぱり皇子は凄すごいですねえ」

　流石は占星軍師リュミエラ・ミストの秘蔵っ子だ。その教えを受けながら、努力に努力を重ねてきたラウルの姿を、マリーベルはずっと見て来た。

　あの日々は無駄ではない。今にしっかり生きている。

　嬉うれしくなってマリーベルの顔が綻ほころぶ。

　先さき程ほど少し感じた不安感も氷解し、誇らしい気持ちになった。

　これがわたしのご主君です、どうですか？　凄いでしょう？　そう自じ慢まんしたい気分だ。

「わーい。褒められた褒められた♪」

　そう言って、ラウルはヘラッと笑っていた。

　その姿はあまり自慢できないなあ、と思うマリーベルだが、これはこれで可愛かわいらしいので微笑ほほえましくなり、結局ラウルと一緒に笑い合うのだった。







第二章　イリストリの坑道戦







　イリストリ、イルハ砦とりで間の平原における会戦で勝利したトラファルド軍は、撤退するワウルフ軍を追って南東――イリストリ方面へと侵しん攻こうした。

　荷車を保持するこちらは、攻城塔を放棄した敵方よりも行軍速度が遅くなってしまう。

　首都イリストリに立たて籠こもられてしまう事も止やむ無しかと思われたが、ワウルフ側の動きは妙みようだった。

　イリストリには入らず更さらに南東、五番目の主要拠きよ点てんトロート城の方面へと撤退して行ったのである。首都であるイリストリを放棄した、という事になる。

　訝いぶかしみながらも、トラファルドはイリストリに入った。盟主の居城にも兵は殆ほとんど残っておらず、さしたる抵抗も無く制圧する事が出来てしまった。

　残された住民達たちは、不安そうに成り行きを見守っている様子だった。

　謁えつ見けんに使われていた広間に集まり、トラファルド軍の将兵は対応を協議する事にした。




「敵は最後のトロート城に予備兵力を保持しており、それと合流するつもりでは？」

「トロート城に罠わなを張り、こちらを待ち受けているのでは？」




　そんな意見が出される一方、クーガ将軍は別の意見を述べる。

「若。敵があっさりと拠点を放棄し、我らはそれを占せん領りようする――この状じよう況きようは、以前イルハ砦で私が陥おとしいれられた状況と似ておりますぞ。敵は我々をこのイリストリに押おし込んで叩たたこうとしているのでは？」

「しかしクーガ。住民は残ったままだぞ？　ここは城じよう郭かく都市だ、中で戦闘が起これば住民も巻まき添ぞえを食う。それを承知でイルハ砦と同じ攻め方をすると言うのか？　それは感心しないな。ワウルフはそこまでやるだろうか」

「うん――だとしたら酷ひどい事だよ、出来ればそうじゃないって思いたい」

　マニニがトラファルドの言葉に、うんうんと頷く。

「だからこそ裏がかけるとも考えられますぞ。我々が、住民が残っている以上イルハ砦と同じ手は無いと考えると踏ふんでいるのでは？」

「それも有り得るか――撤退が見せかけならば対応策が必要だ。イルハ砦ではラウル殿にやられているからな。ここは罠がある前提で考えておいた方が安全だな」

「は。只ただ今いま外がい郭かくの防ぼう壁へきの様子を調べさせています。もうじき――」

　と、そこで伝令の兵が広間に姿を見せる。

　伝令兵は背筋をぴんと伸のばし、声を張り上げた。

「申し上げます！　北側の防壁に一部破損個か所しよが見られます。破城槌づちで一いち撃げきすれば今にも崩くずれそうに見えるとの事です！」

「そうか。ご苦労だった、下がってくれ」

　と、トラファルドは頷いて兵を労ねぎらう。

「はっ！　失礼致します！」

　一礼してその兵は退室して行く。トラファルドは腕を組み、渋じゆう面めんを作った。

「という事は、クーガの懸け念ねんの通りという事だな。罪もない住民を巻き添えにするとは、見下げた策だな」

「では城外に荷車部隊を展開し、防壁を作らせましょう。敵の狙ねらいは恐らく北側。北側には特に重点的に兵を――」

「ああ、クーガ。そうしてくれ」

「トラくんトラくん。ちょっと待って」

　と、話が纏まりそうな所にコーデリアが口を挟はさんだ。

　平原での会戦を見事勝利に導いた彼女だが、まあ当然よねとさらりと述べるだけで、戦果にはまるで興味が無さそうだった。

　今回も手押し車に揺ゆられてぼんやりと視線を宙に這はわせていたが、一応聞いていたらしい。今日は珍めずらしく手押し車担当のうちの一人、右の方の男がおらず、左の方の男が一人で彼女の座る車をゆらゆらと揺らしていた。

「コーデリア。どうしたんだ？」

「多分まだあると思うわ」

「まだある？　何の事だ？」

「敵の仕し掛かけよ」

「ほう――？」

　彼女がラトゥータ教国からやって来て以来、導入する戦術や状況に応じた作戦など、その全すべてが大きな成果を挙げている。その存在は言うなれば面めん倒どうくさそうな勝利の女め神がみであり、彼女の言葉には耳を傾けざるを得ない。

「ちょっと待ってね、もうすぐ右が帰って来ると思うから――」

「ああ。分かった」

　その後暫しばらく待っていると、コーデリアの言葉通り右の男が戻って来た。

「お嬢じよう様さま、ただ今戻りました」

「うん。で、どうだったの？」

「仰おおせの通りでした。入口が巧こう妙みように偽ぎ装そうされておりましたが、防壁の地下を潜もぐり外へと続く坑道がありました」

「何っ!?　坑道はどの方向からだ？」

「は、トラファルド殿――南東方面にございます」

　恭うやうやしく首を垂れる右の男に続き、コーデリアが見解を述べる。

「北はわざと発見させるために、これ見よがしに前回と同じ工作をする。そして北に備えたこちらの裏をかいて、南東からの坑道で侵入するってわけね。北に集中してるとまた痛い目に遭うって事よ。ま、二度も同じような手を使う以上、少しは変化をつけないとあっさり見み抜ぬかれるしね？　流石さすがに敵もそこまで単純じゃないって事かしら」

「そうか――いや、良く見つけてくれた。流石だな。では急いで坑道を封ふう鎖さして護まもりを固めよう」

「ううん、それも待ってトラくん。それをしちゃうと敵は本当にトロートに逃げて、面倒な掃そう討とう戦せんをやらなきゃいけなくなるわ。もうここでワウルフを討うち取とっちゃいましょ。そうすればあたしもラトゥータに帰れるしね。いい加減自分の屋や敷しきが恋こいしいわよ」

「無論できるならそれに越したことはないが――出来るのか？」

「ええ、あたしは出来ない事なんて言わないわよ。だったら黙だまってる方が疲つかれないから楽だし。基本何もしたくないんだから」

「ははは、それもそうだな」

　何もしたくないと言いつつ、いざやれば興味無さそうにしながら大車輪の活かつ躍やく。

　本当にこの少女にしか見えない征異官将には恐れ入いる。できればラトゥータに戻さずずっと部下に置きたいほどだ。

「ではどうする？　聞かせてくれ」

「うん。まずは敵の狙いにそのまま乗る事にするわ。北に備えた振ふりをして、敵を坑道からイリストリの中に招き入れるの。そして――」

　これでラトゥータの自分の屋敷に帰る事が出来る――また素す晴ばらしい無む為いな時間を楽しむのだ。そんな解放感を感じつつ、コーデリアはこの地で最後とするつもりの作戦の披露を始めた――
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　イリストリに籠らずトロート方面に向かったワウルフ軍は、夜や陰いんに乗じて密ひそかに取って返し、斥侯を放ってイリストリの周囲の様子を探さぐらせた。

　敵軍は防壁外の全周囲に合わせて二万程度の部隊を展開しているが、重点が置かれているのは防壁に細工を施ほどこしておいた北側だった。

　そして坑道を掘ほってある南東側だが、敵部隊は坑道の入り口より防壁に近い内側に展開しており、坑道の入り口を固めてはいない。

　すなわち、坑道の存在には気が付かず、北側の防壁の工作を見てこちらが北側より夜や襲しゆうをかけると踏んでいる、となる。

　――策を実行に移す好機と言える。

　ワウルフは残る三万の兵のうち、五千を手元に残して郊こう外がいに身を隠して待機。二万五千を突入部隊として坑道へと送り込んだ。

　ラウル達エルラーン王立第二騎士団は、突入部隊の殿しんがり軍をジャターユ傭兵騎士団と共に務める事となった。

　坑道はかなり広く、深く作ってあるため馬も通れる。

　ワウルフ軍は一気に坑道を通り、イリストリの街へと雪崩なだれ込んだ。

　一気に盟主の居城へと押し寄せ、トラファルドの首を挙げるのだ。

　市中を警戒していた敵部隊が向かって来たが、それ程の人数ではなく一気に蹴け散ちらし、ワウルフ軍の先せん鋒ぽうは城への道を進み始める。

　そのあたりで、最後方のラウルやマリーベルも坑道を抜ぬけてイリストリ内に入った。

　暫くは戦いの跡あとを見ながら順調に進んだのだが――

　やがて、前がつかえて進めなくなってくる。

「どうかしたんですかねえ？」

「コーデリア殿が何か細工でもさせてたかな」

　事実、ラウルの推測は当たっていた。

　城へと続いて行く通りのあちこちに荷車が高く積まれており、通路を寸断しているのだった。それは、さながら荷車によって作られた迷めい路ろだった。

　先頭が真っ直ぐ進む事が出来ずに迷い、行ったり来たりを繰くり返す間に後続がつかえて進めなくなってしまったのだ。この足止めもコーデリアの采さい配はいだった。

「……マリー。ところであっちの準備は出来てる？」

「はい、いつでも大丈夫です。もうやるんですか？」

「いや、もうちょっと様子見で」

「ええ、分かりました」

　何の準備かと言うと、火矢を射るというものだった。マリーベルとその直属部隊に準備させている。火矢で街に火を放つのだ。

　勿もち論ろん狙ねらいがあっての事だ。もしイリストリの街が炎ほのおに包まれたら何が起こるか――

　そしてそれが、この戦いにおける致ち命めいの一いつ矢しとなるはずだ。

　ただ、自分達たちが用意したのはあくまで保険。

　出来れば直接手を下す事は避けた方がいい。様子見を選せん択たくしたのはそのためだ。

　遅ち々ちとして進まない侵攻にもう暫く付き合った後――それは起こった。

　街の一角に火の手が上がったのだ。

「あっ！　皇子見て下さい！　火が――！」

「うん――」

　火の燃え広がる勢いは早かった。恐らく事前に油を撒まいている。

　ただ、今先鋒が通っている城への道とは外れていて、火に巻かれる心配は無さそうだ。

　しかし外から見れば、そんな細かい事までは分からないだろう。

「……有あり難がたいね、流石はコーデリア殿だよ。こっちが何もしなくても、しっかりやって欲しい事をやってくれる」

　ラウルは口くちの端はしを上げ、わずかに笑えみを見せる。飢が狼ろうのような、鋭するどさと激しさを秘ひめた表情だった。マリーベルですら、少々近寄り難さを感じてしまうような。

「最終局面だね――これでバルゼイアの戦いも決着が付くはずだ」

「はい――」

「よし、俺おれ達は外に出るよ。事の顛てん末まつを見守るんだ。あまり目立たない方がいい。こっそり抜け出すよ。マリーの隊だけ付いて来て。残りはこのままここに」

「分かりました」

　そしてもし、結末が望まぬ方向に行こうとしていたら――

　自分達が手を下す事も考えなければならないだろう。
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　イリストリ郊外に伏ふせた部隊に護られたワウルフにも、イリストリの街から火の手が上がっているのが見えた。

　それを確認すると、ワウルフは忌いま々いましく吐はき捨すてた。

「ちっ――誰だ火なんて放ちやがった奴やつはよ！　住んでる奴等らの迷めい惑わくを考えやがらねえ」

　そもそもワウルフとしては、住民を残したまま坑道作戦を実じつ施しするのも反対だった。彼かれ等らを戦いに巻き込みたくは無かった。しかし住民を避ひ難なんさせてしまうと、その不自然さから策が見破られる危険が上がる。そう説得されて渋しぶ々しぶ認めた。

　火を放つなど言語道断。自分はそんな指示は出していない。

　もし配下がやったのならば、打ち首ものだ。

　だが先鋒が火計による待まち伏ぶせに遭あっているのなら――

　由ゆ々ゆしき事態だ。すぐに助けてやらねばなるまい。

　そしてワウルフには、そのために打てる手があった。

「仕方あるめえなあ――！」

　メイクラウドだ。本来祭さい壇だん以外で雨雲を呼ぶ事はしきたりに反するが、今は緊きん急きゆう時。そうは言っていられない。

　馬上のワウルフはメイクラウドを握にぎると、先せん端たんを地面に突つき立て、意識を集中する。

　何か大いなるものと一つになっているような一体感――その中で、ワウルフの身体からだは柔やわらかな水色の光に包まれて行く。

　そしてその優やさしく明るい光は天に立ち上って渦うずを巻き、その中から雨雲が生み出されて行く。程ほど無なくして、周辺一帯に雨が降り注ぎ始めた。

　イリストリの街にもこの雨は降り注ぐ。これで街の消火をするのである。

　そしてそのワウルフの行動を、手ぐすね引いて待っている者達がいた――




「トラファルド！　見て！　あっちに光の柱が出来た！」

　夜空に白い翼つばさをはばたかせるマニニは、南東を指差して声を上げた。

「――来たか！」

　トラファルドは南東に視線を向ける。

　確かにその言葉の通り、水色の光の柱が天に立ち上っていた。

　高空で渦を巻く光は雨雲を生み出し、あっという間に空から雨が降り注ぐ。

　あの光――メイクラウドの力。それが発動している以上、ワウルフがそこにいるのは明らかだ。

　それは絶好の目印である。今大多数のワウルフ軍の兵は、イリストリの街中で足止めを食っている。ワウルフを護る兵は多くない。

「若！　今があのワウルフめを討ち、この戦いに決着をつける好機ですぞ！」

　クーガが目を血走らせ、トラファルドを促す。

　クーガはトラファルドの父である先代盟主が亡くなってからというもの、トラファルドを護り落ち延び、そして育て上げるため苦労に苦労を重ねてきた。

　その苦労が報むくわれようとしている今、興奮を禁じ得ない様子だった。

　今トラファルドが位置しているのは、イリストリの北側の防壁外である。

　敵軍の狙いに嵌はまったふりをして、北側に配置した部隊。これをトラファルド自らが率いていた。クーガをはじめ、武力に優れた虎族を中心とした精せい鋭えいの騎き兵へい部隊だ。

　敵主力をイリストリ内に引き込んで足止めし、ワウルフと分断。

　その上で街に火を放つ。

　それにより、ワウルフにメイクラウドを使う事を強しいる事が出来る。

　メイクラウドを使う際に天に昇る光は、その居場所を示す絶好の目印。

　一いつ気き呵か成せいにそこに突撃をかけ、その首を取る。

　この北側の部隊は相手を欺あざむくための囮おとりであり、また、ワウルフに止とどめを刺さすための致命の一矢でもあるのだ。

　勿もち論ろん火を放つ場所からは事前に住民を避難させておいた。敵兵を火計に巻き込まないのは、決着がついた後は彼等を取り込むからだ。なるべく数を減らさない方が、後のバルゼイア連合の体制にとっては有益である。

　もうすぐだ――ワウルフを討ちバルゼイアをこの手に取り戻し、新たな未来を拓ひらく。

　トラファルドもまた、己おのれの昂たかぶりを抑おさえられなかった。

　幼い頃ころの記き憶おくに残る先代盟主である父は、強く優しく誇り高たかく、子供心に憧あこがれを抱いだくような立派な父だった。心の底から尊敬していた。父親が大好きだった。

　その父の命を奪うばい盟主の座を簒さん奪だつしたワウルフを、許してはおかない。仇かたきを討つ。復ふく讐しゆうする。断罪する。それに己の全存在をかけてやる――

　それが父を失って以来の、トラファルドの人生の命題だったのだ。

　その気持ちをそのまま乗せて、周囲の兵に呼よび掛かける。

「皆みんな今までよくオレに付いて来てくれた！　父をワウルフに討たれ、惨みじめに生いき恥はじを晒さらし続けてきたこのオレだが――皆の支えの甲か斐いあって、こうしてあの男を追おい詰つめる所にまで来ている！　このオレを父の仇も討てぬ軟なん弱じやく者にしないでくれてありがとう！　礼を言う！　そして頼たのむ――これよりあの簒奪者の首を取る！　皆の力を貸してくれ！」




「「「うおおおおおおおおっ！」」」




　兵達は心の底からの熱ねつ狂きようを、雄お叫たけびを上げて表現する。まるで地鳴りのようだった。

「全軍突とつ撃げきだ！　敵はあの水色の光の下にあるッ！」

　トラファルドは鉄てつ棍こんの先で南東、光の立ち昇る空を指し、声こわ高だかに命令した。

「若！　このクーガめが先せん鋒ぽう仕つかまつりますぞッ！」

「ああ、行けクーガ！」

「ははッ！」

　クーガが真っ先に馬の腹を蹴けり、水色の光目がけて突き進すすんで行く。

　他の兵もその後を追い、次々と動き出す。

　そんな熱の籠こもった出しゆつ撃げき風景の中、一人我関せずと冷めている者がいた。

「あーやだやだ、冬なのに暑苦しい～。むさーい」

　コーデリアだった。お下げの髪かみを指にくるくる巻きながら、ぶちぶちと呟つぶやいている。

　手て押おし車ぐるまの右と左の男は、相も変わらぬ鉄面皮で、異様な存在感を醸かもし出だしていた。

　コーデリアにはこれからワウルフに突撃をかける騎兵部隊とは別に、イリストリの郊外に展開してる荷車部隊を使って、街中へと続く坑道の出口を塞ふさいで貰もらう手て筈はずだった。

　イリストリ内に入って行った敵部隊が、回れ右をして戻って来られないようにするためだ。これで侵入部隊はイリストリの外門に回らないと、ワウルフの下に駆かけつける事が出来ない。ワウルフを討ち取る時間を生み出すには、充じゆう分ぶんな足止めとなる。

「ははは、すまないな。子供の頃から夢にまで見た、オレの父上の仇あだ討うちなんだ。それが成ると思うと、つい興奮してしまった」

「仇討かあ、まあトラくんの人生だから好きにすればいいと思うけどね――」

「お前には本当に感謝している。お前の頭脳が無ければオレ達はここまで来られなかっただろうからな。礼を言うよ」

「お礼なんていいわよ別に。あたしをここに寄よ越こしたヤツには、トラくん達に貸しを作ってしっかり取り立てようって下心があるんだから。まあお互たがい様さまってやつよ。あたしにはどうだっていいけど」

　バルゼイア連合をトラファルドが手にした後は、ラトゥータ教国との共同戦線でウェーメリア帝てい国こくへの侵攻に踏み切きる。それがラトゥータ教国側の下心である。

「ホント最初から最後まで一カケラのやる気も見せないよね、あんたって」

　マニニが呆れてため息をついていた。

「だってしょうがないじゃんトリちゃん、あたし戦いキライだもん。言ったでしょ、あたしは平和主義なの」

「その心は何もしたくないから――でしょ？　平和主義って言うか、事なかれ主義って言うか……」

「うんまあそうとも言うかもね。何も起きなければ何もしなくていいし、それが最高」

　にこりと笑ってコーデリアは言い、マニニはまた呆れてため息を吐く。

「じゃあまあ、頑がん張ばってねトラくんトリちゃん。あたしもイヤだけど行って来るわ。右、左。行って、全速力！」

「「ははっ！　畏かしこまりました、お嬢様！」」

　車係の男達は全く同じ返答をすると、筋骨隆りゆう々りゆうの鋼の肉体に全ぜん身しん全ぜん霊れいを込め、坑道の出口方向へコーデリアの乗る手押し車を押し始めた。獣けもののような雄叫びを上げて。

「「ぬぅうううおおおおあああっ！」」

　その速度が異常なほど速かった。下手な馬なら追いつかれるかも知れない。そうしながら、コーデリアの代わりに周囲の荷車部隊に集合を呼びかけつつ走って行くのだった。

「は、速っ!?　何なのあれ！」

「……しかしあの速さで押されて、コーデリアもよく振り落おとされないな」

　彼かの女じよは平気な顔をして乗り続けているが――実は物もの凄すごく身体能力が高いのではないか。

　少々呆あつ気けにとられてしまったが、トラファルドは気を取り直して表情を引ひき締しめる。

「――さあオレ達も行こう、マニニ！」

「うん――！　いよいよだね」

　トラファルドは馬の腹を蹴り、マニニはその純白の翼で身を空に運んだ。
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　バルゼイア連合盟主、獣王ワウルフは危地に立たされていた。

　イリストリ内に上がった火の手を止めるべくメイクラウドの力を使った瞬しゆん間かん、イリストリ郊外に展開していた敵軍が一いつ斉せいにこちらに襲おそいかかって来たのである。

　まるでそれを予期していたような素す早ばやい行動だった。

　イリストリの街中に通じる坑道はいち早く封鎖されてしまい、使いをやって突とつ入にゆう部隊を呼び戻す事も出来なくなった。

　結果ワウルフは五千の部隊と共に、倍以上の敵軍に囲まれて孤こ立りつする事になった。

　突入部隊が異変に気が付いて、坑道ではなくイリストリの外門に回って戻って来るのを待つしかないが――

　敵も鳥人種ではなく白兵に優れた獣人種の部隊を差し向けて来ていた。

　なおかつここが勝機とばかりに遮しや二に無む二に突っ込んで来る。

　最も早はやワウルフの目の前まで前線は迫せまりつつあった。このままでは自らが武器を取り戦う事を余よ儀ぎなくされそうである。

「おめえらここで踏ん張ばってみせい！　突入部隊どもが帰って来るまでの辛しん抱ぼうだぜ！」




「「「おおおおおおうっ！」」」




　メイクラウドが降らせる雨の中、ワウルフの飛ばす檄げきに周囲の兵達たちは威い勢せい良く応じて見せる。

　劣勢に立たされてもまだまだ士気は折れてはいない。獣人種の中でも選よりすぐりの直属部隊だ。根っからの戦士である彼かれ等らには、怖おそれや脅おびえなど無む縁えんのものだ。

　まだここを退くわけにはいかない。

　雨は降っているがイリストリの街中にはまだ火の手が残っている。

　これを鎮ちん火かさせるまでは、少なくともここで粘ねばらねば。

　周囲のあちこちで馬ば蹄ていの音や怒ど号ごうに悲鳴、剣けん戟げきの音が響ひびく中、ワウルフに向けて一直線に突っ込んで来る騎き馬ば武者があった。

　こちらの精鋭の衛え士じたちの囲みを、当たるべからざる勢いで突とつ破ぱして来る。

「ワウルフッ！　見つけたぞ！　ここで会ったが百年目――このクーガ・ロマが貴様の首を貰い受けるッ！」

「クーガか――！　暫く見ねえうちにおめえも老ふけたなあ！」

　虎族の勇将クーガとワウルフは、先代盟主の下で共にその片かた腕うでと言われた将だった。

　ワウルフが盟主の座に取って代わった後、クーガはトラファルドを匿かくまって逃にげ延のび、これが二十年程ほどにもなる久々の再開だった。

「お館やかた様！　ここは我らが――！」

「任せて下せえ～！」

　ワウルフの衛士であるリーヴァ兄弟が進み出、クーガに立ちはだかる。

　三騎の距きよ離りが接近し、剣戟が始まった。

　一対一では、クーガの技量はリーヴァ兄弟を上回っていた。

　がリーヴァ兄弟も二人で連れん携けいしつつ、何とかクーガの勢いを押し留とどめる。

「若わか僧ぞうが！　邪じや魔まをするな！」

　勢いを止められ、クーガが忌々しげに舌打ちをする。

　騎馬と騎馬がすれ違ちがい、リーヴァ兄弟とクーガの間合いが少々開く。

　その間かん隙げきを縫ぬって――ワウルフの側そばを固める衛士達から矢が飛んだ。

「ぬうっ！」

　クーガは巧たくみに馬と得え物ものの槍やりを操あやつり、飛んでくる矢をあるいは躱かわし、あるいは叩き落とすのだが――完全に回かい避ひする事が出来なかった。

　一矢が肩かた口ぐちに突き刺さり、赤い染しみが肩口に広がって行く。

「今だ！」

「往生しろや～オッサンがよ～！」

　手負いのクーガに、リーヴァ兄弟が激しく襲い掛かる。

　兄フワルの一撃目を捌さばいたクーガだが、傷の痛みに大きくよろめく。

「！　隙すきあり～！」

　その大きな隙を弟ギーリが狙い、斧槍ハルバードを振りかぶって叩きつけようとする。

　凶きよう悪あくな輝かがやきを放つ斧ふ頭とうがクーガの身に肉にく薄はくする。

「させんッ！」

　しかしそこに割り込んだ鉄棍が、ギーリの一撃をがっちりと組み止めた。

「若っ!?」

　遅おくれて駆けつけたトラファルドが、間かん一いつ髪ぱつでクーガを救ったのだった。

「ああ！　こんな小物はさっさと片付けるぞ！」

　トラファルドは両の腕うでに渾こん身しんの力を込めて、噛かみ合あったギーリの得物を押し込む。

　その力は強きよう靭じんだった。ギーリは押し込まれ、姿勢を崩して落馬してしまう。

　そこにすかさず、馬上のトラファルドは鋭く尖とがった鉄棍の先端を突き込む。

　胸を貫つらぬかれたギーリは呻うめき声ごえと共にびくんと身を震ふるわせ、そのまま動かなくなる。

「ギーリッ!?　おのれえええぇッ！」

　逆上してトラファルドに突っ込むフワルだが、トラファルドはその一撃を余よ裕ゆうを持って捌き切る。

「すまんが、お前ではオレの相手にならん！」

　と、報復の連続突きを見み舞まう。

「うぬっ!?」

　フワルは何合かは受け止めて見せるが、トラファルドの突きはどんどん速さと重さを増して行く。目が追い付かず、腕が痺しびれ、対応が遅れぎみになってしまう。

「そらそらそらあッ！」

　とうとうフワルの得物が弾はじかれ、手から滑すべり落ちる。

　その一いつ瞬しゆんの後――続く突きがフワルの胸を深々と貫いていた。

「ぐ――あ……！」

　ぐらりと揺れたフワルの身体からだが、馬上で傾かしいで地面に落ちる。

「若っ！　お見事ですぞ！」

「ああ――！」

　頷くとトラファルドは、自分の得物の先端をワウルフへと向ける。

「ワウルフ！　先代盟主の――父上の仇！　このトラファルドが討ちに来たぞ！　さぁ大人しくその首を差し出すがいい！」

「フン――！　ラトゥータなんぞに尻尾しつぽ振ふって儂わしを討つ事に、何の価値があるか!?　てめえのやってる事は、このバルゼイアを危あやうくするだけに過ぎねえよ！」

　ワウルフはトラファルドを大だい喝かつし、周囲の衛士に指示を飛ばす。

「矢を射ろ！　奴等を蜂はちの巣にしてやれい！」

　しかし――

　衛士達が矢をつがえる前に、彼等の頭上より矢の雨が飛来した。

　周囲の精兵達が、逃げる事も敵かなわずバタバタと倒たおれて行く。

　マニニ率いる鳥人種の飛空部隊だった。携たずさえた弩弓の一いつ斉せい斉射を受けたのだ。

　ワウルフ自身にも矢が襲い来るが、忠義な兵達が即そく座ざに身の周りを固め、代わりに矢を受けて倒れて行った。

「っ！　ちいいいっ――！」

　最早ワウルフの身の周りに、動いている兵はいなかった。

「トラファルド！　今っ！」

　マニニがトラファルドに呼び掛ける。

「ああよくやったマニニ！　クーガ！　お前は怪け我がを負っている、ここで見ていろ――オレがケリをつけるッ！」

　トラファルドが一騎、ワウルフの下に突撃して来る。

「ガキが調子こいてんじゃねえぞッ！」

　ある意味これは好機だ。戦せん況きようはどう見てもこちらが不利だが、トラファルドさえ討ってしまえば向こうの大義名分は無くなる。

　バルゼイア連合にとって、メイクラウドを扱あつかえる盟主の存在は必ひつ須すだ。

　雨水を供給する盟主がいなければ、人々の生活が立ち行かない。それはバルゼイア連合の人間ならだれでも知っている事だ。

　敵方がトラファルドを失えば、他に盟主になれる者はいない。故ゆえにワウルフに従う他は無くなる。一気に形勢が覆くつがえって決着するのだ。

　ワウルフはメイクラウドを、トラファルドはメイクラウドを模した形の鉄棍を、それぞれにふるって激しく打ち合った。

　武器の質ではワウルフに、力の強さではトラファルドに、それぞれ分があり技量はほぼ互ご角かくだった。

　傍はた目めからは、どちらが勝つか分からないと見えたかもしれない。

　だが、ワウルフは明確に焦あせりを感じていた。

（ちっ……！　年は取りたくねえもんだ、体が付いて来やがらねえ――！）

　自分が思うよりずっと早く、息が上がりつつあった。

　対するトラファルドは若さに満みち溢あふれ、まだまだ息を乱さず技を繰り出して来る。

　やがて襲い来る疲ひ労ろう感に手元を狂くるわせたワウルフは、トラファルドの突きを捌き損そこなった。腕に鉄棍の先が突き刺さり、血が噴ふき出した。

「ワウルフ！　覚かく悟ごッ！」

　致命の一撃を繰り出そうとするトラファルドの動きが、やけにゆっくり見えた。

　今まであった色々な事が、何な故ぜか思い起こされる。

　これが、走そう馬ま灯とうというものだろうか――

　そんな中でワウルフは思う。

（これでお終しまいかよ……この先バルゼイアはどうなっちまうのかねえ）

　目の前のトラファルドは、見事な若者に成長しているようだった。

　この自分を討ち果はたす程の腕と、自ら先頭に立つ雄お々おしさを備えている。

　盟主としての資質は充分に思うが――ただ、ラトゥータを後うしろ盾だてに今回の事を起こしている。この後はバルゼイア連合を挙げてウェーメリア帝国との戦いに乗り出すのだろう。

　それが果たしてバルゼイア連合の未来にとって有益なのだろうか。

　連合を滅ほろぼす事になりはしないか。

　自分は元々盟主など柄がらではない。何かの運命の悪戯いたずらで、こうなってしまった。

　未いまだに何故なのか、分からない。ただそうなってしまった以上、盟主に相応ふさわしいように努めてきたつもりではある。

　そうやってワウルフが護って来たものを、トラファルドは護れるのだろうか。

　今回の戦の出しゆつ陣じん前に、イリストリで出会った子供の事が思い出される。

　あの兄きよう妹だいの未来は、このトラファルドの下で幸せなものになってくれるだろうか。

　そうなってくれるならば、憂うれいも無く自分は逝ゆけるのだが――

　ただただ、バルゼイア連合とそこに住まう人々の未来を案じるのみだった。

　それは無私の境地――全ての欲を捨て去った者のみが到とう達たつする精神の高みだった。

　そんな中、ワウルフの耳に唐とう突とつに、声が響いた。




　相応しき者よ――真なる王のため、その魂たましいを捧ささげよ――




　静かだがとても厳おごそかで、はっきりと響く声だった。




　相応しき者よ――真なる王のため、その魂を捧げよ――




　それが何度も残ざん響きようのように、頭の中で繰り返かえされる。




　相応しき者よ――真なる王のため、その魂を捧げよ――




　トラファルドには聞こえていないようで、致命の突きを今にも繰り出そうとしている。

　どこの誰だれが発したものかは分からないが、ワウルフには良く聞こえる。

　妙みような昂こう揚よう感と、一体感を覚える。

　その声を聴ききながら――ワウルフの意識は闇やみに落ちた。

　その瞬間、もうワウルフはワウルフではない何かになっていた――





◆◇◆






「……あれは――!?」

　全く予想だにしなかった事象に、流石さすがのラウルも唖あ然ぜんとしていた。

　イリストリ市街の混乱と停てい滞たいからいち早く抜け出したラウル達は、トラファルドの軍勢がワウルフを追い詰める所に立ち会う事が出来た。

　ラウルとマリーベルがその場に到達した時は、既すでにトラファルドとワウルフが激しく打ち合っている最中だった。

　トラファルドが優勢のようだったので、それを遠巻きに見守っていたが――

　異変が起きたのだ。ワウルフの姿が変わった。元よりメイクラウドの水色の光に包まれていたワウルフだったが、それが白色に変わり、眩まばゆいまでの光を発するようになった。

　その中で、人ひと影かげが膨ぼう張ちようして行き――二十五シルト（五メートル）程にも膨ふくれ上あがった。

　人だった影も歪いびつに変化し、現われたのは太い腕と脚あしをした異形だった。

　白に近い色をした表皮は、硬こう質しつなのか柔らかいのか見た目には良く分からず、全身に紅あかい光で描えがいたような複雑な文様が浮うかび上がっている。

　二足で立っているが、背は丸まっており、太い四本爪づめの腕は地に着きそうな程長い。そして体のあちこちに、棘とげのような突とつ起きが生えている。

　頭部ももはや人間のそれではなく、赤く輝く大きな瞳ひとみや動物の犬歯だけを集めたような凶悪な口元、額には曲刀のような造りの角と思おぼしき突起もある。

　禍まが々まがしい姿だ。否いやが応でも生理的な恐きよう怖ふ心しんを掻かき立たてられる――

　この姿、この雰ふん囲い気き――心当たりが一つだけある。

　星神教の宗教画などで、稀まれに見かける姿――

「……咎魔クリミナル――！」

　そう、咎魔だ。

　よくあるお伽とぎ噺ばなしが、宗教に取り入れられた産物としか思っていなかった。

　だがそれが――現実に、目の前に鎮ちん座ざしているのだった。

　動き出した咎魔は、面前のトラファルドに襲いかかろうとしていた。

　そうはさせまいと駆けつけたトラファルド配下の兵が、咎魔の刃やいばのような四本爪の腕により引き裂さかれ、叩たたき潰つぶされ、次々に命を散らしている。

　あっという間に赤い水みず溜たまりが咎魔の周囲に出来つつあった。

　ウゥオオオオォォォォ！

　怖おぞ気け立つような唸うなり声が、戦場に響き渡わたる。

　これは何だ――何故こんな事が起こる。こんな事は完全に想定外だった。

　平原の会戦で戦況不利に陥おちいったワウルフは、策をもって軍を引き、イリストリでの作戦に臨のぞみ――しかしその策をもラトゥータの征せい異い官将コーデリアに見破られ、裏をかかれて討うち取とられ、戦場に散る。

　そしてバルゼイアはトラファルドという新しい盟主を迎むかえる――

　それでいいではないか。それでこちらの描く絵の通りだ。

　何故すんなりと行ってくれない――こんな余興は必要ないのに。

　目の前のこの現象は、こちらの計算であるとか、布石であるとか、そういったものを全すべて覆くつがえしかねないようなものである。

　いけない、このままではまずい――ラウルの内心に焦しよう燥そうが生まれていた。

「皇子――！　わ、わたし達どうすれば――!?」

　混乱した様子のマリーベルが、助けを求めるようにラウルに尋たずねて来る。

　問いかけられて、ラウルもようやく我に返った。

　マリーベルに顔を向けようとした瞬間、ふっと間に人影が入り込んだ。

「うひょー。何、あのえげつない化け物――」

　淡たん々たんとした口調に、感情の見えない落ち着つき払はらった瞳。

　こんな異常事態でも、この少女は相変わらずだった。

「ティナさん!?」

　こくん、と無言でティナは頷うなずく。

　ティナもイリストリへの突入部隊の中にいたが、小数を率いて別方向に離り脱だつするラウル達が遠目に見えたため、ヴィルフォードの許可を得てその後を追って来たのだった。

「お、落ち着いてるねえ……」

　ラウルと言えど、ティナのこの冷静さには驚おどろき呆あきれてしまう。

「いや、すごく驚いてる。じゃないと、うひょーとか言わない」

「ああ――驚いたら言うんだ」

　またティナは無言で頷くが、そもそもからして驚きの表現にその言葉の選択は如何いかがなものだろうか。

「ラウル殿どの……どうするの？　やるなら手伝う――」

「――ありがとう。とにかく、トラファルド殿をやらせちゃいけない。バルゼイアには彼が必要だ。行こう！　援えん護ごする！」

「は、はいっ！」

「わかった」

　マリーベルはきっと眦まなじりを引き締め、ティナは無表情に淡々と、それぞれに頷いた。

　動き出すラウル達だが、トラファルドの位置は少し遠い。

　その間に、群がる兵を蹴散らした咎魔がトラファルドに襲いかかっていた。

　ウゥオオオオォォォォ！

　怖気立つような唸り声を上げ、刃のような四本爪の腕を叩きつける。

「っ!?　ちいいっ！」

　トラファルドは愛馬の手た綱づなを捌いて回避させようと試みたが、馬の方が怯おびえて竦すくみ上がっていた。咄とつ嗟さの判断で馬上から身を躍おどらせ、地面に飛び降りる。

　その一瞬後を咎魔の爪が襲い、トラファルドが騎乗していた馬の首を飛ばして地を打った。

　その威い力りよくはまるで地じ響ひびきのように足元を振しん動どうさせ、盛大に土を巻き上げ抉えぐり取ったような穴を穿うがつ。紅こう竜りゆう将しようバルカ必殺の強打をも上回る、想像を絶した威力だった。

「何なんだ、これは――!?」

　狼狽うろたえながらも流石さすがに武技の達人である。トラファルドは、地に着いた咎魔の手首に自身の鉄棍の先端を突き立てていた。

　だが――鋭く鍛きたえ上げられたはずの先端は、咎魔の肉に突き刺さると、途と端たんに腐くさったようにしなびて、溶とけ落ちてしまった。

　武器を突き立てた筈はずなのに、咎魔の表皮には僅わずかな傷きず跡あとも残らなかった。

　何なんだこれは――トラファルドは戦せん慄りつする。

　これでは、手の打ちようがないのではないか。このままでは、こちらがやられる？

　いやそうはさせない。この人知を超こえた何かに、どうにか対たい抗こうする術すべを――

　逡しゆん巡じゆんするトラファルドの視界に、咎魔の足元に落とされたままのメイクラウドが入った。そして閃ひらめく、あれならば通じるかも知れない――

「クーガっ！　ヤツの注意を引いてくれ！」

「はっ！　皆の者、ヤツに得物を投げつけろ！　遠巻きから注意を引け！」

　クーガが自部隊の兵に指示を飛ばす。

　一斉に槍や戟が投とう擲てきされ、咎魔の身体に突き刺さる。その中でクーガ自らの槍の投擲は最も深々と、咎魔の眉み間けんにめり込んだ。

　だがしかし、先さき程ほどのトラファルドの時と同じように、その全てが腐り落ちて行く。

　ウオオォォォ！

　それでも咎魔は、クーガ達の方に顔を向ける。

　一歩、二歩とそちらに向けて踏ふみ出し始めた。

　――今だ！

　トラファルドは咎魔の脇わきをすり抜ぬけて、メイクラウドを拾い上げようと駆けた。

　咎魔はまだ脇わき見みをしている――届く――！

　全力疾しつ走そうしながら身を屈かがめ、メイクラウドを拾い上げようとした瞬間――

　不意にメイクラウドが動き出し、トラファルドの足を払った。

「何っ!?」

　予想外の攻撃にトラファルドは足を取られ、その場に転げてしまった。

　咎魔の身体から生える突起だった。それが伸のび出してメイクラウドを掴つかみ、トラファルドの足を払ったのだ。

　そんな知ち恵えを回すとは。トラファルドは内心歯は噛がみして身を起こそうとする。

　が、追い打ちに突き出されたメイクラウドの先端が眼前に迫ろうとしていた。

　ぎりぎり横っ飛びで避よけるべく、トラファルドは地面を蹴ろうとした。

　しかし動かない。別の突起が巻き付いて、トラファルドの足に絡からんでいたのだ。

「!?」

　危地を悟さとったトラファルドが、身を固くするのと時を同じくして――

　純白の翼が、空から舞まい降おりてトラファルドを庇かばうように立った。

　どづっ――！

　嫌な音だった。生々しくて、それでいて冷たく身の凍こおるような――

　他の誰でもない。この人物にだけは、決して立てさせてはいけない音だった――

　これだけは――これだけはあってはならないと誓ちかっていたのに――

　この世で最も恐おそろしい光景が、今トラファルドの眼前にあった。

　メイクラウドはマニニの胸に突き刺さり、先端が背まで突き抜けていた。

「トラファルド……だ、大だい丈じよう夫ぶ……？　早く逃げて――」

　瞳を涙なみだで一いつ杯ぱいにして、口元に血を滲にじませて、それでもマニニは笑え顔がおを浮かべていた。

　何かを覚悟したような、細く儚はかない微び笑しようだった。

「マニニ――！」

「い、今までありがとう……アタシ、幸せだったよ――」

「何を……まだ――」

　トラファルドに、それ以上マニニとの別れを惜おしむ時間は与あたえられなかった。

　メイクラウドに巻きついた突起は大きくしなって、マニニの身体を振ふり上げる。

　その勢いで、マニニの身からメイクラウドが抜けて、華きや奢しやな体は宙に飛んで行った。

　目の前に飛んできたそれを、咎魔はその刃状の爪で引き裂いた。

　マニニの身体は三つの赤い肉につ塊かいとなり、べちゃりと音を立てて地面に落ちた。

　ほんの数回瞬まばたきする間の、あっという間の出来事だった。

　この数すう瞬しゆんでトラファルドは、自分の大切なものをごっそりと奪われ、これ以上ない程に無残に、冷れい酷こくに踏みにじられたのだった。

　受け入れ難がたい――まだ、夢の中にいるようだ。現実味が無い。だがこれが現実だ。

　それ以上に許し難い――マニニに身を挺ていさせてしまった未熟な自分が、そしてこの目の前の、マニニの命を奪った異形が。

　許さん――こいつは絶対に殺す！

　目も眩くらむほどの怒いかりにトラファルドは逆上し叫さけんだ。

　最早言葉にもなっていない、殺意に取りつかれた獣そのものの咆ほう哮こうだった。

　武器は無く丸まる腰ごし、足には先程の突起が伸びた触しよく手しゆが巻き付いたまま。

　それでも構わずトラファルドは、咎魔に突とつ進しんしようとした。

　全く周りが見えていない、無む謀ぼうな前進だった。

　そんなトラファルドに近づく騎き影えいが三つ。ラウルにマリーベルにティナだ。

　遠目から咎魔を確かく認にんしすぐに動いたが、側に到とう着ちやくしたのは今だった。

　ラウルが馬を駆けさせながら、トラファルドの足に巻きつく咎魔の触手に星ほし斬きりの刃を立てると、幸いな事に切断が出来た。身体と違って触手になら刃が通るようだった。

　トラファルドが縛いましめから解かれると、マリーベルとティナは両側からトラファルドの脇を抱かかえて、無理やり引き摺ずって咎魔から距離を取る。
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　咎魔はそれを見、ゆっくりとだが追って来る。

　邪魔をされたトラファルドは激しく暴れ、抵てい抗こうした。

「離はなせ！　オレはマニニの仇を取らねばならん！　でなきゃあいつが浮かばれんッ！」

「落ち着いて下さい！　だからって無謀に挑いどまなくても……！」

　マリーベルは目に涙を溜ためて、トラファルドを制止していた。

　彼女の慈じ愛あいに満ちた優やさしい心は、愛し合う者同士が無残に引き裂かれるさまを、自分の事のように親身に受け止めていた。

「君等らに何が分かる!?　余計な世話は無用だ！　さぁ離せ――！」

　ティナも少し伏ふし目めがちに、トラファルドに囁ささやく。

「駄だ目め。ここであなたがやられたら、それこそあの女の人が浮かばれない――」

「分かっているさ！　分かっているがなあッ！」

　そんなトラファルドを尻しり目めに、ラウルは馬を止め周囲の様子を確認する。

　あちこちで激しい戦せん闘とうを繰くり広ひろげていた兵達たちは、人知を超えた異様な事態にどうしていいか分からず、棒立ちで成り行きを見守っている者が多かった。

　ワウルフ側の兵もトラファルド側の兵も、それは同じだった。

　かろうじてマリーベルの弓騎き馬ば隊たいとクーガの周りにいる兵だけが、今動いていた。

　トラファルドを追って来る咎魔の注意を引こうと、側面に回って弓を射かけたり、持っている剣けんや槍を投擲したりしていた。それらの全てが、大した効果を見せていないが――

　ラウルは棒立ちの兵達に向け、呼び掛けを始めた。

「この場にいる将兵達！　みんな聞けッ！　今目の前で起こっている事は、全くもって信じがたい――信じがたいが、諸君らは為すべきを為さねばならない！　ワウルフ殿を失った今、トラファルド殿を護まもらねば、バルゼイア連合から盟主の存在が失われる！　そうなれば誰も雨を呼べず、この土地に住まう者皆が乾かわいて飢うえる！　諸君ら自身にも、諸君らの家族や友人にも例外は無い！　今このトラファルド殿を護る事は、バルゼイア連合の全ての命を護るに等しい！」

　その言葉が届いた兵達は、次し第だいに我に返って行く。

　ラウルの言う事は尤もつともだったから。確かに、盟主の存在なくしてバルゼイア連合の民たみの暮らしは成り立たない。ワウルフを失った今、トラファルドに生きて貰わねば連合の命運が断たたれる。それを許してはならない――こうしている場合ではない――

　将兵達は眦を決し、心を奮い立たせ、武器を強く握にぎり締めた。

「さあ立ち止まるな！　動き出せ！　諸君らの手でバルゼイア連合の未来を護るんだ！」




「「「おおおおおおおおっ！」」」




　敵も味方も無かった。ワウルフ陣じん営えい、トラファルド陣営双そう方ほうの兵が入り乱れ、トラファルドを護るべく彼かれの周りに集まって壁かべを作った。

　あの異形が恐ろしいのは皆みな同じ。それでもそれに耐たえてトラファルドの下に集った。

　ラウルの声が届いても動かなかった者は、殆ほとんどいなかった。

「トラファルド殿！　ここにいる皆は、もうあんたしか頼たよれないんだ！　この光景を見てよく考えろ！　感傷に流されるな！　自分の為すべき事を為せッ！」

　兵の作る壁の最前列に位置するラウルは、トラファルドに背を向けたままで一いつ喝かつした。

　視線は迫り来る咎魔に置いたままなので表情までは見えなかったが、トラファルドが息を呑のむ気配は感じられた。

　少しの逡巡の後、トラファルドは大きく大きく息を吐はいた。

「フフッ――随ずい分ぶん年下の君に説教されるとはな。だが――そうさせて貰うとしよう」

　生気に満ち溢れた雄々しさが、その声からは感じられた。

「ま、戦うなとは言いませんよ。メイクラウドならあれを討てるかも知れませんからね。ただ無理は禁物です。あれを取り戻もどしますから、そこで待ってて貰えると」

「ああ頼たのむ――！」

　メイクラウドは咎魔の身体から伸びる触手に絡め取られたままになっていた。

　まずは、メイクラウドを取り戻すべきだ――

「皆聞け！　メイクラウドならこの異形を倒せるかもしれない！　俺おれ達たちのうちの誰でもいい！　トラファルド殿の手にメイクラウドを取り戻すんだ！」

　呼よび掛かけながら、ラウルは自分の馬を下りた。

　騎き乗じようではカタナは使い辛づらい。抜きを構える事も出来ない。

　そもそも馬術自体が、ラウルはさほど得意ではなかった。人並みよりはましといった程度で、騎き射しやに秀ひいでるマリーベルの馬術の腕と比べると大分見み劣おとりする。

　自分の腕を最大限に発揮するのなら、下りた方がいい。

　そのラウルの両りよう脇わきに、マリーベルとティナが並ぶ。

「マリー。マリーは離れて援護して。あれの目を狙ねらってみて欲ほしい」

　ラウルは咎魔の紅玉のような瞳を指差した。

「目を？」

「うん。あれも生きてるなら、目で物を見て動いてるはずだよね。当たっても他の箇か所しよと同じように腐って溶けるだけかもしれないけど、少なくとも目め障ざわりにはなるかなって」

「わかりました。やってみます」

「ティナ殿は悪いけど、俺と一いつ緒しよに前に出てくれるかな？」

「ん――了りよう解かい」

　ティナは仕込手てつ甲こうに手を当てて捻ひねる。すると、強度に優すぐれた塵じん星せい鉱こうの黒い鉤かぎ爪づめが飛び出だしてくる。両の手甲から爪を引き出し、これでティナの戦闘準備は万ばん端たんだった。

　ラウルは腰こしのカタナ――星斬に手を当てて言う。

「さっきはこの星斬で、あいつの触手を斬きれた。普ふ通つうの武器は溶けるけど、塵星鉱で出来てる武器なら通じるのかも知れないからね」

「それかあの触手だけ、腕や脚より弱いか――ね」

　ラウルの言葉を受けてティナが付け足す。

　やはり冷静だ。起きた現象をしっかり把は握あくして、分ぶん析せきしている。

　流石は名高いジャターユ傭よう兵へい騎き士し団だんの副団長である。

「そうだね。それを確かめるためにも、やってみないとね」

「うん――」

　そうしているうちに、咎魔はもうすぐそこまで迫って来ていた。

「よし――行くよ！」

　ラウルとティナが先頭に立って咎魔へと駆かけ出す。

「あの二人を援護しろ！　後おくれを取るなッ！　ヤツを取り囲め！」

　トラファルドの号令で、兵達も一斉に動き出す。

　ある者はラウル達の後に続き、またある者は敵の側面や背後に回り込もうとする。

　周囲を取り囲まれた咎魔は、新たな動きを見せた。

　全身の棘の触手が一斉に伸び出し、それぞれに兵達に襲いかかったのだ。

　まるで全身が針はり鼠ねずみのようだった。

　棘になっている触手の先せん端たんが兵を貫き、また鞭むちのようにしなって叩き飛ばし、あるいは首や胴どうに巻きついて締しめ上げる。

　あっという間に、その場に悲鳴や苦く悶もんの呻うめきが満ち始める。

　当然ラウルの下にも、触手の先端がいくつも飛んできた。

　だがその軌き道どうを見切り、対応する事は――

　ラウルにとっては、それほど難しい事ではなかった。

「この程度ならね――！」

　星斬を抜ばつ刀とう。前に進みながら触手の先端を避けつつ、斬り払って行く。刃を受けた咎魔の触手は千切れ飛んで、地面に落ちると、どろりと溶けて無くなった。

　これは問題ない、対応できる――

　そう感じながら、同じく触手を迎げい撃げきしようとするティナを横目に見やる。

　彼かの女じよも俊しゆん敏びんな身のこなしで攻こう撃げきの軌道を避けながら、塵星鉱の黒い鉤爪を振りかざしていた。触手を引ひき裂こうと爪が閃く。

　しかしティナの鉤爪は、それを果たさなかった。

　太い触手に食い込むと、それまで見た他の武器と同じように、溶け落ちてしまった。

「！　予想外――」

　無表情なティナには珍めずらしく、少し目を見開いていた。

　同じ塵星鉱で出来た武器なのに、ティナのそれは、ラウルの星斬のようには咎魔の触手を切断できなかった。

　勿もち論ろんラウルにも驚きだった。同じ塵星鉱なら通じると思っていた。

　違うのか――この星斬だけが何か特別なのか？

　一体何故――？

　これを授さずけてくれた剣の師、剣けん聖せいジエーロからは、特に何も聞いてはいない。

　大いに疑問だが、今ここでそれを深く考える暇ひまはない。

　星斬ならば咎魔の触手を斬り飛ばせる。

　その事実だけは確かなのだから、最大限にそれを活いかすのみ。

　自分がメイクラウドを奪うばう役をするべきだ――この星斬は咎魔に通じるのだから。

　ラウルはメイクラウドの位置を確認する。

　今は咎魔の背面に位置し、触手に巻きつかれて操られている。

　背後に回りこんだ兵達が、次々にメイクラウドに刺さし貫かれていた。

　そちら側に出るため、ラウルは勢いを殺さず真まっ直すぐ走る。

　咎魔の股また下したを潜くぐり抜けるつもりだった。

　しかしその動きを察知したのか、ラウルが間合いに入ると、咎魔はその長い腕を振り上げ、叩き下ろして来る。

　人の身体など、一いち撃げきで押おし潰してしまいそうな重い一撃。

　だが単調だ――！　ラウルは大きく横に跳とび、その一撃の軌道から抜け出す。

　直後に地面に衝しよう撃げきが落ち、衝撃音と共に草土が盛大に巻き上がる。

　その中で星斬の刃が、黒い閃せん光こうのように閃いた。

　ラウルは咎魔の一撃を避けつつ星斬を鞘さやに収め、着地するとすぐに目の前の咎魔の手首に抜きを浴びせていた。

　その一いつ閃せんは咎魔の肉に食い込み、大きく引き裂いて斬り抜けた。

　咎魔は大きく咆哮し、痛みと怒りを顕あらわにする。

　抜きを浴びた手首からは紫むらさき色いろの体液が溢れ出し、それが地面に落ちるとジュッと音を立てて草を腐らせ溶かしてしまう。

　ラウルは星斬の刀身に目をやるが、他の武器のように腐ふ食しよくしたりはしていない。

　相変わらずギラリと凄すご味みのある光こう沢たくを放っている。

（やっぱり、星斬ならこいつを斬れる……！）

　ならば、メイクラウドを待つまでもなく自分が止とどめを刺してしまってもいい。

　そうは思ったものの、咎魔もそうやすやすとやらせてはくれない。

　自分に手傷を負わせたラウルのみに標的を切きり替かえたようで、体表から伸びる棘先の触手が、一いつ斉せいにラウルを追いかけ始めた。

「っ!?」

　二、三本が同時に襲おそってくる程度なら、余裕を持って捌ける。

　だがそれが何十にもなると、全く話が違ちがってくる。

　四方八方から、ラウルに向けて鋭するどい先端が迫せまる。

　額への軌道を避けるため、腰を沈しずめる。同時に右みぎ肩かたも狙われており、右を後ろに身を捻りつつ、一拍ぱく遅おくれて両りよう膝ひざへと次が続くため、身体を一気に伸び上がらせる勢いそのまま後ろに宙返り。

　ぐるんと回転する視界の端はしに、左右から回り込む先端が見える。地に足がつくと間を置かずに後ろに蹴けり、その軌道の外に身を運ぶ。

　そのような動きを繰り返し、ラウルは自分の身体を傷つけさせない。

　それは水の流れるような滑なめらかさと、目にも留まらぬ速さを兼かね備そなえた、芸術的とも言える身のこなしだった。

　見ている者はその見事さに圧あつ倒とうされ魅み了りようされるが、ラウルにはさほどの余裕はない。

　避けるだけで手て一いつ杯ぱいなのだ。攻撃に転じる余裕が全く無くなってしまった。

　このままでは、少し動きが鈍にぶった時点でやられる――

　ラウルが内心焦りを感じた時、後方から風切り音と共に二本の矢が飛来する。

　それが咎魔の紅の瞳に突つき刺さった。マリーベルが放った二本射うちだった。

　矢はやはり咎魔に突き刺さると、どろりと腐食して溶け落ちてしまう。

　しかしマリーベルが矢や継つぎ早ばやに二度、三度と射しや撃げきを繰り返すと、文字通り目障りではあるようで、咎魔は傷ついていない方の手を眼前に翳かざして矢を防ごうとした。

　その動きで、ラウルを追い続けていた棘の触手の動きが鈍る。

　ありがたい――！　しかも丁度、すぐ手近な所にメイクラウドに巻きついた触手が伸びて来ていた。

　ラウルは隙すきを見み逃のがさず、その触手に駆け寄よって星斬を振るった。

　解放されたメイクラウドが地面に落ちる。すかさず拾い上げて、少し離れたティナに投なげ渡した。

「ティナ殿！　それをトラファルド殿に――！」

「うん。わかった」

　ティナがトラファルドの下に駆けて行く。

　後方ではマリーベルが、自分の弓騎馬隊に命じていた。

「皆さん！　化け物の目を狙って下さい！　目め眩くらましにはなりますから！」

　咎魔の目を狙って、正面、左右の三方向から矢が飛ぶ。

　それによって注意が分散したか、ラウルだけを狙っていた触手が再び分散して動き出す。

　それでもラウルへの攻撃は多いが、随分楽にはなった。

　攻撃を凌しのいでいるうちにメイクラウドを携えたトラファルドが、ラウルの側そばまで進み出て来る。

「待たせたな！」

「おっ。真打の登場ですね」

　ラウルは目の前に迫ってきた触手を三本纏まとめて斬り払いながら、軽口を叩いた。

「そうだといいがな――！」

　トラファルドもその俊敏な反応で、迫って来る触手を次々叩き落おとす。

「行こう！　ヤツを殺やる！　マニニの仇かたきを討つ！」

　トラファルドは、メイクラウドを握る両りよう腕うでに力を込める。

「――ええ、分かりました」

　ラウルとトラファルドは触手を捌さばきつつ、咎魔に突進して行く。

　その二人に目め掛がけ、咎魔は巨きよ木ぼくのような腕うでの一撃を見み舞まう。

　しかしラウルとトラファルドは左右に分かれて跳ちよう躍やくし、事無きを得る。

　咎魔はそれを追って、今度は左の脚を蹴り出す。

　狙われたのはラウルだが、それも素す早ばやく動いて回かい避ひに成功。

　その隙にトラファルドが、咎魔の足元まで肉にく薄はくしていた。

「喰くらえッ！」

　咎魔の腿ももにメイクラウドの先端が突き刺さる。

　流石に星神器たるメイクラウドは他の武器のように腐食させられる事は無かった。

　ずぶりと肉を抉り、深い傷跡を残す。

　だが――ラウルの星斬の時とは違った。

　傷はついたが、そこから紫むらさきの体液が流れ出る事は無かった。

　あまつさえ肉がどんどん盛り上り、傷が元に戻ってしまう。

「ちいっ――」

　トラファルドが忌いま々いましげに舌打ちする。

　そのトラファルドを狙って、いくつかの触手が向かって行く。

　それに追いやられて近くまで後退して来たトラファルドは、ラウルの方を向いた。

「お膳ぜん立だてまでして貰もらって済まないが、どうもオレは真打ではないらしい――！」

「……かも知れませんね」

　ますます素す直なおに頷けない話だった。神秘の塊かたまりである星神器ですらこうなのに、なぜ星斬は何の問題も無く咎魔を傷つけられるのか――

「まともに奴やつを斬れているのは君だけだ！　君がやってくれ！」

　その言葉にラウルは頷く。確かに、もうそれしかないように思える。

　咎魔が突進して来て、何度目かの腕の叩きつけを放ってくる。

　それが空から振ぶりして地面を叩いた瞬しゆん間かんを狙い、トラファルドは咎魔の掌てのひらにメイクラウドを突き立てた。全体重を乗せて、思いきり深く突き立てる。

　メイクラウドは咎魔の掌を貫かん通つうし、その下の地面に刺さった。

　咎魔の巨きよ大だいな手を、地面に縫ぬい付つけた格好だ。

「今だ！　行けッ！」

　トラファルドは目線で道を示してラウルを促うながす。

　それは、地面に縫い付けられた咎魔の腕を伝って、肩かた口ぐちへと延びる道だった。

　巨大な咎魔の身体に対し、地面に立っていたのでは腕や脚を斬りつけるのがせいぜい。　そこを斬っていても、致ち命めい傷しようを負わせるのは難しい。

　今なら腕を伝って肩かたまで登り、頭部を攻撃できる。

　トラファルドがラウルのために作った突とつ破ぱ口こうだった。

「よしッ！」

　ラウルは駆け出そうとしたが、すぐに足を止める事になる。

「ぐっ――こいつ！　大人しくしていろ！」

　咎魔が手を引き抜こうと暴れ、トラファルドが振り落とされそうになっている。

　あの巨きよ体たいとは、トラファルドと言えどもやはり圧あつ倒とう的てきな力の差がある。

「手伝う――！」

　ティナも加勢し、咎魔を押さえ込みにかかる。

「すまん、助かる！　皆加勢しろ！　ラウル殿のために道を作れ！」




「「おおおおうっ！」」




　次々に周囲の兵も加勢して来て、密集の陣が出来上がった。

　咎魔の触手が手て当あたり次第に蟻ありのように集たかる兵達を貫つらぬいて行くが、誰も逃にげはしなかった。これしかない、と。ラウルの一刀に賭かけると、皆の意識が一つになっていた。

　もう咎魔の腕は完全に地面に縫い付けられていた。

　この好機――無む駄だには出来ない。

「皆ありがとう！　後は俺に任せてくれ！」

　今度こそ、ラウルは地面に縫われた咎魔の手に飛び乗る。

　腕を伝って全力で駆け上がり、肩口に到とう達たつすると首を目がけて大きく上に跳んだ。

　既に星斬は鞘に収めてある。空中で姿勢を整え、抜きを構えて体を捻る。

「でええええぇぇぇぇぇいッ！」

　落下の勢いも乗せ、全力の抜きを放つ。

　星斬の黒い刃が、咎魔の太い首元に吸い込まれて行く。

　ウゥオオオオォォォ――――！

　その叫びが咎魔の断だん末まつ魔まの声だった。

　星斬の刃は肉に食い込み、そして断って行き――最後まで斬り抜けていた。

　首を叩き落としたのだ。ラウルが着地するとその側に、凶きよう悪あくな顔つきの大きな頭部がゴロリと転がる。

　頭部を失った体は、首から盛大に紫の血を噴ふき出し、ゆっくりと崩くずれ落ちて行く。

　そして首も身体も、どろりと溶けて行く――不気味な水溜りだけが後に残った。

　だがそれも、地面にしみ込んで急速に消えて失うせて行く。

　暫しばらく様子を窺うかがっていると――後にはもう、何も無くなっていた。

　まるで全てが夢か幻まぼろしだったかのように、跡あと形かたもなかった。

　ラウルはふうと一息つきながら、静かに星斬を鞘に納めた。

「……参ったね、世の中は奥おくが深いなあ――分からない事だらけだ」

　何な故ぜ、この咎魔のような異形が現われた？

　何故、ワウルフがそうなってしまった？　メイクラウドのせいなのか？

　何故、メイクラウドなのか。セラフィゲイトやエレノーテでも同じ事が起きるのか？

　何故、星神器ですら傷つけられない咎魔を星斬で斬れる？

　何故、何故、何故が多過ぎる――

　そんなラウルの内心は、見ていた兵達には伝わらない。

　咎魔の首を斬り落とした武勇を讃たたえ、皆が歓かん声せいを上げている。




「うおおおおおっ！　やった！　倒たおしたぞっ！　若様もご無事だ！」

「すっげえええぇ！　同じ人間とは思えんっ！　さすが俺達の騎士団長！」

「バンザーイ！　バンザーイ！　これで無事に国元に戻れるな！」




　ぽん、と背中に手が置かれた。振り向むくと無表情なティナの顔があった。

「さすがラウル殿――おみごと」

　ぱちぱちと、気の無い拍はく手しゆをしてくれる。

　いや、気はあるのかもしれないが、ティナの場合淡々とし過ぎていて内心が分からない。

「ああティナ殿。よく分からないけどね」

「きゃー素す敵てき。抱だいてー」

「いやいやいや……」

　全くの無表情にこの台詞せりふ。調子が狂くるってしまう。

「ティナさんっ！　それ以上皇子に近づかないで下さい」

　ずいと割り込んできたマリーベルが、ラウルを庇うように立った。

「ちっ。邪じや魔ま――」

「ティナさんがおかしな動きをしなければいいんですっ」

　ティナを窘たしなめると、マリーベルは心配そうな顔をラウルに向けて来る。

「皇子、どこも怪け我がしてませんか？　痛い所はないですか？」

「うん、俺は大丈夫だよ」

　ラウルはトラファルドの姿を目線で追いつつそう応じた。

　トラファルドは咎魔クリミナルが消きえ失せると一目散に、無残に引き裂さかれたマニニの亡なき骸がらの側へと駆け寄っていた。

　がっくりと膝ひざをつくと、地面に拳こぶしを叩たたきつけて慟どう哭こくしていた。

　クーガが近づいて止めても構わず、何度も何度も――

「何かしてあげられる事は――いいえ、ないですよね……」

「そうだね……」

　勝利の歓かん喜きの脇で、いつまでもいつまでも――

　トラファルドの慟哭は、その場に響ひびいていた。




　こうしてバルゼイア連合首都イリストリでの戦いは、現盟主ワウルフの戦死により、トラファルドの反乱軍の勝利で終結した。

　公おおやけの真実としては、人々の間にそう広まる事になった。

　それは決して間ま違ちがっているわけではないが、本当の真実を表すものでもない。

　盟主ワウルフが異形の咎魔に姿を変え、その末に討うち取とられた事が広く人々に伝わる事は無かった。

　何も不思議な事ではなく、自分で見ない限り、普通はそんな話を信じない。

　噂うわさに尾おひれがついた与よ太た話だと言われるのが落ちである。

　初めのうちは自分で見たと人に伝える素直な目もく撃げき者しやも、それを眉まゆ唾つば物だと馬ば鹿かにされ続ければ、やがて口をつぐむようになる。

　人は自分で見ない限り、自分が信じられる程度の真実しか信じない。

　余りに突とつ飛ぴな本当の真実は、誰だれが意図するわけでもなく、自然と公の真実から抜け落ちるのだ。

　そのような過程が積み重なって出来た、人々の共通認にん識しき――

　それこそが歴史、なのである。





◆◇◆






　イリストリの戦いの数日後――

　イリストリの街や城は、少なくとも表面上は平静を取り戻していた。

　あの後、主を失ったワウルフ側の軍勢は降こう伏ふくし、イリストリもトラファルドの支配下となった。トラファルドはイリストリに入るとこう宣言した。

　先代盟主の座を簒さん奪だつしたワウルフさえ討てば、他の者に恨うらみは無い。

　今回の戦で自分に敵対した者達たちの罪は、これを一いつ切さい問わない。

　これからは自分に力を貸して欲しい。ともに新たなバルゼイアを作ろう――と。

　そして、住民にはこれまで通りの生活を保証すると触ふれを出した。

　これにより元ワウルフの臣下もイリストリの住民達も、戦後の粛しゆく清せいや戦勝軍の無法に脅おびえずに済んだ。新たな盟主トラファルドは、さほどの抵抗もなく受け入れられて行きそうな雰ふん囲い気きだった。

　そもそもバルゼイア連合の土と地ち柄がらとして、メイクラウドを扱あつかえる盟主の存在は必ひつ須すである。だからトラファルドが余よ程ほどの無法を働かない限りは、それが自然なのかもしれない。

　そんな中ラウルとマリーベルは、イリストリの城の敷しき地ち内ないに造られたばかりの小さな墓標を訪おとずれていた。

　鳥人種の族長マニニを弔とむらうために、トラファルドが命じて造らせたものだった。

　最後にここに立ち寄りたいとマリーベルが言うため、ラウルも一緒にやって来たのだ。

　もうエルラーン王立第二騎き士し団は、帰き還かんのための準備をほぼ終えていた。

　身の安全のため謀む反ほんの疑いという名目で牢ろうに匿かくまわれていたシバも戦せん闘とう終しゆう了りよう後すぐに解放し、既すでに動いて貰っている。その最初の仕事は、ここイリストリでの兵の徴ちよう募ぼである。

　現在の所、情勢は落ち着いているように見えるが、心の中でトラファルドの事を快く思わない者も多数いるはずだ。ワウルフは決して暴君ではなく、盟主としての人望もあった。

　ワウルフを深く慕したっていた者程、トラファルドに対する反発は大きい。彼かれ等らは潜せん在ざい的てきな不満分子である。何かあればそれが暴発しかねない。

　だからそのような芽を取り除くために、エルラーン王立第二騎士団が門戸を開き、彼等に新天地に活かつ躍やくの場を求めるという選せん択たく肢しを提供するのである。

　ラウルとしては練度の高い獣じゆう人じん種しゆの兵で騎士団を強化する事が出来、トラファルドとしては、反はん抗こうの芽を摘つむ事が出来る。

　このラウルの提案をトラファルドは受け入れ、イリストリでエルラーン王立第二騎士団へ移る兵の徴募が始まったのである。既に希望者がそれなりに集まっているらしい。

　ラウルやマリーベルは兵の大半を連れてすぐにエルラーンに戻るが、シバや百人長格である騎士を何人か残し、暫く徴募を続けてもらう予定だ。

　そして徴募を終えたらエルラーンに向かって貰う。次の戦場が決まるまではここに残るというジャターユ傭兵騎士団のヴィルフォードやティナも、徴募を手伝ってくれるとの事だった。

「済みません皇子、急いで出発しなきゃいけないのに――」

「いや、まだちょっとは大丈夫だよ。戻った頃ころには準備も終わってるだろうし。でもどうしてここに？」

「はい。戦場では敵同士でしたけど――何だか他人のような気がしなくて」

　マリーベルはそう微笑すると、墓標に持参した花を手た向むけ、星神教式の印を切って黙もく祷とうを始めた。

　直接言葉を交かわした事は無いが――戦場での行動を見ていて、彼女の事は何となく理解できていた。愛する人を支えるために戦場に立ち、その愛する人を案じる余りに、女性としての気持ちを優先してしまう――そんな少々の弱さを持った人だったように思う。

　ただ、その愛するトラファルドが本当に危ない時、彼女は躊躇ためらわなかった。

　文字通り自分の身を犠ぎ牲せいにして、彼を護った。

　その姿が、マリーベルには鮮せん烈れつだった。深く強く、あの光景が心に刻まれていた。

（マニニさん。こんな言い方がいいのか分かりませんけど……でも、あなたは立派です。わたしのあるべき姿を、あなたに見せられた気がします）

　本当はもっと、トラファルドと一緒に生きたかったはずだ。愛し合いたかったはずだ。

　マニニはトラファルドと恋こい仲なかだったのだから、ラウルと結ばれる事のないマリーベルよりも、もっともっと心残りは大きかっただろう。さぞかし無念だったに違いない。

（わたしにも支えるべき人がいますから、代わってあげられたら――とは思いません。だけど、失うものが多いあなたが、あれだけのことをするんですから――わたしなんかが躊躇うわけには行きませんよね。いざという時は……あなたを見習わせて貰いますね）

　マリーベルと並んで黙祷を捧ささげるラウルにも、思う所があった。

（もし俺がトラファルド殿どのの立場だったら……マニニ殿と同じ事をマリーがしてたかも知れない。そんな事、絶対にさせちゃいけない。真っ平御ご免めんだね）

　そんな事がもし起こったのなら、ラウルはマリーベルの主君として、よくやったと彼女を褒ほめなければならなくなるだろう。臣下に対する姿勢としてはそれが正しい。

　だがマリーベルと物心つく前から共に過ごしてきた一人の人間としては、とてもそんな気にはなれないだろう。大事なマリーベルにそんな事はして欲しくない。

　もし本当に、万が一そのような事態が避さけられないのなら――彼女を護って自分が倒れたい。主君として間違っているのは承知の上で、それでもラウルはそう思う。

　一番は、そんな事態を起こさぬように立ち回る事。

　帝てい都とを出てからというもの、色々と忙いそがしくて自己研けん鑚さんのための努力が少々疎おろそかになっていた。それを改めようと思う。時間が無いは言い訳にならない。時間は作るものだ。

　昨日より今日、今日より明日。そうやって高めて行った自分が、あの悲しい光景が自分達の身に降ふりかかってくる可能性を下げてくれるだろう。

　そう思ってやって行くしかない。いい教訓を得た。

「どうして、あんな事が起こったんでしょう……」

　黙祷を終えたマリーベルが、伏し目がちにぽつりと言った。

「まるで分からない。正直俺もまだ混乱してるよ。ただ――あれは星神教で言う咎魔そのものだったよね」

「はい――宗教画とかで見る姿に凄すごく似てました」

「うん。あれだけ似てる以上、偶ぐう然ぜんでは有り得ないだろうね。過去にもワウルフ殿のように星神器の使い手が咎魔に変異した事例はあるんだと思う。それが神の敵対者っていう位置づけになって、教義に取り込まれて言い伝わって来た――ただ、それが星神器の使い手の誰にでも起こるってわけでもなさそうだね。何がきっかけかは分からないけど、もしそんなに頻ひん繁ぱんに起こるなら、もっと具体的に危険が伝わってると思うし」

「そうですね――そうかも知れません」

「どの星神器がそれを起こすかっていうのも良く分からないね。全部かも知れないし、一部かも知れない。ニルバスの悲劇の時、ゼファトが言い残した言葉が真実だったのなら、セラフィゲイトもそうだって事になる……」

　リハルトの父剣王ゼファトは、黄金を継つぐ者ロファールが亡なくなったニルバスの悲劇の際、セラフィゲイトとミレーニアを護って、そして咎魔が現われたと言い残して死んだ。

「じゃあ、ロファール様が咎魔に――？」

「……かも知れない。それにエレノーテにも、その危険がありそうだ」

「えっ!?　エレノーテもですか？」

「うん。精せい霊れい信しん仰こうにも咎魔に似た存在の言い伝えがあるらしい。って事は過去にそれが現われた事がある証しよう拠こだよ。ルシエが大だい丈じよう夫ぶだといいけど――」

　今振ふり返かえると、数々の疑問が湧わいてくる。

　最も敬愛する兄、黄金を継ぐ者ロファールが亡くなった『ニルバスの悲劇』において、セラフィゲイトとミレーニアを護った剣王ゼファトは、咎魔が現われたと言い残して死んだ。眉唾ものだと思っていたが、それが本当の事だったのでは――？

　あの時目まの当あたりにした現象では、メイクラウドを使っていたワウルフが異形へと姿を変えていた。それと同じとするならば、セラフィゲイトの力を使おうとしたロファールが咎魔へと姿を変えたのか？　ならばその後、一体どこへ――？

　エレノーテを使うルシエは大丈夫なのか？　メイクラウドも、セラフィゲイトもそのような現象を引き起こすというなら、エレノーテも例外ではないかも知れない。

　どういうきっかけでこの現象が起きたのかは分からない。分からないが――

　分からない以上、その可能性に繋つながるような事は避けさせるべきだ。

　今までがたまたま無事だっただけなのかもしれないのだから。

　ルシエには、フェンリルを使ったゲルトリッシュ砦とりで周辺の開かい墾こんをお願いして来てしまった。その事をラウルは激しく後こう悔かいしていた。

　取り返しのつかない事にならなければいいが――

　戦いが終わってすぐ、エレノーテを使うのを一時見合わせるように緊きん急きゆうの使いは出しておいたが――

　ラウルがこれまで見た中で、エレノーテを使うルシエに異変の兆候のようなものは感じられなかったが、それはワウルフとて同じで、何事もなくメイクラウドを使っていた。

　本人にしかわからない兆候はあったのかも知れないが――

　とにかくルシエの事が心配だ、早く戻らねばならない。

「ねえマリー。バロウズ家のフローリネスについて何か聞いた事はある？」

　マリーベルの出身であるバロウズ家は、十三位階で位階二位の星神器である氷弓フローリネスの所持を許されている家いえ柄がらだ。

「いいえ、何も――お父様もお姉様もお兄様も何も言っていませんでしたし……」

「使った時ってどんな感じがするの？」

　マリーベルは機会が少ないにせよ、フローリネスを触さわった事がある。

　ラウルのように扱えないという事は無かったはずだ。

「随分前の事ですから、よくは覚えてませんけど――何だかすごく、あったかいというか包まれてるような感じがしました。一体感って言うんですかねえ？　イザベルお姉様も同じような事を言っていたような……」

　こればかりは、ラウルには頭の中で想像するしかできない事だった。

　皇位継けい承しよう権けんを授かる星約の儀ぎでラウルが触れたセラフィゲイトは、ただの豪ごう奢しやな大おお剣けんでしかなく、そのような神秘的な感覚は一切感じなかった。

「何事もないと、そういう感じなのかな……戻ったらルシエにも聞いてみないと。とにかく何か分かるまで、エレノーテは使わないようにするしかないね」

　これに関しては、その程度しかできる事が無い。

　情報が無さ過ぎた。とにかく使わないようにするしかない。

「そうですね。ルシエ様に何かあってからじゃ遅おそいですし……」

「ん。珍しい顔がいるな？」

　後ろから、溌はつ剌らつとした青年の声が掛かる。

　振り向くとそこには、花を手にしたトラファルドが立っていた。

　その後ろには、相も変わらず手て押おし車ぐるまに乗ったコーデリアの姿もある。

「トラファルド殿――」

「マニニを見舞ってくれるのか、すまないな」

「ええ、そろそろエルラーンに戻もどりますんで。最後に寄らせて貰おうかと」

「そうか――君には世話になった。君がいなければ、あの場にいたオレ達たちは全員あの化け物にやられていたかも知れない――」

　言いながら、トラファルドは墓標の前に跪ひざまずき花を手向ける。

　そして立ち上がると、ラウルに向けて右手を差し出すのだった。

「礼を言っておくよ。ありがとう」

「……」

　トラファルドの振る舞まいに少々の後ろめたさを感じながら、ラウルはその手を握にぎった。

　こうやって率そつ直ちよくに礼を言うトラファルドを、帝てい国こくの元げん帥すい派や宰さい相しよう派の勢力を削けずるために利用しようと自分は考えているのだから。

　そうしないと自分の道が開けないのも事実だが――良心は少々複雑だ。

「こうやって仲良く握あく手しゆした側そばから、次はまた敵同士かも知れませんけどね」

「未来の事は誰にも分からんさ。もしそうなったのなら――お互たがい堂々と決着をつけるのみ。それでいいとオレは思うが。戦い合う事と憎にくしみ合う事は違うだろう？」

「なるほどなるほど。さっぱりしてますねえ」

　ラウルはいつものようにヘラッと笑え顔がおを浮うかべた。

「ところで一つ聞いておきたいんだが――」

「何です？」

「君のそのカタナだが、どうしてヤツを斬る事が出来たんだ？」

「それが、俺おれにもさっぱりなんですよね。うちのお師し匠しようから譲ゆずり受うけたんですけど」

「師匠――剣聖ジエーロか？」

「ええ。ジエーロじいさんが黄金戦せん役えきの時に使ってたカタナです。それしか俺にも分からないんですが――」

「そうか……もし同じものが作れるものなら、作らせておこうと思ったんだがな――もしオレ自身がメイクラウドを使っていてああなった時に、殺して貰えるように……な」

「封ふう印いんして使わないようにする――というわけには行きませんよね」

「ああそれは出来ん。このラウダ大平原には、メイクラウドの降らせる雨が必要だから」

　メイクラウドの場合は、トラファルドの言う通りだ。

　そこに住まう人々の生活に必須なのだ。危険を承知しながらも、使わないわけには行かないだろう。その点、使用を避けられるであろうセラフィゲイトやエレノーテはまだいいと言える。

「とにかく、オレの他にもこいつを扱える者を早く見み出いだそうと思っているよ」

「そうですね――俺も戻ったら機会を見て、ジエーロじいさんにこの星ほし斬きりについて聞いてみます。何か有益な情報があったら、お知らせしますよ」

「それは助かるな。よろしく頼たのむ」

「では、そろそろ失礼します。早いとこエルラーンに戻らないといけないので」

「ああ、いずれまた会おう」

　ラウルはトラファルドと手を離はなし、踵きびすを返した。

　そのラウルに向けて、それまで黙だまっていたコーデリアが声を掛かけた。

「ねえちょっと待って、膝ひざ枕まくらくん」

「あ、俺の事です？」

　確かに以前の停戦交こう渉しようの席で、ラウルはコーデリア達の前でマリーベルに膝枕して貰う姿を披ひ露ろうしていたが――

　そういう呼ばれ方をされるのは想定外で、流石さすがにラウルは苦く笑しようした。

　マリーベルも困ったような、微び妙みような笑顔を浮かべていた。

　コーデリアはそんなこちらにはお構いなしで、訝いぶかしむような視線を投げて来る。

「君――今回の戦いで手を抜ぬいてたんじゃない？　本気出だしてないでしょ？　変な化け物の話は置いておくとして……それ以外は上う手まく行き過ぎだわ」

「……さあ、どうでしょうね？」

　ラウルはヘラッと笑えみを向けると、再び歩き出しその場を去って行く。

　マリーベルはトラファルド達に丁てい寧ねいに一礼すると、その背中を追った。

　ラウル達の背中を見ながら、コーデリアはトラファルドに言う。

「トラくん。忠告しといてあげる、あの膝枕くんを単にいい奴だなんて思ってると、痛い目見るかも知れないわよ。トラくんの危ない所に駆かけつけられたのは、ワウルフが危機に陥おちいるのが分かっていたからよ。分かってて、トラくんがワウルフを討つのを見過ごしたってことは、その方が都合が良かったって事……あいつもウチの黒幕と同じで、トラくんの事を利用しようとしてるわ」

「……別に構わんさ。今のこのユミールの状じよう況きようでは、それも当然さ。だがそういう事を切り離してみれば、ラウル殿はいい少年だとオレは思う。戦士のカンと言うかな、一度直接刃やいばを交えたからこそ、それが分かるというものさ」

「何ソレ、非理論的～汗あせくさ～い嘘うそくさ～い」

「ははは、済まんな。だが忠告には感謝するよ」

　半眼になり文句を言うコーデリアに、トラファルドは笑みを向けた。

　だがすぐそれを引っ込めると、マニニの墓標に向き直る。

　静かに目を閉じ、祈いのりを捧げた。

　暫くトラファルドは、そのまま動かなかった。




　ラウル達が自じ陣じんに戻ると、既に帰還の準備は完かん了りようしていた。
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　早さつ速そく出発の号令をかけるラウルの下に、シバが見送りにやって来た。

「じゃあシバ君、後よろしく頼むよ。エルラーンで待ってるからね」

「はいラウル様、お任せ下さい！　ラウル様もお気をつけて。アゼルキアに星神教会の軍が迫っているんでしょう？」

「うん――まあシバ君がこっちに到とう着ちやくする頃には片を付けておくよ。君が兵を連れて行ったはいいけど、俺おれ達たちが教会の軍にやられて居場所が無い――なんて事にはならないようにするから、安心してて」

「いえ、そんな心配はしていませんよ。ラウル様がそんな下手を打つはずがありません」

　と、シバは信しん頼らいと尊敬の籠こもった眼まな差ざしを向けて来る。

　純じゆん粋すいで真まっ直すぐな、この視線。

　思えば、ラウル自身が敬愛してやまないロファールから見えていた自分も、こんな感じだったのかも知れない。

　これは裏切れない。この憧あこがれに応こたえられる自分でいなければならない。

　そう襟えりを正させてくれる、シバの表情だった。

　と、ラウルの隣となりにいたマリーベルがにこにこしながら進み出た。

「シバさんシバさん。暫くお別れですから、耳と尻尾しつぽをもふもふさせて下さい」

「え？　あ、はい、どうぞ――」

「わあ、やったあ！」

　嬉うれしそうにシバを撫なで回まわすマリーベルだった。

　このお戯たわむれが終わったら出発しよう、とラウルは思う。

　アゼルキアではルシエやバルカが星神教会の軍と戦っているはずだ。

　一つの戦いを終えて、またすぐ次の戦いへ――

　今回の戦いでは腑ふに落ちない事も、理解しがたい事も、居た堪たまれない事も、色々起きたが――結果としてバルゼイアはトラファルドの手に収まった。ラトゥータとの共同戦線による、帝国との二面戦争の流れに進んで行くだろう。

　エルラーン王立第二騎士団としても戦いで大きな被ひ害がいは出さなかったし、今行わせている兵の徴募により、恐おそらく五千から一万ほどの兵数が新たに集まるだろう。

　バルゼイアの体制が狙ねらい通りの四し虎こ競きよう食しよくに嵌はまる流れになり、更さらには自軍の騎士団は倍近い増員に成功。

　外から見える結果のみに着目するなら――今回のバルゼイア遠えん征せいは大成功だろう。







第三章　小さな約束







　ウェーメリア帝てい国こく帝てい都とエールフォリア。

　皇こう宮ぐう内にある帝国史料室は、小さな客を迎むかえていた。

「ふえー、すっげえ本の数。こんなの気が滅め入いって来るよ。サイオンはいつもこんな所で働いてんのかあ……」

　セシルト州長官リーゼル・エスカの息子むすこリュカである。

　栗くり色いろの短たん髪ぱつがさっぱりと小こ奇ぎ麗れいで、非常に負けん気の強そうな眼差しの少年だ。

　現在父親のリーゼルが皇宮参さん内だいのためこの帝都にやって来ており、後学のためと息子のリュカも伴ともなわれてきたのである。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいで物もの怖おじしない性格のリュカは、リーゼルが政務の合間はこうして皇宮の様々な場所を見学していた。

　サイオンはリーゼルの預かるセシルト州の出身であり、当地の学問所アカデミアで学び皇宮に上がった。リーゼルとはその頃から面識があり、その誼よしみでこうして遊びに来たリュカの相手をしているのである。

　リュカが望めば、ここ以外の場所も案内するつもりだった。

「僕ぼくには凄く居い心地ごこちがいい場所ですけれど……お気きに召めしませんか？」

　サイオンは史料室の蔵書から目当てのものを取り出そうと、脚きや立たつに登りながら応じる。

　サイオンの身長より高い程ほどの重じゆう厚こうな本ほん棚だなが、いくつも並んでいるのがこの部屋である。

「うーんおれは、体を動かす方がいいなあ」

「だけど本を読まないと、リーゼル様に怒おこられませんか？」

「怒られる怒られる！　でも本読んでると眠ねむくなるんだよなー」

「ははは……」

　まるでミレーニアみたいだ、とサイオンは思う。

　ミレーニアも勉強を拒きよ否ひして剣の稽けい古こに出かけるような性格である。

　リュカとは初対面で大おお喧げん嘩かしていたが、似た者同士だろう。

「なあなあサイオン！　この間さ、サイオンと一いつ緒しよにいたじいちゃんってあの剣けん聖せいジエーロさんなんだろ？」

「ええ、そうですよ」

「ジエーロさんの所に連れて行ってくれよ！　剣の稽古お願いできないかなあ！」

　この史料室の主もジエーロに匹ひつ敵てきする名声の持ち主なのだが、リュカはあまりそちらには興味が無いらしい。

　当のリュミエラはと言うと、今日も出仕せずここを空けているが――

「そうですねえ……どうなんでしょう？　一応行ってお願いしてみましょうか？」

「うんうん！　行こうぜ！」

　サイオンはリュカを伴って、いつもジエーロがいる皇宮の中庭に向かった。

　するとそこには先客がいて――

「でぇい！　うっ……!?　おっと……！　わたっ!?」

　ジエーロの立ち会いの下、素振りをするミレーニアが、ちょうど剣に振り回されてこけている所だった。

　例の重い剣だ。ミレーニアはまともに振れず、べたんと転んでしまった。

「くそう――相変わらず痛いのじゃ……」

　呻うめくミレーニアを見て、サイオンは事情が分かるため何も思わないが、知らないリュカはお腹なかを抱かかえていた。

「あはははは――！　なんだよあのへっぴり腰ごしは……かっこわりい……！　あはははは、あー腹痛い――！」

　それが聞こえたらしいミレーニアは怒いかり心頭である。

　がばっ！　と跳はね起おきると罵ば声せいを飛ばして来る。

「おい貴様何を笑っておるのじゃ！　ちょっとこっちに来い！」

「あーはいはい」

　笑いを堪こらえながらリュカはミレーニアに近づく。

　ミレーニアは握っていた重い剣をリュカに突つき出す。

「振って見ろ！」

「おう――って重っ!?　何だよこれ！」

「ほら早く振って見せろ！　この馬ば鹿か餓が鬼きが！」

「よ、よぉーし……」

　リュカは力みで顔を赤くしながら剣を持ち上げ、何とか振り始める。

　剣けん先さきは定まらないが、ミレーニアよりは形になっていた。

　剣に振り回されるというのではなく、何とか振っているという感じだ。

「ど、どーだこんなもん楽勝だぜ……！　へっぴり腰の誰かさんとは鍛きたえ方かたが違ちがうぜ！」

　ミレーニアは悔くやしそうに歯は噛がみしていた。

「ふ……ふん！　多少力があったからと言って、実じつ戦せんで役立たねば意味なぞないわ！　ジエーロ！　試合用の木ぼつ剣けんを出してくれ！」

　とミレーニアは要求し、リュカとともに練習用の木剣が渡わたされる。

「こうなったら私が直々に叩きのめしてやるわ！　かかって来るがいい！　このへっぽこめ！」

「何をー!?　女だからって手加減しないからな！」

　いがみ合う二人を見て、ジエーロは目を細めていた。

「おうおう、元気が良くて結構結構」

　そして始まるミレーニアとリュカの立ち合いは、殆ほとんど互ご角かくだった。

　力はリュカの方が少しだけ強いが、すばしっこさはミレーニアの方が勝っており、結果としては一進一退である。

　同じ頻ひん度どで一本を取って行くので、どちらも負けを認めず決着がつかない。

「随ずい分ぶん長い事やってますねえ」

　サイオンが欠伸あくびを噛かみ殺ころすと、ジエーロも欠伸していた。

「まあまだまだ子供じゃあ。好きなようにはしゃがしときゃええわい。んじゃ後は頼む、儂わしは昼ひる寝ねでもして来るからのう。ジジイはすぐ眠くなるんじゃあ」

「はあ……行ってらっしゃい」

　指南役が見ていなくていいのだろうか。

「あっ！　くぅ――やられた……！」

　ミレーニアの剣に打たれてリュカの剣がすっぽ抜けていた。

「ははは、どうじゃ参ったか！」

「何をまだまだ！　もう一本！」

「ふん、かかって来るがいい！」

　二人はまだまだ元気そうだった。

　すると遠くからミレーニアとリュカを見守るサイオンに、一人の男が近づいて来た。

「サイオン。これは一体――!?」

　リュカの父、リーゼルだった。皇宮での所用の合間に通りかかったらしい。

「あ、リーゼル様」

「リュカが何か陛下に粗そ相そうをしたのか？　何と言う事を――！」

「ああいえ、どちらかと言うと陛下から喧けん嘩かを売ったような感じで……ジエーロ様も好きにやらせておけと」

「ふうむ……」

「お二人とも、口くち喧げん嘩かはしてますが楽しそうですし――」

　サイオンの言う通り、ミレーニアもリュカも口では罵ののしり合っているが、いつの間にかその目は輝かがやき、純粋に楽しんでいる様子だった。

「……そうか、確かにそうだな。普ふ段だんは務めに手を取られて、あの子には余り構ってやれんからな、あんなに楽しそうなのは久しぶりに見る」

　リーゼルもミレーニアとリュカの様子に目を細めていた。

　サイオンはこの機会に、気がかりだった事を尋たずねてみる事にした。

「リーゼル様、その――帝都では良からぬ噂も立っているようですが、その……大丈夫ですか？」

「うん？　サイオン、君も私が帝国から離り反はんしてラトゥータに付くと思っているのか？」

　黄金皇こう帝ていラヴェールと黄金を継ぐ者ロファールを失い、帝国の足元は揺ゆらぎつつある。

　星神教会や軍の意向を最大限に反映した新施策のために、帝国の地方部――外がい縁えん六州では民たみが悲鳴を上げている。

　リーゼルの預かるセシルト州は、元はラトゥータ教国の属国であったセシルト大公国だった。黄金戦役にて剣聖ジエーロの手により星神器ネクロルーラーを破は壊かいされ、帝国の軍門に降くだったが――この情勢を見て、ラトゥータ教国からの切きり崩くずしにより再びセシルトはラトゥータに寝ね返がえるのではないかと、巷ちまたではまことしやかに囁ささやかれている。

　リーゼル自身、旧セシルト大公の縁えん戚せきにあたる家柄でもある。

　良からぬ噂が立っている事は、本人も耳にしているだろう。

「いいえ、僕はそうは思いません。リーゼル様は、ラヴェール陛下の統治を素す晴ばらしいと仰おつしやっていましたから――ですがそれも今は失われつつあります」

「そうだな……それは嘆なげかわしい事ではある。だが私も帝国の禄ろくを食はんだ身、まだ帝国への希望を捨ててはおらんよ。今は病にかかっているようなものだと思う。ミレーニア陛下が成長なさった折には、それも治ろう」

「はい――！　その通りです。そのためにラウル様も帝国を離れ、頑がん張ばっておられます」

「ほう？　屑くず星ぼしと呼ばれたラウル殿でん下かがか？　そうか――現状を憂うれいているのは私だけではないのだな」

「はい。ラウル様はミレーニア様の下に、再び黄金の志を輝かせるおつもりです。リーゼル様も時が来たら是ぜ非ひラウル様やミレーニア様のお手伝いを――」

「ああ――心に留とどめておこう。サイオン、君はミレーニア陛下の教育係に取り立てられたのだったな？　陛下が黄金の志を継ぐ覚かく悟ごを失わぬよう、しっかりお支えするのだぞ」

「勿もち論ろんです。頑張ります――！」

「私もリュカをしっかり育てよう。いずれミレーニア様のお手伝いが出来るようにな」

　リーゼルは温和な笑みでそう言うと、所用が残っているからと、リュカの事を頼むとサイオンに言い残してその場を後にした。




　それからもう暫しばらくが経たち――

　とうとう力ちか尽らつきたミレーニアとリュカは、中庭に倒たおれ込んで大の字になっていた。

「はぁ……はぁ――悔しいがお主、なかなかやるのじゃ――」

「お前もな……女のくせにおれと互角なんて――」

「無礼者が、お前ではない。陛下と呼べ」

「嫌いやだよ、皇帝陛下なんて言ったら、お前の事悪い奴やつだと思わなきゃいけなくなる」

「はあ？　どういう事じゃ――」

「だっておれのいるセシルト州じゃさ、皆みんな困ってるんだよ。税が上がって払はらえないとか、学問所が無くなっちゃって勉強できないとか、星神教会から来た偉えらそうな奴が、無理やり星神教を信じろって言って、みんなを殴なぐったりとかさ。おれ結構、城を出て街をうろついたりするからさ、そういうの一いつ杯ぱい見るんだ」

「……」

「でさ、何でそうなるのか聞いたら、皇帝陛下の命令だって皆言うんだよ。そんな命令するのは悪い奴だろ？　お前がその人だなんて思いたくない――お前、店のおっさん助けようとしてたし、悪い奴じゃないと思うんだ。それにまあ、ちょっとだけ可愛かわいいし……すっげえ口悪いけど――」

「ふ、ふん！　やはり私目当てで助けに入ったのじゃな！　軟なん派ぱ者め……！」

「そ、そんなのどうだっていいだろ！　それよりさあ、お前が皇帝陛下なんだったら何とかしてくれよ！　皆困ってるんだ！　学問所とか再開してくれよ！」

「……それは、できん――」

「何でだよ!?　お前一番偉いんだろ!?」

「一番偉かろうが、出来んものは出来んのじゃ！　子供には分からんのじゃ！」

　ミレーニアは悔しくて涙なみ目だめになり、ごしごしと目元を拭ぬぐいながら答えた。

「……私はお飾かざりの皇帝なのじゃ。お前の言う通りにしたいと私も思っているのじゃ。だが私が言った所で、誰だれもそれを聞いてはくれん……すまんのじゃ、私に力が無いばかりに皆には苦労を掛けておる……」

　くすんくすんとミレーニアがべそをかくので、リュカも困ってしまった。

「ご、ごめん……泣くなよ」

「泣くか馬ば鹿か者もの！　これは目から汗が出ているのじゃ！」

「何だよそれ――泣いてるじゃん」

「違う違う違ーう！　とにかく――じゃ。済まんが今の私ではお前の言う通りにはしてやれん……いずれ大人になって戦う力を得たら、必ずそうしてやるのじゃ。私の言う事を聞かん奴らと戦ってでもな――そのために今、努力しておる」

「ふうん――何か悪い奴が別にいるんだな？　じゃあおれも一緒に戦ってやる！　お前の事は俺が守ってやるよ！　な!?」

　リュカは身を起こし、自分を指差しながら屈くつ託たくなく笑っている。

　子供の戯たわ言ごとに過ぎない。未来なんて分からない――

　物もの凄すごく偉い大だいで、絶対に何かに負ける事など無いと思っていた父ロファールでさえ、ニルバスの悲劇で亡くなってしまったのだ。

　だからこんな言葉、信じるに値あたいしない――

　その位の分別が付く位には、ミレーニアは人の様々な思おも惑わくや考えに揉もまれて来た。

　ラウルだけは別で、心から信頼しているが――

　何な故ぜだろう、その特別に、もう一つ追加をしたくなってしまった。

　信じたい――と、そう思えてしまったのだ。

　胸が温かくなって、ラウルに感じる安心感とは別の、少し気き恥はずかしいような、くすぐったいような、そんな感覚がミレーニアを包つつんでいた。

「ふん――では期待せずに待っておいてやるのじゃ」

「任せとけって！　大人になるまでに滅め茶ちや苦く茶ちや強くなってみせるからさ！」

「力馬鹿は要いらんのじゃ。にいさまのように頭も良くないと要らん」

「えぇ!?　うーんじゃあ、本も頑張って読むかあ……」

　リュカは困ったように後ろ頭を掻かく。

「それから――陛下と呼びたくないのは分かったが、お前と呼ぶのも止めろ。私はミレーニアなのじゃ。名前で呼べ」

「おう分かった、ミレーニア」

「うむ……ああ死ぬ程動いたから腹が減ったのう、部屋に帰って何か食うか――お前も来るか？　リュカよ」

「うん行く行く！　おれも腹減ったぜ！」

　ミレーニアはリュカを誘さそい、自室に戻る事にした。

　後をついて来るサイオンは、何故だかしきりにニヤニヤしているのだった。
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第四章　アゼルキア防衛戦







　聖王暦れき五二九年初頭。ウェーメリア帝国は外縁六州がひとつ、アゼルキア州。

　ユミール大陸の年明けは、まだ寒い冬の真っ只ただ中なかにやって来る。

　そんな中でも、新たな年への期待と希望に人々はその訪おとずれを祝うものなのだが、新年を迎えたばかりのここ、州都ニルバスの城は少々事情が違った。

　緩ゆるんだ雰ふん囲い気きが一いつ切さい無く、張はり詰つめた緊きん張ちよう感に支配されている。

　その理由は言わずもがな、中央四州のひとつ、エレイラ州の星神教会総本山より進発した五万の騎士団がアゼルキア州に迫せまってきているからである。

　今アゼルキア州に残る州兵は一万五千ほど。三万が規定人員のところ、前州長官ボウテングのエルラーン侵しん攻こうの際に五千ほど減らし、その後内治の収支を合わせるために、一万がラウル旗下のエルラーン王立第二騎士団へと移った。

　留守を預かる現州長官バルカは、約三倍の敵軍を相手にした防衛戦を強しいられることになってしまった。

　今現在も城内の会議室では、バルカを始めとしたアゼルキア州軍の諸将や、エルラーン側から出向いてきたルシエが首を揃そろえ、協議を行おうとしていた。

「奥おく方がた様。この度たびはご足労頂き申し訳ありませぬ。助すけ太だ刀ち感謝いたします」

　冒ぼう頭とう、バルカは深々とルシエに頭を下げた。

　竜りゆう頭ずを持つ竜人種の迫はく力りよく十分な異相と、かつては帝国五神将に数えられた華はな々ばなしい経歴にも拘かかわらず、非常に礼れい儀ぎ正ただしく律りち儀ぎな人物である。

「水みず臭くさいことを言うな。バルカ殿どのが主君の妻として私に礼を尽つくしてくれるように、私も夫の臣下が留守を護まもることに協力する。当然のことだろう？」

　ルシエはそう言って笑顔を見せる。

　精せい霊れい姫きと呼ばれ、超ちよう一いち流りゆうの美術品のような隙すきの無い美び貌ぼうを持つルシエのその言葉と表情に、議場に出席している者達の間にはふっと和やわらいだ雰囲気が生まれていた。

　ラウルがバルゼイア連合への遠征に向かった後、ルシエはエレノーテでフェンリルを召しよう喚かんしてゲルトリッシュ砦周辺の土地開墾を行っていたが、途と中ちゆうで一度中断、ゲルトリッシュを訪れたバルカとともにアゼルキア州内を巡めぐって地脈の調査を行い、それが終わると再びゲルトリッシュに戻り作業を再開していたが――

　今回の星神教会からの派兵に際し、知らせを聞くとゲルトリッシュを出てニルバスに救援に訪れていた。

　自分の部下であるエルラーン王立第一騎士団は、エルラーン国内の守りに必要であるため連れては来れなかったが――今回は、星神器を振るう将としてバルカを助けるつもりだった。勿論母王ユーリエの許可も得てのことだ。

　アゼルキア州内の地脈の調査の結果、フェンリルのような強力な精せい霊れいの宿る地脈は無いが、ラウルにも見せたことのあるガルダやベヒモスなどの比ひ較かく的てき下位の精霊なら呼び出すことができそうだった。フェンリルに比べれば弱いとはいえ強力な力だ。

　エレノーテを使うルシエは、十分に力になることができるはずだった。

「はっ。ありがとうございます」

「それで、情勢はどうなっている？　星神教会の軍はどこまでやって来ているんだ？」

　バルカはその巨きよ体たいを屈かがめ、卓たく上じように置かれたアゼルキア州近きん隣りん地図の二点を交こう互ごに指差して見せた。

「それでは説明いたします、奥方様。既すでにエレイラ州から直接アゼルキアに至るレーキ街かい道どうとノルデール州と繋がるノーゼ街道については、それぞれ州境の峠とうげを封ふう鎖さしてございます。これにより敵方はリリマ州を経由してリゼ街道を通ってアゼルキアへ進入してくるでしょう」

　ここアゼルキア州は、帝てい国こく領りようで言うと星神教会の本ほん拠きよがあるエレイラ州を始め、ノルデール州、リリマ州、トラード州と地続きとなっている。

　エレイラ州との境はレーキ街道――

　ノルデール州との境はノーゼ街道――

　リリマ州との境はリゼ街道――

　でそれぞれ繋がっている。

　トラード州との境は山地になっておりそちらからやって来るには山やま越ごえが必要になるため、通ってはこないだろう。

　進路はまず三つと言って間違いない。

　星神教会の騎士団がアゼルキア州に侵攻して来る場合、まず直接アゼルキアへ乗り込めるレーキ街道を通ろうとするだろう。

　それが封鎖されていて通れないとなると、星神教会の勢力が強い中央四州のひとつであるノルデール州から迂う回かいしてくるだろう。

　それを見み越こして、バルカはレーキ街道とノーゼ街道を敵の侵攻に先さき駆がけて封鎖した。

　ラウルから指示を受けた内治の作業を終えて、中央四州を探さぐりに行ったシルヴァンからの情報が早かったおかげである。

　シルヴァンが中央へ偵てい察さつに行ったのもラウルの指示によるものであったゆえ、ラウルに先見の明があったということだろう。

　街道の封鎖により、敵軍には街道を迂回する時間を強いることができる。

「なるほど、これによって時間を稼かせぐのだな」

「左様です」

　と、バルカは頷うなずく。

　時間を稼げば、ラウルの帰き還かんが間に合うかも知れない。そうすれば兵数の不利を多少は補うことができる。ここはできるだけ時間を稼ぐべきだった。

「敵方がリゼ街道からやってくることを想定し、リゼ街道付近の街や村の住民にはニルバスやエングリッツに避ひ難なんするよう呼びかけてございます。領内に進入してきた教会軍が住民に手を出す恐れは強かろうと思われますので」

「ああ。アゼルキアにいた異い端たん審しん問もん官かんの振ふる舞いを見れば、十分あり得る話だ。住民達たちにはゲルトリッシュ砦とりでに逃にげ込んでもいいと伝えるようにしてくれ。私から母上には伝えておくから」

「はは。感謝いたします。ではそのように」

「それで、領内に入ってきた敵の迎げい撃げきはどうする？　ニルバスに籠るのか？　何ならゲルトリッシュ砦を使っても構わないが」

「確かにゲルトリッシュに敵方をおびき寄せることができれば、あの魔ま狼ろうにて一いち網もう打だ尽じんにできようとは思いますが――」

　少々、奥おく歯ばに物が挟はさまったような言い様である。

「敵もフェンリルの事は分かっているから、そう簡単には乗ってこない――か？」

「ですな。初めからゲルトリッシュに入ってしまえば、それを放置され逆にアゼルキアの各地を押おさえられてしまうでしょう。そうなれば挽ばん回かいが難しくなります。今回の敵方の目的はエルラーンではなく、まず第一にアゼルキアの支配権を確立する事ですから」

「ではニルバスに籠るか、野戦に出て迎撃か――」

「は。それにつきましては――」

　と、説明を続けようとするバルカを、議場に駆け込んできた兵の声が遮さえぎった。

「バルカ様！　大変です！　ただいま緊きん急きゆうの知らせが！」

「何があった？　言ってくれ」

「は！　教会の騎士団がレーキ街道方面より州内に進入して参りました！　現在メイニーの街が襲しゆう撃げきを受けています！」

「何っ!?　レーキ街道からだと!?　封鎖したはずだぞ――」

　バルカが驚おどろき呻いた。議場の将達にも動どう揺ようが広がって行った。

「封鎖が不十分だったか……？」

「いえ、多少の時間はありましたゆえ、山やま間あいの細い抜け道に至るまで幾いく重えにも渡って岩と木を積んだ防ぼう壁へきを築かせてあります。あれを取り除いて行軍可能とするには、迂回するよりも大おお幅はばに時間が取られるはず――信じられませぬ。敵はどのようにして……」

「しかし現実に街は襲おそわれているのだろう？　起こってしまったものは仕方が無い。こうしている場合ではない。すぐに出て、救きゆう援えんに向かおう！」

「奥方様、少々お待ちを。闇やみ雲くもに出て戦せん端たんを開けば、後あと戻もどりは利きませぬ。少々時間稼ぎをし、考えを練り直す時間を作りましょう。敵方の動きは不可解ですし、こちらはリゼ街道から敵が来る前提で、そちらに兵を分散しておりました。彼かれ等らを呼よび戻もどす時間も必要です」

「どうするつもりなのだ？」

「軍使を送ります。恐らく決けつ裂れつするでしょうが、和議を申し込み、使者のやり取りをする間で時間を稼ぎます」

「……分かった。私もいつでも出られる準備はしておく」

　想定外の進路を取られたため、態勢が整っていない。

　そう言われてしまえば、無理に出ようとはルシエも言えなかった。

　ここはバルカの提案に従う他は無さそうだ。

「レーキ街道から敵がやってきたとなると、このニルバスも目と鼻の先だ。すぐに住民は避難させたほうがよいのではないか」

　ルシエの言葉にバルカは大きく頷く。

「無論です。すぐに城下には呼びかけを行いましょう」

「私も行って呼びかけを手伝おう」

「ありがとうございます。奥方様の言葉なれば民も素す直なおに従いましょう」

　アゼルキア防衛戦は開始時点で、不ふ穏おんなものになりつつあった――





◆◇◆






　アゼルキア州レーキ街道沿いの街、メイニー。

　僅わずかな兵しか配されていなかったこの街を制圧した星神教会の軍勢五万は、そのままそこを野営陣じん地ちとしていた。

　今回の派兵に伴い、正式に発ほつ足そくしていなかった組織が急ぎ足で立ち上がり、星天騎士団と正式に名づけられた。そして騎士団を率いる四名の大将が星騎き士しの称しよう号ごうを贈おくられ、その任についている。

　星騎士はそれぞれ二万五千の兵を預けられており、それが四名。つまり星天騎士団全体で兵数は十万にもなる。ウェーメリアの国教として隆りゆう盛せいを極きわめた星神教会の抱える富の大きさをまざまざと見せ付ける規模である。

　初うい陣じんであるこのアゼルキア討とう伐ばつには、二人の星騎士が出張っている。

　そして、アゼルキア討伐の要よう請せいを教会に持ち込んだアゼルキア教区の司祭アクベースもその監軍として同行していた。

　軍を率いる星騎士の一人、エミリア・ティーバルは、夜よ更ふけの星を見に本ほん陣じん代わりに接収した宿を出て、街の広場から星を見上げていた。

　年としの頃ころは二十と少し、少々癖くせのある長い栗色の巻まき髪がみが、如い何かにも貴とうとい雰囲気を醸かもし出している。顔立ちも同様に、高貴な育ちの良さを感じさせる整ったものだが、同時に少々険のある眼差しは、気の強さや逞たくましさを感じさせる。

　貴族のお嬢じよう様さまのような儚はかない美しさと、戦士のような逞しさを同時に備える女性だった。

　事実、その胆きもの太さは彼かの女じよの態度に現れていた。この広場には先刻まで続いた戦いのせいであちこちに住民の遺体が散乱していたが、まるで感傷を見せない。

　住民への殺さつ戮りくと略りやく奪だつは、アクベースやエミリアの他のもう一人の星騎士が嬉き々きとして命じたものだ。

　星天騎士団は名前こそ美しいが、中身は急きゆう拵ごしらえの質のよろしくない軍だ。

　ウェーメリア帝てい国こく兵になれないはみ出だし者や食くい詰め者、金に物を言わせて入り込んだ元傭よう兵へいなどが多く、調練も不十分なため軍紀も何もあった物ではない。

　そのような兵達だから、上の命令には嬉々として従っていた。

　エミリアとしては不ふ愉ゆ快かいではあるが、起こってしまったものに拘こだわるつもりもない。

　力が無いのが悪い。所しよ詮せん力のない者は、力ある者の気分次し第だいでこうなる。

　嫌ならば自分が強者になる他は無い。それが出来なかった者がこうなっただけの事だ。

　星を見上げるエミリアは、ぽつりと呟つぶやく。

「綺き麗れい――でも、確かに綺麗ですけど、あれが我々人間を御お創つくり下さった神の姿だと言われても――いまいちピンと来ませんわね」

　仮にも星神教会に所属する者として、あるまじき言葉だった。

　それもそのはず、エミリアは生来の星神教徒ではなかった。

　エミリアの生まれ持った信しん仰こうは、精せい霊れい信しん仰こうである。

　もはやそれを失って、だからと言って星神教に宗しゆう旨し替がえしてそれを心から信じられるかと言われればそうでもなく――

　星天騎士団の星騎士である以上表向きは星神教徒にならねばならないのだが、心根ではもう信仰というもの自体、エミリアにとってあまり感かん慨がいの湧わかないものになっていた。

　昔は一いつ生しよう懸けん命めいに、身の周りに宿る全すべての精霊に感謝をし、お祈いのりをしたものだが――

「おっといけません。こんなことをアクベース様に聞かれたら事ですわ。宗教関係者は神経質で細かい方が多いですから、気をつけませんとね」

　それからは黙だまって、夜空の下で佇たたずんでいた。

（アゼルキア――か。エルラーンはすぐ隣ですわ。アゼルキアの反はん抗こうの裏にはエルラーンの影があるなんて話もありますけれど、だとしたら、もしかしてエルラーンからの援えん軍ぐんが来たりして、ユーリエ様やルシエ様にお会いできるかしら？）

　だとしたら――やるべきことは一つ。

（見つけたら……生かしてはおきませんわよ。エルラーンを攻せめろとは言われていませんけれど、敵の援軍を倒して文句を言われる筋合いはありませんものね）

　そのための力は、手にした。

　身に付けたもの、手に入れたものを――宿願を果たすために使わせてもらう。

　何もできない箱はこ入いり娘むすめだった昔とは違う。自分は強くなった。

　自分がこんな立場になれるとは、エルラーンで暮らしていたあの頃からは想像もできない。

　だが現実、力を持ち星天騎士団の星騎士としての立場を得た自分がここにはいた。

　人生は何があるか分からないものだ――

「エミリア様！　エミリア様ーっ！」

　慌あわただしく広場に駆かけ込んできた兵が、エミリアの名を呼んだ。

「ここにいますわよ。何用です？」

「はい！　アゼルキア州長官バルカより使者が参りました！　その対応のためお集まり頂きたくと、アクベース様が……！」

「まあ今いま更さら何でしょうね？　降こう伏ふくなどアクベース様がお認めになるとは思えませんが。とにかく分かりましたわ。すぐに参りましょう」

　エミリアは兵を伴い、宿に戻った。

　アクベースが滞在している最上級の部屋に入ると、既にアクベースと、もう一人先客がいた。三十がらみの目つきが酷薄で鋭するどい、隻せき腕わんの男である。鍛え上あげられた体格に、身体からだのあちこちに付いた刀傷。どう見ても堅気ではないが、これがもう一人の星騎士ヨギ・ネルベドである。

　星騎士の選定基準は家いえ柄がらやましてや人格などではなく、とある一点のみである。

　そういう意味ではこのヨギも星騎士に相応ふさわしい人物であった。

　好きか嫌いかで問われれば嫌いだが――

「おお、エミリア殿。お待ちしておりましたぞ」

　と、アクベースが笑え顔がおでエミリアを迎えた。

　それはいいが、ついでに舐なめるようにこちらの身体を見るのは止やめて欲ほしい。

　この司祭、聖職にありながら好色で、アゼルキア教区ではその立場を利用し多くの妾めかけを囲っていたと聞くが――多分その噂うわさは本当だろう。

　ごく数人を除いては、星神教会にも星天騎士団にも碌ろくな人間がいない。それがエミリアの所感である。自分も同じ穴の貉むじなと言えば、そうなってしまうのだろう。

　内心を表に出さず、エミリアも笑顔を浮うかべて応じた。

　巻き毛に指を絡める仕草は、エミリアの癖だった。

「ごきげんようアクベース様。何でもバルカからの使者が来たとか伺いましたが？」

「その通りです。彼奴きやつ、今更和議の申し入れなどして参りましてな。その条件の交こう渉しようをしたいと伝えて参りました」

「あらあら？　それはまあ」

「こちらが余りに大軍なもので、怖おじ気けづいたとでも言うのでしょうか？」

　アクベースの発言に、ヨギが鼻を鳴らした。

「違うな。あのバケモンはそんな殊しゆ勝しようなタマじゃねェ。ここを護れと命じられれば、たった一人ででも最後まで戦い抜こうとするような大馬鹿だ」

「あら、お詳くわしいですのね？」

「昔ちょっとな。まあこんなモンただの時間稼ぎだろうさ」

「レーキ街道は封鎖されておりましたものね。それを破られたものだから、向こうにとっては想定外。レーキ街道からの進軍への迎撃態勢が整っていないのでしょう」

「なるほど――そういう事ですか」

　とアクベースは納なつ得とくしていた。

　やはり戦に関しては単なる素人しろうとのようだ、とエミリアは思う。

　面めん倒どうだから付いて来てくれない方がよかったが、星神教の法王直々の命令である。

　さすがにそれに異を唱える訳には行かない。

「まあ却下ですわね。時間稼ぎをさせてやる必要などありませんわ」

「それでいいか？　司祭殿」

「無論です。元より彼奴等らにかける慈悲など不要です」

　司祭様ともあろうものが大層物ぶつ騒そうな発言だ。

　清き宗教家というのは、無む辜この民が争いに巻き込まれることに心を痛め、なるべくそれを避さけさせようとするのではないだろうか。

　バルカが和議を申し入れてくるのならば、民を巻き込まぬ解決策として耳を傾けようものなのに――このアクベースにはそのような姿勢は微み塵じんもない。

　人間性には呆れるが、軍を勝たせる役目を負うこちらとしては、話が早くて助かりはする。

「ようし。じゃあ使者の首を斬きるぜ、俺おれがやってくる」

「まあ。野や蛮ばんですわね」

「悪いねェ。趣味でな」

　にやり、とヨギは物騒な笑えみを浮かべ、部屋を出て行った。

　その笑みの不気味さにアクベースは少々冷ひや汗あせをかいていた。

「敵の準備が整っていないとあれば、即そく座ざに進軍すべきでしょうね。州都ニルバスを落とす好機ですわ。明朝から行軍の準備にかかりましょう」

　エミリアは一いつ切さい動どう揺ようせず、そう提案した。
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　ニルバスの城――

　首を落とされた使者の亡なき骸がらが従者の手によって戻ってくると、旧王国時代の王座の間は静寂に包まれていた。

「……済まぬ事をした。丁重に弔ってやってくれ――」

　バルカが沈痛な面持ちで、そう告げる。

　広間から運び出されていく使者の首を見ながら、ルシエもバルカと同じ心境だった。

「野蛮な事をする……断るならばそう告げればいいだけだろう」

　やってきた使者の首を斬るなど、最大級の挑戦行こう為いである。

　もはや話す余地などない。倒すか、倒されるかだ。

「バルカ殿。私に兵を貸してくれ。私が出る」

「は。しかし――」

「まだ兵の集合も住民の避難も終わってはいない。今敵がニルバスに押し寄よせてきたら大きな被ひ害がいが出る。少しでも敵の足止めをしなければならないだろう？　話し合いで時間を稼ぐ余地もないようだし。大だい丈じよう夫ぶだ、無理はしない」

　確かに囮おとりとして敵の足止めを行うのに、ルシエは最適だ。

　星神器エレノーテの力を振るえば一いつ騎き当千の将にもなれるのだから。

　しかしバルカとしては、主君の妻であるルシエを前線に送り出すのは本意ではない。足止めの囮なら自分が買って出たいところではあるのだが――

　戦場がここアゼルキア州である以上、全体の指揮を執とるのは普段から見ている自分の方が適任である。

「……お願いいたします。それほどの兵も割けませぬが――」

　今ニルバスにいる兵は、残るアゼルキア州兵の半数ほど、約八千である。

「構わない。撹かく乱らんは機動力が命だ。騎兵のみで千か二千騎あればいい」

「は。しかし、奥方様を前線に送り自分は後援とは歯痒いものですな。私めも御身の護りに付いて行きたい所ではございますが……」

「バルカ殿は残って指揮を執る必要があるからな。気持ちだけ有難く受け取っておく」

　ルシエはバルカに笑みを向ける。

「住民達から、自分たちも残って戦いたいという声が多く挙がっているのは知っているだろう？」

　星神教会の軍がレーキ街道から進入してきた事が伝わると、ニルバスの住民には、南東のエングリッツやエルラーンのゲルトリッシュ砦まで一時的に避難するように呼びかけが為なされていた。

　ルシエも街に出て呼びかけを手伝ったのだが、印象的だったのが自分達も防衛戦を手伝いたいと申し出てくる住民がかなりいた事だった。

「ええ、勿論でございます。やはり彼かれ等には今のアゼルキアが良いのでしょう」

「ああ。ラウルのやり方が彼らを救っている証あかしだ」

　今のところその志には感謝をし、丁重に断って避難を勧めているが、住民達がそんな気持ちになっているのは、今のアゼルキアの状態が良好だったからだ。

　税を引き下げ、学問所を再開し、星神教の異端審問官を叩たたき出す。

　そんなラウルの考えが、受け入れられているからに他ならない。民もその現状を守りたいからこそ、危険を顧かえりみずに戦いへの参加を申し出てくるのだ。

　そんな光景はルシエには誇らしかった。

　ラウルのやっていることは間ま違ちがっていないと、妻として胸を張れた。

　やはり国というものは、そこに住まう民が安心して、幸せに暮らせることが一番だ。

　このアゼルキア州はラウルの志を具現化する家のようなもの。

　それが脅おびやかされている今――ラウルがいないのであれば、それに成り代わり自分が民を守らねばならない。

「夫が留守の家を守るのは妻の務めだ。そのためなら私も体を張るさ。当然の事に余計な気き遣づかいは無用だ」

　そのルシエの言葉に、バルカは感じ入ったように頷く。

「なるほど……いや、ラウル様もよい奥方を得られましたな」

「そうラウルが思ってくれていればいいんだがな」

「……はあ、何かご不満でも？」

　そう問われると、ルシエの目は少々据すわり、口調も少し拗すねた感じになる。

「それはもう沢たく山さんあるぞ。私に対して何だか意地悪だし、扱あつかいは雑だし、結けつ婚こんしたばかりだというのにいきなり一人で土木作業をさせるんだからな。夫婦らしいことは何一つしていない」

「な、なるほど……そういう所はロファール殿下に似ておられますなあ。あの方も少々そういう嫌いはございましたからな。歴史に名を残す英えい雄ゆうも、必ずしも良き夫であるとは限らぬと申しますし――」

「……だが私はその英雄の妻になると決めた。むしろ私が支え、ラウルを帝国を救う英雄にしてみせるとな。だから文句はあるが、頑張ってくるさ。では行って来る」

　ルシエはそう笑顔と言葉を残し、出しゆつ撃げきするべく広間を後にしていった。

　バルカはその凛りんとした美しい後ろ姿を見ながら、やはりラウルはいい妻を得たと思うのだった。これから飛躍していこうとする、若き英雄の隣となりに立つに相応しい。

（願わくば――あの若いお二人が落ち着いて愛を育はぐくめる世になればいいのだが）

　それはまだまだ先のこと――

　むしろこのような暗雲立ち込める世の中だからこそ、あの二人は結婚したとも言える。難しいことだ。

　ともあれ今自分にできるのは、ルシエの無事を祈ることだけだった。
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　一千の騎兵を率いたルシエは、レーキ街道を北西方面に進んだ。

　敵軍がすでに制圧したという、アゼルキア州とエレイラ州の境近くにあるメイニーの街への進路だった。

　機動を重視するため食料等の物資を運ぶ役割を担になう輜し重ちよう隊たいは連れず、全員がそれぞれに数日分の携帯食を持っての作戦行動である。

　遠えん征せいのため当然輜重隊を伴ともなっている敵軍とは、行動の速度において雲泥の差が出る。

　ルシエは、メイニーの街を出て一日目の敵軍を捕ほ捉そくすることができた。

　見つからないようにレーキ街道沿いの林に身を隠かくし、遠くから敵軍の様子を観察する。

「この行軍速度では――ニルバスまでは七、八日はかかるか。輜重隊を連れているとはいえ少々遅おそいな」

　と、ルシエは感想を述べる。

　普ふ通つうならばもう一日二日早く到とう達たつできる所だろう。

「何か狙ねらいがあっての事でしょうか？」

　ルシエの率いている騎兵隊の兵長がそう尋たずねてくる。

「いや、単に調練が足りていないんだろう。隊列も乱れ気味だ。考えてみれば、教会の騎士団というのは設立が噂されていたとは言うが、正式に発足していたわけではない。急拵えで出てきたつけが回ったな」

「どうなさいます？　今すぐ攻こう撃げきをかけますか？」

「いやこちらは小勢だ。やはり寝静まったところを夜や襲しゆうするのがいいだろう。できれば輜重隊を狙いたいところだな。遠征軍は食料が尽きれば引き返すしかない」

「斥せつ候こうを残し、輜重隊の位置を確かめさせますか？」

「ああそうしよう。残りはいったん引いて距きよ離りを取り、夜襲に備えて休息を取らせよう」

「了りよう解かいしました」




　そして、その夜――

　敵軍から離はなれて休息を取っていたルシエ隊は、日が沈しずんでから動き出した。

　斥候により敵隊列後方の輜重隊の位置は把は握あくされており、前方に位置する本体に見つからぬよう、敵の野営陣じんをやや遠回りして後方に回り込み、輜重隊の天幕が並ぶ一角へと駒こまを進める。首しゆ尾びよく目的の場所まで、捕捉されずに到達することができた。

　立ち並ぶ天幕の近くには、食料を満まん載さいした荷車が大量に置かれていた。

　ルシエは率いてきた騎兵隊に号令をかける。

「敵の輜重は私が焼く！　皆みんなは向かってくる敵兵を倒たおして回れ！　完全に包囲される前に引き上げるから、あまり深入りはするな！」

　みな一いつ斉せいに、ルシエの言葉に承しよう諾だくを返してくる。

「よし、行くぞ！」

　ルシエは頷いて、右手に握にぎったエレノーテをさっと振り下ろす。

　それが攻撃開始の合図。騎兵隊が一斉に敵てき陣じんに雪崩なだれ込んだ。

「て、敵襲ーッ！　敵襲ーッ！」

　そう叫さけびがあちこちで上がる中、味方の騎兵隊は天幕から飛び出してきた敵兵を次々に屠ほふり、蹂じゆう躙りんしていく。

　ルシエもその中にあり、何人かの敵兵を馬で撥はね飛ばしながら敵の荷車に近づいた。

　こちらの隊は身軽さを重視するため、付火の用意など持って来てはいない。

　だが――ルシエにはこの、エレノーテがあった。

　息を整え、意識を集中する。

　するとエレノーテを通して、何か大いなるものと繋つながってひとつとなるような、そんな心地よい一体感がルシエを包む。

　多分、地脈と繋がっているという感覚がこうなのだろう。

　馬上から、エレノーテの石いし突づきを地面にトンと触ふれさせる。

　光の円えん陣じんが水面の波は紋もんのように地面に広がり、そこに蜥蜴とかげのような影かげが現れ、十シルト（二メートル）程ほどの体長に膨らんでいく。

　その体はまるで炎ほのおの塊かたまりで、全身を真っ赤な炎に包まれている。

　姿は蜥蜴に酷こく似じしており、見た目は炎に包まれた赤い蜥蜴である。

　サラマンダー。見た目のとおりの火蜥蜴の精霊である。

　ガルダやベヒモスと同じで、各地の地脈に住む比較的下位の精霊である。

　下位である分いろいろな所に幅広く分布していて、エルラーンでもほとんどの地脈に存在している。ゼルキアの地脈でもそれは同様だった。

　この戦いの前にバルカと共にアゼルキアの地脈調査をした際、その事が分かっていた。

「焼け！　サラマンダー！」

　ルシエの命に、火蜥蜴は輜重車に飛び乗って張り付く。

　身を包む炎が燃え移り、荷が炎に包まれる。火蜥蜴は次々と、荷車に張り付いて着火していく。

「な、何だァ!?」

「化け物が！　蜥蜴の化け物が火を！」

　サラマンダーの姿が目に入った敵兵が、驚いて声を上げていた。

「よし――！　ガルダっ！」

　もう一度エレノーテで地面を突く。

　再び現れた円陣から、今度は全身が淡あわい薄緑色に輝かがやく、翼つばさを持つ半人半鳥の女性の姿が盛り上がる。十シルト（二メートル）程の身長を持つ、風の精霊だ。

「行け！　敵を近付かせるな！」

　ルシエの指示に応こたえたガルダはふっと姿を消し――一拍ぱくの後、燃える荷に近づこうとしていた兵の集団の目の前に出現していた。

「う、うわっ!?　いきなり現われたぞ――！」

「くっ!?　こ、こいつっ――！」

　狼狽うろたえて動けない者も多い中、果か敢かんに反応して槍やりを突つき立たてようとする者もいた。

　が――その穂ほ先さきは、ガルダの表皮を貫けずに拉ひしやげて曲がる。

　ああ見えて、具現化した精霊の表皮は非常に硬こう質しつ。並の武器と腕では傷もつかない。

「き、効かない――!?」

　驚き脅おびえる兵の声は直後、悲鳴に変わる。

　ガルダの腕が兵の身体を薙なぎ払はらい、弾はじき飛ばしていた。

「うああああっ!?」

　見た目に寄らぬ強きよう靭じんな力により、敵兵達は為す術すべもなく次々に叩き伏ふせられ地面を嘗なめる事になった。手近な兵の集団を叩き伏せたガルダは再びふっと掻き消え、また別な兵の集団のど真ん中に出現し、蹂躙を始める。

　その神出鬼没の戦いぶりに敵兵は恐おそれ、逆に味方の兵は奮い立つ。

　そうしている間にも、サラマンダーは次々荷車を炎に包つつんでいる。

　悪くない状じよう況きようだ。このまま出来るだけ敵の輜重を焼き、完全に包囲される前に引き上げる――何度もこれを繰り返せば、敵を輜重切れによる撤てつ退たいに追い込めるかもしれない。

「あれが敵将だ！　弓で仕留めろっ！」

　ルシエの後方から飛び出して来た兵の集団が、一斉に弓を放って来た。

　しかしルシエは動じず、エレノーテで地を突く。

　――戻って私を護れ。そうガルダに指示を出す。

　一いつ瞬しゆんにしてガルダはルシエの側に現れ、身を盾たてにして飛来する矢からルシエを護った。

　そして弓を放って来た兵達に高速で突っ込むと、腕の鈎かぎ爪づめやしなやかな脚あしを振って蹂躙して行く。

　その間に、別方向からルシエに襲い掛かかってくる兵が数人現われた。

「今だ！　今のうちにあの女を！」

「あの化け物さえいなければっ！」

　槍やりを構えて、馬上のルシエに肉にく薄はくして来る。

「私を舐めないで貰もらおうか！」

　繰り出される穂先を馬の手た綱づなを引いてかわすと、逆にエレノーテを突き込んで敵兵の胸板を抉る。神秘の塊であるエレノーテは、兵の装備した金属の胸当てを軽々貫かん通つうする程の鋭さも持ち合わせている。

　ルシエ自身も幼い頃から槍の修練を重ね、その腕は一ひと廉かどのもの。

　ラウルがやって来るまでは、エルラーン軍にルシエの槍に太刀打ち出来る者はいなかった程だ。兵の数人、あしらうのはわけもない。

　次々に突き伏せて行き、ルシエに向かって来た兵の波が途切れる。

　丁度ガルダも、先さき程ほどの弓兵達を潰つぶし終えていた。

「そろそろ潮時か――」

　そうルシエは小さく呟く。

　連れて来た兵もガルダも、周囲で奮戦しているが、ルシエの下にまで敵兵が迫せまって来るようになっている。

　それは周囲の敵兵が増えて来ている事に他ならない。

　荷車が燃え出して、何事かと周辺部隊が駆け付けて来ているのだ。

　そろそろ引き上げを――！　そう口に出そうとした瞬しゆん間かんのこと――

　戦場に、異変が起きた。

　ルシエの視界の端はしに映っていた敵の天幕がいくつも、何か物もの凄すごい威い力りよくを受けて吹ふっ飛んだのだ。残ざん骸がいが天に高く巻き上がって行く。

「！　何だ――!?」

　天幕だけではない。その竜たつ巻まきにも似た衝しよう撃げきの波は、激しく渦うずを巻きながら敵味方を問わず巻き込んで切り裂さき、弾き飛ばしながら突き進すすんで来る。

　進路の地面も深く抉れ、異様な形の轍が刻まれて行く。

　ルシエがいる方角からは逸それていたが、それは燃え上がる荷車の列に飛び込むと、そこに張り付いていたサラマンダーごと巻き込んでズタズタに引ひき裂いて通り抜ぬけて行った。

「……」

　その圧あつ倒とう的てきな光景に、ルシエは思わず息を呑のんだ。

　荷車の列を焼いていた炎はすべて吹き飛んでしまった。

　衝撃に巻き込まれたサラマンダーも、引き裂かれて消滅してしまった。

　これは――こんな圧倒的な現象を引き起こすのは、まさか――

　衝撃が通り過ぎた轍の上を、一騎の女性騎士が進み出て来た。

　その手には、穂先が螺ら旋せんを巻くような異様な形状をした槍が握られている。

　そして、それが淡い黄緑色の光に包まれている。

　この神秘的な力の息吹は、エレノーテと同質のものだ。

「まさか――星神器だと……!?」

　そして、女性騎士の顔がはっきりと分かるくらいに近づくと、星神器の出現と同じくらいの驚きがルシエを襲った。

「あーらあら。ちょっとやり過ぎてしまいましたわねえ」

　気品漂ただよう顔立ちと、柔やわらかな長い栗くり色いろの髪かみ。眼まな差ざしだけが、見覚えのある淑しとやかなものではなく、幾いく多たの戦場を潜くぐり抜けて来た戦士のそれに変わっているが――

「！　おまえは……！　エミリア！　エミリア・ティーバルか!?」

　声を上げるルシエを、向こうも見て――驚きよう愕がくに目を見開いた。

「!?　ルシエ様！　ふふふ……こんな所でお会いできるなんて――とてもお綺麗になりましたわね。御結婚なさったと風の噂でお聞きしましたが、やはり恋を覚えられると、女の子は変わるものですわ。まるで美しいお花のようですのね」

　と、エミリアは自分の方も花のように美しい笑顔を向けて来る。

　だがルシエは警けい戒かいを解かなかった。

　エミリアの笑顔の裏に、強烈な敵意と殺意を感じ取っていたから。

　きっとエミリアは、ルシエや母ユーリエを恨んでいるだろう。

　エミリアのティーバル家は、エルラーンの貴族の家柄だった。

　かつてはエレノーテを操る巫女みこも出した名家で、王家の遠とお縁えんにも当たった。

　侯こう爵しやく家けとして、強い権力を持っていた。

　それが母ユーリエとの対立、政争の果てに取り潰しとなったのは五年前の事だ。

　エミリアの父親であるティーバル侯爵は捕らわれ処しよ刑けいされたが、エミリアは侯爵夫人と共に国外に追放になった。その後どうなったかはルシエは知らなかった。

　エミリアはその貞てい淑しゆくさを買われ、時折アウレアの城を訪おとずれてはルシエに行ぎよう儀ぎ作法を教える役を負っていた。

　だからルシエと親しく、ルシエには五つ年上の姉のような存在だった。

　彼女が追放になり、寂さびしかった。心が痛かった。

　だがそれは、こちらの一方的な気持ちに過ぎない。父を殺され国を追い出されたエミリアは、さぞユーリエやルシエを恨んでいるだろう。

「わたくしが行儀作法の手て解ほどきをさせて頂いていた頃のルシエ様は、それはもうお転てん婆ばでがさつで、まるで男の子でしたから――見違えましたわ。私の教えも少しは役に立ちましたかしらね？」

「……おまえが追放になってから、教えてくれた事に真しん剣けんに取り組むようになった。一応今では、ちゃんと女らしくなったと思っている」

「それは結構ですわ。わたくしは追放される前は何もできないただの女でしたが、意外と武の方の才能もあったようですの。これでも強くなりましたのよ？」

　エミリアは笑顔のまま、スッと瞳ひとみだけを冷たく鋭するどく引き締しめる。

「お父様が処刑になり、わたくし達が追放されて暫しばらくして、お母様も流行はやり病やまいに罹かかって亡くなりましたわ――文無しのわたくし達には薬も用意できず……お母様は見る影もなく痩やせ細って、ただただ苦しんで、王家への恨うらみを口にして逝きました……とても、哀あわれでしたのよ？　ルシエ様にも見せてあげたいくらいでしたわ」

「……おまえ達には、済まない事になってしまったと思う――」

「あら、別に気に病む事などありませんわ。だってユーリエ様と対立し負けたお父様が悪いんですし、その後何もできなかったお母様もわたくしも悪いんですもの」

「何を言う……？」

「力が無いのが悪いんですわ。お母様なんて笑っちゃいますわよ？　痩せ細って行くだけの病人の癖に恨み事だけは一丁前で、もう本当に反吐へどが出るくらいでしたわ。死んでせいせいしたくらいでしたもの。この世で負け犬の遠とお吠ぼえ程醜みにくいものはありませんわ」

「エミリア！　お母上に何て事を言う！」

「黙だまりなさい！　わたくしをこうさせたのはあなた方ですわ！」

　エミリアの握る星神器の穂先が、ルシエに向けて突きつけられる。

「……！」

「仇かたきを討うつなんて殊勝な事は申しません――ただ！　わたくしの尊厳を踏ふみ躙にじり、憐あわれな負け犬にしてくれたお礼はして差し上げます！　やられっぱなしは性に合いませんの！　今度はわたくしがあなた方を踏み躙る番――単純に言うと、ぶっ殺してやりますわ！」

　エミリアが螺旋の穂先の槍を頭上に掲かかげ、両手で激しく旋せん回かいさせる。

　その動作で槍全体を包む黄緑色の光が輝度を増し、激しく輝き始める。

　エミリアの周囲を、激しく渦を巻く風が覆おおい包んだ。

「ゲイルロード！　お行きなさいっ！」

　エミリアが槍の旋回を止め、振ふり下ろす。

　するとその身を覆っていた渦がルシエに向けて一気に流れ出す。

　渦を巻く衝撃の波――先程遠目に見た凶きよう悪あくな威力を持つ現象だ。

　ルシエは咄とつ嗟さに馬首を横に向け避けさせようとするが――

　衝撃の進む速度は速い。ルシエ自身には直接当たらなかったが、馬の後あと脚あしが巻き込まれた。その波の威力に馬の後脚は肉ごと抉えぐり取られる。大きな悲鳴のような嘶いななきが上がる。

　同時に馬体と、ルシエ自身もその威力の余波に巻き込まれ、大きく上に弾き飛ばされていた。軽く十五シルト（三メートル）程は体が浮いた。

「うわあああああっ!?」

　そのまま地面に叩きつけられそうになった所を、ガルダが側に現れてルシエを抱き止めてくれる。何とか、大おお怪け我がをせずに済んだ。

「ガルダ――助かった、ありがとう」

　ルシエはガルダの首筋を撫なでて感謝を表す。

「ちっ。邪じや魔まな精せい霊れいですわね――」

　空中でルシエを抱かかえるガルダを見、エミリアが舌打ちする。

　それを見ながら、ルシエには思い至る事があった。

「エミリア！　封ふう鎖さされていたレーキ街かい道どうの道を拓ひらいたのはおまえの仕業か!?」

「そうですわよ。あの程度このゲイルロードの力なら訳も無く吹き飛ばせますわ」

　成なる程ほど、この威力ならそれも可能だろう。

　並の砦とりでや城の防ぼう壁へきなら突き破ってしまいそうだ。

　下手をすればゲルトリッシュ砦の防壁さえも――

「ゲイルロードと言えば、星神教の祀まつる星神器だろう!?　何な故ぜお前が持っている!?」

「教会は星神器を自分達たちの戦力とすべく、密ひそかに使い手を探しておりましたのよ？　黄金戦せん役えきで帝国が接収した星神器が教会には奉ほう納のうされておりましたから、余らしておくのも勿もつ体たいないですものね？　わたくしは運よく、このゲイルロードに認められましたの」

　星天騎士団の幹部たる星騎き士しの証――それこそが星神器を扱える事だった。

　傭兵に身を落として各地を流る浪ろうしていたエミリアは、星神教会が戦力を集めたがっているとの噂を聞き、働き口を求めてエレイラ州の教会総本山を訪れた。

　確かに噂は事実で働き口を得られたが、ある時神しん殿でんの奥おくの奥に呼ばれ、星神器への適性を試された。

　そこに奉納されているすべての星神器に触れてみて――このゲイルロードに触れた時だけ、何か異様な一体感があり、実際にこの奇き跡せきのような力が発動した。

　教会の首領である法王は大層喜び、その場でエミリアを新設する騎士団の星騎士にと話を持ちかけて来た。

　エミリアとしては、受けない理由も無い。このゲイルロードの大きな力も気に入った。

　自分を惨みじめな負け犬にしてくれたエルラーン王家に逆襲する好機を得たと思った。

　ゲイルロードは、元々は今の帝国領ミィルウォク州の旧王家に伝わる星神器だったようだが、黄金戦役で帝国がかの国を倒した際に接収した。

　黄金皇こう帝ていラヴェールは王権の証たる聖せい剣けんセラフィゲイトと、腹心バロウズ家の持つ氷弓フローリネス以外は星神教会に預けて奉納することにより、星神教会の格を上げその顔を立てて来た。

　星神教会も星神器の順位付けである十三位階などの新教義を生み出だし、その序列一位二位にセラフィゲイトとフローリネスを指定し、権威付けを行ってきた。

　持ちつ持たれつの互恵関係だった。

　そんな裏で教会が独自の騎士団を持とうとすれば――手元にある星神器を戦力利用しようとするのも当然だろう。

　ちなみにこのゲイルロードは、十三位階では八位になる。星神器の持つ力による序列ではないため、エミリアは特に意味を感じないが。

　星神器としての力に言げん及きゆうすると、ゲイルロードは単純明快で分かりやすい。

　エレノーテのように、地脈に宿る精霊を具現化するという特性ゆえに戦う場によって戦力が左右される事も無く、セラフィゲイトのように力の発動自体に制約があるわけでもなく、メイクラウドのように雨を降ふらせるだけで直接的な戦力を持たないと言う事も無い。

　いつでもどこでも、この強力な奇跡を発揮する事が出来る。

　戦いの道具としてなら――最も信しん頼らい度が高く使える部類に入るだろう。

「教会は何を企たくらんでいる!?　帝てい国こくを裏切り、自分達の国でも打ち立てるつもりか!?」

　ガルダによって地面に降ろして貰いつつ、ルシエはエミリアを詰きつ問もんする。

「さあ？　知りませんわ。教会がどう身を振るかは、これからの帝国の権力闘とう争そう次し第だいではないですの？　まあわたくしには興味ありません。今興味があるのは――あなたをぶっ殺して差し上げる事だけですのよ！」

　エミリアが再び、あの一いち撃げきを放つためゲイルロードを激しく振り回まわし始める。

　ルシエは先程からのエミリアの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ、立ち止まっている味方の兵に向けて呼びかける。

「皆聞け！　もう戦果は充じゆう分ぶんだ！　早く引き上げろ！　あの者は私が引きつけておく！」

「は、ははッ！」

　味方の騎兵が戦場からの離り脱だつを始める。

　その彼かれ等らの背をあの竜巻で撃うたせる訳にはいかない。多くの死者が出てしまう。

　もう少しだけ自分が囮になる――ルシエはエレノーテの石突きで地面を叩く。

「ベヒモスッ！」

　光の円陣はルシエから少々離れた所に生まれる。ルシエに正対するエミリアの側面だ。

　こうやって少し離れた位置に円陣を生み出す事も、エレノーテを扱う事に慣れると可能である。

　雷かみなりを身に纏まとった雄お牛うし――ベヒモスは、威い嚇かくするように大きく唸うなり声ごえを上げる。

　その目の前に稲いな妻ずまが収束し、エミリアへ向けて放射された。

「ふん――図ずう体たいだけが大きいでくの坊ぼうは引っ込んでいなさいませっ！」

　エミリアが放った渦を巻く衝撃が、ベヒモスの雷とぶつかる。

　ゲイルロードの力が勝った。雷を丸々飲み込むとそのまま地面を抉りながらベヒモスを撃ち、周囲のものをズタズタに引き裂いて通り抜けて行った。

　ベヒモスは大きく弾き飛ばされ、地面に落ちると姿を維い持じしていられず、ゆっくりと消しよう滅めつ霧む散さんして行く。

　後に残るのは――威力の進路に刻まれた深い地面の轍のみ。

「……なんだと――」

　ルシエは焦あせりを感じて呻うめく。

　ダメだ――ゲイルロードの前に、精霊が完全に力負けする。

　再びサラマンダーやベヒモスを呼び出して数で勝負――ともいかない。

　あれ程までに傷つけられ消滅させられれば、一時的に地脈が力を失い沈ちん黙もくしてしまう。

　この場で再び呼び出すには二、三日は待たねばならないだろう。

　残るガルダを戦わせても――結果は同じだろう。

　もしここでガルダを失えば、ルシエは徒歩でここから離脱しなければならなくなる。

　頼みの精霊を失い、エミリア相手にそれができるか――限りなく難しいだろう。

　味方の逃にげる隙すきの確保は完全ではないが――限界だ。もう離脱するべきだった。

「さあさあ、覚かく悟ごして下さいませっ！」

　再びルシエを渦を巻く衝撃が襲う。

「ガルダっ！」

　命じながら、ルシエは隣のガルダの腕うでを取る。

　地面を抉りながら迫る衝撃を前に、ふっと視界が暗転する。

　次の瞬間――ルシエとガルダの姿はエミリアの斜ななめ前方に移動していた。

　ガルダのこの空間を飛ぶ能力は、触れたものを運ぶ事も出来る。

　今はルシエを運んでもらったのである。

「まあっ!?　ちょこまかと――！」

　再びの攻撃をまたガルダの能力を使って回かい避ひする。

　それを繰くり返かえしながら、少しずつエミリアとの距離を取って行く。

　何とか、出来るだけ注意を引きながらの離脱である。

　充分に距離が離れると、ガルダはルシエを抱えて空に舞った。

　もう安あん全ぜん圏けん。このまま飛ひ翔しようして逃げ切る――

　だがルシエを見失ったエミリアは、今度は離脱中の味方の騎兵隊の背にゲイルロードの力を浴びせようと試みる。

　離脱が間に合わずそれに巻き込まれる味方も、結構な数だった。

　空からそれを見、ルシエは唇くちびるを噛み締めた。

「くっ……すまん――全員は逃がしてやれなかった……」

　結局、離脱してから再集合すると兵数は夜襲前の約一千から、約五百に半減していた。

　このまま継続して敵の攪かく乱らんに当たるには、被害が大きかった。

　何より敵が星神器まで持ち出して来ている事実。

　この脅威をバルカに伝え、善後策を練る必要があった。

　ルシエは急ぎ、ニルバスへと引き返す事にした――





◆◇◆






「何ですと!?　敵が星神器を!?」

　ニルバスに戻もどったルシエの報告を聞くと、バルカは驚おどろきの余り会議室の椅い子すから腰こしを浮かしていた。

　居並ぶ諸将の間にも動どう揺ようが走り、部屋がざわめきに包まれる。

「ああ。封鎖したはずのレーキ街道を敵が通って来たのも、あのゲイルロードの力で立ち塞ふさがるものを破は壊かいしたからだ」

「ゲイルロード……では敵将はミィルウォク州の旧王国の血縁なのですか？」

「いや、敵将は――エミリアはエルラーンの没ぼつ落らく貴族だ。私は彼女をよく知っているが、ミィルウォクの方と縁えん戚せき関係があるとは聞いていないな」

　星神器への適性は血縁で遺伝する事が多いが、必ずしもそうではない。

　ラウルがいい例である。

　逆に別の家系であっても、星神器に認められる事もある。

　星神器ほどの神秘の力は大たい抵てい王侯貴族が占せん有ゆうするため、他の血統に渡りにくいが、手て当あたり次第に多くの者に触れさせれば、そのうち相性を発揮する者に当たる。

　星神教会が行っていたのは、そういう事だろう。

「ラヴェール陛下が教会を尊重し、託たくしたものを私利私欲に使おうとは――教会の増長は目に余るものがありますな……」

「レイノルズ殿はまだしも、アイヴァー殿が皇位に就けば教会の立場も危ういという話をラウルがしていた事がある。教会からすれば自衛のつもりかも知れんが……」

「その面は無きにしも非あらずでしょうな――確かにアイヴァー様は、信しん仰こうなどとは無む縁えんのお方……己おのれの力のみを頼たよりとする、孤こ高こうのお方でございますゆえ」

　しかし今は、それを論じている場合では無かった。

　現実に星神器を持って侵しん攻こうして来る五万の敵軍をどうするか――だ。

「敵はこちらの三倍以上、なおかつあのゲイルロードの力は恐おそろしいものがある。これをどうするかだな――」

「奥おく方がた様のエレノーテをもってしても、ゲイルロードの抑おさえは利きませぬのか？」

「済まないが――ここらの地脈の精霊では、完全に力負けしてしまう。私が呼び出した精霊も一撃で消滅させられてしまった。フェンリルならば、その限りではないとは思うのだが……」

　だが、ここはゲルトリッシュではない。戦う場所によって、エレノーテが発揮できる戦力は変わって来る。こればかりは如何いかんともし難がたく、このアゼルキアでゲイルロードと戦うとエレノーテの方が不利だ。これは変え難い事実である。

「奥方様。敵がこちらに到達するまで、後四、五日という所ですか？」

「ああ。そんな所だと思う。住民の避ひ難なんは済んだか？」

「いいえ、まだでございます。後一日、二日は必要かと」

「それでは敵が追って来たら、エングリッツやゲルトリッシュに到達する前に追いつかれてしまうな……」

　敵は初手で落としたメイニーの街で虐ぎやく殺さつを行ったと言う。

　もし逃げる群衆を捕捉すれば――同じ事が起こる可能性は高い。

「左様ですな……全軍の集結もまだ済んでおりませぬし――」

「とは言え民衆が無事に逃げおおせるためには、時間を作る必要がある」

「ええ。籠ろう城じようか、あるいは城外で迎げい撃げきをするかになりますが……」

「迎撃は――あまり良い手ではないと思う。向こうは多勢な上に、ゲイルロードまで備えている。こちらが全軍も揃そろわぬまま戦っても各個撃げき破はされる事になる」

「なれば籠城になりますが……ここで出来るだけ凌ぎ、ラウル様の帰き還かんまで耐え抜く」

「それもな。敵がただの軍ならばそれもいいだろうが、ゲイルロードの力で城門を破られればどうにもならん。逆に閉所に閉じ込められているだけになってしまう」

「ならば撤退――となると逃げる民衆を守り切れませぬ」

「ああ――」

　どう足あ掻がいても、良い展望が描えがけない。

　この状況をひっくり返す妙みよう案あんは、ルシエには浮かんでこなかった。

（ラウル――まだ戻って来られないのか？　早く戻ってくれ――これは私の手に余る状況かも知れん……）

　留守を預かる妻として、こんな弱気な事を口には出せないが――

　ラウルならば何かいい知ち恵えも出るだろう。ヘラヘラしたうつけ者の仮面の裏で、恐ろしく冷静かつ的確に状況を分ぶん析せきし、常に一歩二歩先の事を考えているラウルなら――

　とそんな時、会議部屋に城兵がやって来て告げた。

「申し上げます！　只ただ今いまエングリッツより早馬が参りました！」

「ん？　誰だれの使者だ？」

　そうバルカが応じる。

「はい。ラウル様と共に遠征に向かわれたリハルト殿からです！　既すでに五千の兵と共にエングリッツに戻られたそうです！」

　その兵の報告に、議場はわっと沸わき立った。




「おお！　援えん軍ぐんか！」

「これは有あり難い――！」

「ラウル様ももうじき戻られるのなら、何とかなるかも知れん！」




　ルシエも少々興奮して、兵に問いかけた。

「ラウルは!?　ラウルは一いつ緒しよではないのか？」

「はっ。ラウル様はバルゼイア連合内の決戦を控ひかえ、もう暫く離れられぬとの事です。リハルト殿が先行し、援軍のために戻られたと――」

「そ、そうか……」

　少々ルシエは落らく胆たんした。妻としては寂さびしいので早く顔を見たいし、将としてはラウルの能力を頼りにしたかったのだが――

「ですが、ラウル様よりアゼルキア防衛に関する策をお預かりになったそうです。こちらにその書簡が！」

「おおそれは助かる！　さっそく拝見致そう。貸してくれ」

「はっ！」

　バルカは喜色を浮うかべつつ兵から手紙を受け取ると、紙面に目を走らせる。

　ルシエも隣となりから覗のぞき込みたかったが、行儀が悪いので自制し、バルカの発言を待った。

　だが喜色を浮かべていたバルカの表情は次第に暗く、曇くもって行った。

　最後には難しい顔をして、呻ってしまう。

「バルカ殿？　何か悪い事でも？」

「いえ、悪い事ではありませぬが――これをご覧になって下さい」

　ルシエは手紙を受け取り、内容を注視する。

　アゼルキア防衛の第一案として、エレイラ州との境のレーキ街かい道どう及およびノルデール州との境のノーゼ街道を封鎖し、リリマ州との境のリゼ街道へ敵を誘導する事――と記してあった。そしてリゼ街道の各所に伏兵をし、なるべく進軍を遅らせつつ敵の輜重を狙ねらう。

　これによりラウルが戻るまでの時間を稼かせぎ、最良の場合は遠えん征せいしてきた敵を輜重切れの撤退に追い込む。

　敵方に食糧の現地調達をさせないため、予想される侵攻路――最終目標をニルバスとしたリゼ街道沿いの街や村の住民及および物資はエングリッツあるいはゲルトリッシュ方面に避難させる事――これが第一案だった。

「第一案は――これは使えないな。もう既に敵はレーキ街道を抜けて来た」

「ええ。第一案は私の当初考えていた方策とほぼ同じにございます」

　だがまだ手紙には続きがある。

　レーキ街道とノーゼ街道の封鎖が間に合わなかった場合の第二案もあったのだ。ルシエは再び紙面に目を落とす。

　敵がレーキ街道あるいはノーゼ街道から侵しん入にゆうして来た場合――

　まずは敵は、距きよ離り的に近い重要拠きよ点てんであるニルバスを狙って来るだろう。

　遠征軍は長期戦になると輜重の問題がどうしても出るのは変わらない。この場合も時間をかけさせる方が良い。ニルバスは放ほう棄きし、足止めのための伏兵をしつつニルバス南方のリゼ街道沿いの拠点、フォーボス砦を終着点とし、最終的には籠城を行う。そして戦せん況きようを引き延のばし、遠征軍の帰りを待つ――となっている。

「フォーボス砦で籠城――か。だがあのゲイルロードを前にしては籠城が籠城にならん可能性も高い……」

「それに住民の避難が遅おくれております。彼等をエングリッツやゲルトリッシュに向かわせ我らが別方向のフォーボスに向かえば、敵は住民の方に向かう恐れもあります」

　ラウルの第一案、第二案とも状況に上う手まく嵌はまってくれない。

「そうか……流石さすがにラウルも、敵がゲイルロードを持ち出して来るとは考えもしないだろうから……」

　状況に嵌らないのは無理もない。街道の封鎖は間に合ったため、バルカは第一案に近い形で動こうとしていたが、そこを敵側の星神器が状況を覆くつがえして来たのである。

　封鎖が間に合わなかった場合より、むしろ状況は悪いと言える。間に合わないなら初めからそれを想定して、第二案に近い形で動けたのである。

　こちらは裏をかかれた形になり、種々の準備が間に合わない状況になっている。

　いくら戦上手とは言え、ラウルも全知全能の神ではない。予測できない事もあるのだ。

　バルカがこの手紙を見て顔を曇らせた理由が分かってきた。

「更さらに続きもございますが――」

　バルカの述べる通り、紙面にはさらに続きがあった。

　ルシエはそれに一いち縷るの望みを懸かけて目を通す。

　窮余の策としてもう一計がそこに記されていた。

　それは、ルシエのエレノーテを使った迎撃である。

　ゲルトリッシュの前面側に多少の細工をし、その上でわざと敗走するふりをして敵軍を誘さそい込み、フェンリルで一いつ掃そうする。

　だが敵もゲルトリッシュ砦の評判は耳にしているはず、容易には引っかからない。

　そこを解決するため、敵方の耳に入るようにあらかじめ流言を流す。

　内容はこう――精せい霊れい姫きルシエは流行病にかかり、今は療養のため王都アウレアにおり、ゲルトリッシュ砦で魔ま狼ろうを呼ぶ事は不可能である。

　これを耳にした敵方は、魔狼の出現は無いと高をくくって追撃して来て、気づかずにゲルトリッシュの土地に踏み込んでしまい、結果魔狼の餌え食じきとなる。

　この策は敵が上手く引っかからなかった場合に、逆に大きな被ひ害がいを蒙こうむる可能性もあり、危険度の高い博ばく打ちに近い方法だ、できれば使用したくない。だがもし不測の事態により使用せざるを得ないなら、流言に信しん憑ぴよう性せいを持たせるため、ルシエは一いつ切さい前線に出てはならない――そう記されていた。

　また、偽りの撤退をする場合に敵の追撃を食い止める手段として、金品をばら撒まいて逃げると良い――とも書かれている。

　敵は五万の大軍とは言え、帝国軍以外から急速に掻き集めたわけだから、その内実は頭数重視であり賊ぞくに毛が生えた程度の粗悪な兵の集団だろう。

　金品が目の前にバラ蒔まかれれば、統制を失って我先にとそれに群がるはずだ――との事である。

　成程それは確かにそうかも知れない、試す価値はあるとは思うが――

　問題はもう、ルシエは前線に出て敵将であるエミリアと矛ほこを交えてもいるという事だ。

「窮余の策も――もう前提が崩れているか……」

　この手紙をもう少し早く受け取れていれば――そう思わざるを得ない。

「使えそうなものは、敵の追撃を食い止める手段くらいになりましょうな……」

「ああ……そうだな」

　すっかり落胆して、ルシエは項うな垂だれてしまった。

「奥方様、そう気を落とされますな。ご主君の知恵を頂いても足りぬ逆境こそ、臣下の者の価値が試される時にございます。私は諦あきらめてはおりませぬぞ」

「バルカ殿――」

　流石に百戦錬磨の帝国五神将の心は、この程度では折れないらしい。

　むしろこの状況、そして頼みのラウルの策も不発に終わりそうなことに奮い立ち、普ふ段だんより一層の存在感を感じさせた。

　ルシエも軍を率いる事に関しては素人しろうとではない。が、バルカとは経験も実績も違ちがい過ぎる。いてくれて良かった、頼りになる――そう思えた。

「そうだな。今ここにいる私達が頑張らねば。ラウルが戻ったら、策が役に立たなかったと文句を言ってやるとしよう」

「ははは。それは私の口からは申せません故ゆえ、奥方様にお任せいたします」

「ああ、承ったぞ」

　言葉を交わす二人に、ふっと和やかな空気が流れた。

　だがすぐに、それをバルカが引き締める。

「奥方様。今後の行動ですが、我々もここを引き払い、エングリッツ方面に向かいませぬか？　避難する民の殿しんがりを我らで務めましょう。それと、リハルトの援軍と合流するためにございます」

「フォーボス砦は使わないと言うのだな？」

　ラウルの第二案とは別の行動を取る――そうバルカは言っている。

「いかにも。ニルバスとエングリッツの間でリハルトと、まだ戻らぬ残りの州兵とも合流します。これで兵数は二万になります」

「ああ」

　元々いた兵一万五千に加えてリハルトの兵五千。合計で二万だ。

「敵の内情としては、星神器を持つ敵将は恐ろしいものの、その他は訓練の不十分な兵と言えましょう。敵将さえ抑える事が出来れば――こちらは正規の帝国兵です。戦は数だけでなく、士気と練度も物を言います。五万と二万ならば、充分勝負になりましょう？」

「下手に籠城をして外からゲイルロードで撃たれるよりも、エミリアを抑えて残りは兵対兵の戦いに持ち込むか――」

　上手く行けば、その方が勝機があるかも知れない。穴倉に閉じこもっても、エミリアはゲイルロードで穴の中を攻こう撃げきする事ができる。ならば外に出て抑え込むしかない、という事だ。問題はエミリアをどれだけ抑え込めるかにかかって来るが――

「しかしゲルトリッシュ以外の地脈では、私一人では――」

「何の、お一人で戦わせはしませんぞ。私とリハルトもご一いつ緒しよ致いたします」

「なるほど――」

　ラウルと紙かみ一ひと重えの激闘を演じたバルカに、ラウルを上回るかも知れない程の腕を持つリハルト。この猛将二人を加え、三人ならば――もう一度当たってみる価値はあるか。

「とにもかくにも、我々は民を守りつつ分散している戦力を早く集結させる必要があります。そうなるとエングリッツ方面に向かうのが一番かと」

「……そうだな。そうしよう。しかし集合前に敵に追いつかれはしないかが気になる」

「ニルバスの城には旗指物を残し、如い何かにも人がいるように見せかけておきましょう。それで少しは時間稼ぎになるはずです」

「それしかないか――」

　とルシエが呟つぶやく中、居並ぶ諸将のうちの一人が席から立ち上がった。

「あいや、お待ちを！」

　逞たくましい体つきをした、いかにも無骨と言った人物だった。やや薄くなった頭髪と顎あご鬚ひげの色は殆ほとんどが白く、初老の域に差し掛かかっているように見える。

「あなたは……？」

「千人長のダムタルでございます、ルシエ姫ひめ様。どうぞお見知り置きを」

　と、ダムタルはルシエに名乗る。

「よろしく頼たのむダムタル殿。それで、何か意見が？」

「おお、大ありでございますとも。旗指物だけを残しても、せいぜい一日二日誤ご魔ま化かせればよい方でしょう。それでは民の避難には足らぬと感じまする」

「む……それはそうなのだが、他に手もない以上仕方がないと思うが――」

「手ならありますとも」

「ほう？　聞かせて貰もらえないか？」

「おう、わしをニルバスに残して下され！　できる限りの足止めを致しましょうぞ！」

「な……しかし、それは――」

　敵を一時食い止めるための囮おとりになるということ。平たく言ってしまえば、捨て駒ごまだ。

　自ら望んで、それになろうと言うのか――

「ダムタル。お主――死ぬ気か」

　バルカがそう声をかける。

「バルカ様、今は小を捨て大を取る時です。仕方ありますまい。ならばその役にはこの老体が相応ふさわしい。放って置いてももうじき死にますからな」

「むう……」

「わしと同じ命知らず共を募りましょう、それを決死隊としこの城の防衛に残ります」

　ルシエは瞑めい目もくして呻るバルカを注視した。

　理ことわりから言えば――ダムタルに残ってもらう方が、住民は安全に逃げられる可能性が上がるし、部隊の集合も同じく安全にできる可能性が上がる。

　実じつ施しした方が良いのは間違いない。

　しかしその非情な決断を迫られた時、それを受け入れることも、却下することもルシエにはまだ、少々難しかった。

　だから立ち止まってバルカを見てしまった。彼かれに決断を委ゆだねようとしてしまったのだ。

「……すまぬダムタル。よろしく頼む」

　バルカはそう、重々しく頷うなずいた。

「応！　それでは早さつ速そく希望者を募りましょうぞ！」

　ダムタルは覇気を漲みなぎらせ、声を上げるのだった。




　翌日の夜――

　住民は次々とニルバスから南東のエングリッツ方面に避難して行く中、ニルバスの城でも城を棄て出しゆつ陣じんする準備が着々と整っていた。

　ダムタルと共に残る決死隊の募集も進み、七百名程が参加してくれることになった。

　バルカは彼らを城の大広間に集め、酒宴を張るように命じた。

　彼らの志に対する、せめてもの餞はなむけであるとのことだ。

　酒さか樽だるや肉類などの料理が運び込まれた大広間で、バルカは兵達を前に壇上に立ち、彼らに感謝を述べると共に檄げきを飛ばし、必ずや勝利を諸君に捧ささげると約束していた。

　その姿はルシエから見て立派なものだった。

　自分が言葉を掛けるなら、申し訳なさと居た堪たまれなさで暗く沈しずんでしまいそうだが、バルカはそのような様子は微み塵じんも見せず、威風堂々と振舞っていた。

　酒宴の前ルシエと二人で話していたときは、バルカもルシエと同じように暗かったのだが、いざ将として兵の前に立つとそれを感じさせずに振舞えるのである。

　やはり名の通った歴戦の将は違う。ルシエよりずっと芯しんが太く揺るぎがない。

　バルカには将として人として見習う所が沢たく山さんある――そう感じた。

　ラウルの妻、英えい雄ゆうの妻としてやって行くには、自分もバルカのようにもっと芯が強くあらねばならない。

　この先、このようなことはいくらでも起こり得るのだから。

　今はバルカがいてくれるのでまだ助かっているが、本当に一人の時、英雄の妻に相応しく居られるようにならないと――

　そう気持ちを新たにし、ルシエは自分も酒宴の輪に加わって兵達を激げき励れいした。

　心の中の罪悪感を押おし殺しながら、凛りんと笑え顔がおを見せて兵達に酌しやくをして回った。

　兵達はこんな美人の酌で酒が飲めるとは、これだけでも志願した価値がある、などと言っておどけていた。

　そう喜んでもらえるなら、自分のもって生まれたこの容姿も、無む駄だではないのだろう。

　兵達に悲ひ壮そう感かんなどは全く無く、皆みな楽しげにこの一時を過ごしていた。

　むしろ覚悟を決めた彼らの方が気を遣つかってくれているようにも思う。

　気にすることは無い、ただその代わり、この戦いに勝ってくれ――そしてアゼルキアの未来を守ってくれ――

　言葉には出さないが、逆にそう励まされているようだった。

　そんな中で、ふと目に付いたある兵がルシエは気になった。

　まだ若い、ルシエと同じくらいの少年兵だった。

　この決死隊に志願してくれたのは比ひ較かく的てき年齢を重ねた兵が多かった。彼らを率いることになる千人長ダムタルと同じように、同じ犠ぎ牲せいが必要なら未来の短い自分達が――と考える者が多かったのだろう。

　その中でこの少年は突出して若かった。それがルシエには気になったのだ。

　ルシエは葡ぶ萄どう酒しゆの入った瓶びんを持ち、その兵に近づいた。

「どうぞ。一いつ献こん受けてもらえるか？」

　笑顔で話し掛けると、少年兵は照れているのか恐縮しているのか、とにかく少し慌てた様子で手に持った杯さかずきを差し出して来た。

「あ、ありがとうございます！」

　ルシエはその杯に酌をしながら問いかける。

「君は随ずい分ぶん若いのだな――今年でいくつになる？」

「あ、は、はい姫様。十六歳さいです」

　自分より一つ下。どうしてこんな若さで決死隊に――

「名前を聞いても？」

「ナシェルです。姫様」

「……！　いい名前だな――」

　ルシエは少々驚おどろいた後、笑顔になった。

　何な故ぜ驚おどろいたかというと――結けつ婚こんして妻になったからには、自分達が子を授かったら、どんな名前にしようかなどと時折密かに考えたりすることもあるのだが、ナシェルという名は、男の子ができた時の候補の一つだったのである。

「ど、どうも――」

　ルシエの笑顔の訳もわからず、ナシェルは顔を赤らめていた。

　純じゆん朴ぼくそうな少年そのものである。

「ナシェル、このような事を聞いてよいのかわからないが――いいか？」

「はい。何でも構いませんけれど？」

「君はまだ若いだろう？　なぜ決死の覚悟がいるこの隊に志願した？」

「ああ――」

　と、ナシェルは少々表情を翳かげらせる。

　しかし少しして、優しげに笑顔を浮かべた。

「僕ぼくには失うものはありませんから――だったら失うものがある人のために、僕が残った方がいいかなって」

「……失うものが無い？」

「はい。両親も兄弟も、友達も、みんな……」

　そう言って、ぐいと杯をあおる。

「そうか――ご家族は、何故？」

　空になったナシェルの杯に、ルシエは酒を注ぐ。

「星神教会の異い端たん審しん問もん官かんです。僕はトラード州に近い山間の村の生まれなんですけど、そこに奴やつ等らがやってきて、村に火をつけたんです――村で僕だけが生き残って……」

「……惨い事をする」

「その後、ニルバスに来て兵士の募集に応募したんです。前のボウテング様は星神教会に好きにさせていましたから、本当は嫌いやでしたけど……他に生きていく方法がありませんでした」

　酒が入って少し気が大きくなってきたのか、ナシェルの口も少々滑なめらかになってきた。

「暫しばらくそのまま兵士を続けていましたけど、ラウル様がボウテング様を倒されて――僕、ラウル様がニルバスの皆の前で演説された時、その場にいたんですよ。僕と年も変わらないのに、僕とはぜんぜん違う。凄すごく威風堂々となさって、格好いいなあって思いました。これが英雄って言うんだなって。ルシエ様と凄くお似合いだと思います」

「そ、そうか……？　ありがとう」

「ラウル様のお話を聞いて、これからアゼルキアは良くなるんだって思って――実際に今そうなっていると思います。皆みなラウル様に感謝しているんです。だから、僕も僕のできることでお手伝いしたいなって思っていました。それが今だって思ったんです。このお役目は僕みたいに失うものが無い人間が相応しいですから――」

　ナシェルはそう微び笑しようする。儚はかなくも強く、芯のある笑顔だった。

　当たり前のことだが――名も知らぬ民も兵も、皆等しく一個の人間である。

　そこにいる以上、そこに至るまでの過程があって、積み重ねがあって、そうしてそこに存在している。

　皆にそれぞれの人生があって、そこから培つちかわれた思いや、心がある。

　言うまでもない、当たり前の事なのだが――なぜかそれが、今のルシエには強烈に実感された。そしてナシェルの覚悟に、志に深い感かん銘めいを受けた。

　同時に歯がゆさも覚える。上に立つ自分達たちの至らなさで、このナシェルにここまでの覚悟をさせてしまった。かといってそれを止める事もできない。状じよう況きようを考えれば、その志が必要なのだから。

「姫様。この戦い必ず勝って、僕みたいな人間が二度と生まれないアゼルキアにしてくださいね」

「ああ……必ず。約束する――一つお願いしてもいいだろうか」
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「はい？」

「君の名だ。もし私とラウルが男の子を授かったら――ナシェルという名を使わせて貰っていいか？」

　ルシエがそう願い出ると、ナシェルは驚いたように目をぱちくりとさせた後、僕の名前なんかでいいんですか？　でも嬉うれしいです、と喜んでいた。
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　バルカとルシエの率いるアゼルキア州軍の主力部隊は、敵軍が到とう達たつする前にニルバスを放棄し、エングリッツ方面に向かった。

　ダムタルやナシェルのいる部隊を残して去るのはやはり後ろ髪がみを引かれる様な思いがしたが、動き出だした以上は前を向かなければならない。

　彼らにそのような命を与えた以上、必ずその献けん身しんに報むくいて見せる。

　バルカもルシエも、そう強く決意していた。

　部隊の進軍速度自体はそれほど上がらない。同方向に避難して行く住民達には女子供や老人もいる。彼らを見捨てるわけにもまた、いかないのである。

　エングリッツへの道程も半分ほどに差し掛かった頃ころ、リゼ街かい道どう沿いに展開していた部隊も着々と合流をしてきて、こちらの兵数は一万二、三千程まで回復して来ていた。

　後は、バルゼイア連合からエングリッツまで戻って来ているリハルトの部隊と合流できれば――そこからが本当の勝負だ。

　そんな中で、騎き乗じようのルシエと並んで歩を進めるバルカの下に、慌あわてた様子で斥せつ候こうが馬を駆かけさせ戻って来た。

「バルカ様！　ルシエ様！」

「何事か？」

　落ち着いた様子でバルカは尋ねる。

　これだけ慌てて戻って来るということはどういうことか――その様子で大体は内容を察することができた。

「はい、敵軍です！　こちらに向かって来ております！　もう一刻もすれば追いつかれてしまいます！」

「分かった、すぐに対応する。ご苦労だった、休んでくれ」

　バルカはそう斥候を労ねぎらう。

　聞いていた周囲の将兵には、沈痛な空気が流れ始めていた。

　敵がここに現れるということは、もうニルバスに残ったダムタル率いる残留部隊は討うち取られてしまったということを意味する。

　老戦士ダムタルや若いナシェルも、その命を散らしてしまったのだろう。

　それが分かるだけに、皆その死を悼いたみ、惜おしんでいるのである。

　そんな中あえてルシエは大きな声で周囲を叱しつ咤たした。

「しっかりしろ皆の者！　今は彼らの死に涙なみだを流す時ではない！　彼らの志に報いるべき時だ！　民を守り、敵を食い止めるぞ！」

　そのルシエの檄が飛ぶと、皆一様に表情を改め、気迫を顔に漲らせていく。

　ルシエの言葉が届き、その通りであると受け止めてくれた証あかしだ。

　そんな様子を見て、バルカは目を細めていた。

「私の仕事を取られてしまったようですな」

「む……すまん、つい――」

「いやいや失礼しました。構いませんとも。しかし奥方様は、ここ数日でより魅力をお増しになりましたな」

「そうだろうか？」

　自覚はまるで無いが――

「ええ。私が竜りゆう人じん種しゆでさえなければ、求愛させて頂きたい程にございます」

　堅かた物ぶつのバルカが珍めずらしく、にやりと笑って冗談を言った。

「ふふっ、面白い冗談だな――だが残念なことに私はこれでも人妻だからな、丁重にお断りさせていただく」

　妻の愛と貞操は、夫のものだ。

　肝かん心じんの夫の方は、それを捧げる覚かく悟ごをしている妻を土木作業に放り込むのだが。

「御意にございます。ささ、冗談はこれくらいにして、敵を食い止めに参りましょう」

「ああ！」

　追いつかれはしたが、こちらの集合完かん了りようももう間近。

　ここさえ上う手まく凌しのげば、反はん抗こうに打って出ることも可能だ。

　ここまで時間を稼いでくれたダムタルやナシェルのおかげだ。

　それを無駄にはしない――ルシエとバルカは隊列の殿しんがりへと向かった。

　殿には荷が満まん載さいされた車がついていた。その中には、指示を出してかき集めさせた金品が山積みされている。

　何に使うかというと、ラウルからの手紙にあった策を実行するためだ。

　敵は五万の大軍とは言え、その質は粗悪なはず。

　金品が目の前にバラ蒔かれれば、統制を失って我先にとそれに群がる。

　そのラウルの見立てを信じ、実際に行うのだ。

「半数の荷車は荷を降ろして包みを切り裂き、中身をバラ蒔け！　空いた車は前方に運んで、足の遅おそい女子供や老人を乗せて運ばせろ！」

　バルカの指示に兵達は迅じん速そくに反応し、素す早ばやく荷が降ろされ中身が街道上に撒き散らされる。バルカも自ら手を動かし、ルシエもガルダを呼び出して手伝わせた。

　暫くするときらきらと黄金に輝かがやく、さながら金の道が出来上がった。

「よし、これでいいな――」

　と、ルシエは作業後の光景を見て頷く。バルカは即そく座ざに兵に指示を出していた。

「行軍を再開！　敵が混乱しているうちになるべく距離を稼ぐのだ！　急げ！　敵の様子が窺うかがえる位置に斥候は残しておけ！」

「バルカ殿、結果が気になる。私も斥候と共に残っておく」

　いざという時に、一番速く移動できるのはガルダだ。ガルダは馬より速い。

　不測の事態が発生すればすぐにバルカに知らせに行ける。

「分かりました。ご無理だけはなさいませんように」

「大だい丈じよう夫ぶ。様子を窺うだけだ」

　ルシエは言葉の通り、斥候と共に残り、金品を発見した敵軍がどう反応するかを遠目から見守ることにした。

　これが通じるなら――こちらの見込む通り敵兵の質は低いということ。

　リハルトとの合流後の約二万の兵数で戦いを挑んでも、エミリアさえ抑えれば勝負になると確信が持てる。

　現場から少し進んだ丘の登り坂の頂点で、二人の斥候兵と共に木こ陰かげに身を置き、進んでくる敵軍を待った。

　暫くすると、敵軍の先せん鋒ぽうが金の道に差し掛かって来た。

　そして――大混乱が起きた。

　敵は隊たい伍ごを乱し、我先にと撒き散らされた金品に群がったのである。

　そしてその争奪が発生。ついには剣けんを抜ぬいた斬きり合いにまで発展してしまう。

　事態を認にん識しきした後続が更にそれに加わり、混乱がどんどん大きくなって行く。

　欲望剥むき出しの、醜みにくい争いだった。

　その中から物品を持ち出して抜け出た者は、もう隊に戻もどらずそのまま逃にげ去って行く。

　こうなってしまってはもう野盗や山賊の類たぐいと同じである。とても軍の姿とは思えない。

「……醜い事だな」

　だが効果は覿てき面めんだった。この統制の無さならば、兵数が不利でも正規の訓練を積んでいるこちらの兵ならば十分勝機があると思える。

　向こうは士気さえ多少崩れれば、こうやって自壊するだろう。

　それが分かった事は、大きな収穫である。

　バルカの方策を実じつ施しする事への説得力が増した。

「ルシエ様、私はバルカ様に報告に戻ります」

　斥侯の一人が、そう申し出る。

「ああ。策は成功だと伝えてくれ。私ももう暫く様子を見て行く」

　ルシエはもう一人の斥侯と共にその場に残り、経過を見守った。

　混乱は暫く、収まる気配が無かった。

　諍いさかいを止めようと声を枯からす隊長格の者もいたが、そういう者は暴徒と化した兵に飲み込まれ、殺されてしまう光景も目に入って来る。

　収まる気配のない混乱がようやく静まったのは、それから数刻もしてからだった。

　後方から地面を抉えぐりながら進む衝しよう撃げきの竜巻がその場に割り込んで来て、多数の兵を巻き込んで殺傷すると、ようやくその恐ろしさに兵達が凍り付いて静まった。

　エミリアが追い付いて来たのだ。ゲイルロードの威い力りよくによる恐怖統制でしか、混乱に陥おちいった部隊を鎮められない。それ程、敵方の軍紀はひどいものがあった。

　混乱が収まると、野営の支し度たくが始まった。

　もう日が沈み、すぐの追撃は敵方も諦めたようだ。

　それを見届けてから、ルシエはエレノーテでガルダを呼び、バルカと合流すべく先に進んだ。

　これは何とかなるかも知れない――と、その胸の内は軽かった。

　問題はエミリアのみ。そこさえ何とか出来れば、何とかなる――そう思えたからだ。
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　その頃――

　野営中の星天騎士団の指揮所では、エミリアがため息をついていた。

「全く――我々の兵の民度の低さと来たら、そこらの賊と同じですわね。呆あきれて物も言えませんわ」

　やれやれ、と肩かたを竦すくめる。

「まァ食くい詰つめ者や鼻つまみ者の集団だからなァ。調教も不十分なまま出てきちまったから、まだまだロクなもんじゃねえさ」

　と、何故だかヨギはにやにやしていた。蛇へびのようで気持ちのいい笑顔ではないが――

「嬉しそうですわね？　何故です？」

「いやあねェ。俺おれもどっちかと言やあ人間の屑くずだからなァ。同じ屑には親近感が湧わくってモンだろう？」

「全く共感できない理由ですわねえ……」

　エミリアは呆れて再びため息をつく。

「敵に追いつけそうだった所を――取り逃がしてしまいましたな」

　アクベースが残念がっている。

「仕方ありませんわね。ですが敵の足も速くはありません。また追いつけますわ」

「もう一度今日のような手に出られたら、如何いかがなさいます？」

「まァ次は俺の出番だろうさ。俺の手て駒ごまならあんな醜しゆう態たいにはならんよ。何せ奴等には欲も何もないからなァ」

　ヨギが粘ねばりつくような笑えみを見せる。

「あれの姿そのものが、十分に醜態ではありませんの？」

「おや、お嫌いかい？」

「好きな者などおりませんでしょう。ぶっちゃけ気持ち悪いですわ」

「俺は好きだがなァ。醜くて臭くさくて汚きたなくて、どうしようもなく憐れな所がな」

「……悪趣味ですわねえ」

　とは言え、ヨギの申し出にも一理ある。

　確かにヨギの星神器による戦力は感情も何もなく、あのばら蒔かれた金品に目もくれないだろう。適任とは言えるのである。

「まあ、お任せしますわ。アクベース様、よろしくて？」

「ええ。しかしバルカめは碌ろくに矛ほこも交えず逃げて、何を企たくらんでおるのでしょうか？」

　星天騎士団がニルバスに到達すると、市街の住民は殆ど避ひ難なんした後のもぬけの殻からで、城には旗指物が無数に翻ひるがえっていた。

　敵は住民を逃がして籠ろう城じようの構えかと思い、全軍の集合を待ち慎重に攻撃を開始した。

　城兵の必死の抵てい抗こうで不慣れな味方の兵が手こずったため、エミリア自らゲイルロードで城じよう壁へきを破は壊かいし突とつ入にゆう口を開け、そこから攻撃し城を陥かん落らくさせた。

　しかし突入してみて分かったのは、残っていた城兵は思ったよりずっと少なかった事である。生き残りを締め上げてバルカの動向を吐かせようとしたが、誰だれ一人として口を割らないため諦め、近郊の街や村に斥侯を出して目撃証言を集めさせた。

　そして分かったのは、既すでにバルカは主力を率いて城を棄て、逃げ遅れていた住民達と共に南東方向、エングリッツの街目指して出発したとの事だった。

　星天騎士団の目的は、第一に州長官バルカを討ち取とる事である。即座に追撃のためニルバスを発ち、ようやく追いついた所だったのである。

「あちらは初動で躓つまずいていますから、兵の集合も民衆の避難も間に合っていないのでしょうね。ですからニルバスの手前で、ルシエ様自ら足止めに来ましたけれど――それもゲイルロードの力を見て諦めざるを得なかったと。罠わなというよりもそうせざるを得ないという所だと思いますわ」

　やはりアゼルキア州の反抗の裏にはエルラーンの存在があるという噂うわさは本当だったというわけだ。エミリアからすると、願ってもない事ではある。

「逆にゲイルロードの存在を知られたからなァ。城壁を突つき破られれば、籠城が籠城にならんというわけだ。まあ悪くは無い動きだよ、苦しいがな」

「撤てつ退たいしながら散った戦力を結集しているのでしょうね。レーキ街道は封ふう鎖さされておりました。という事は、先方は別の道からわたくし達に来て欲ほしかったはずですわ。そこに伏兵や罠のための兵を分散させていたのでしょう」

「このままエルラーンにまで逃げ込まれはしないかというのが気になるのですが……」

「そいつはつまらん。是ぜ非ひともあの化け物を殺やってやりたい所だな」

「ですわね。せっかくルシエ様まで出張っているんですもの。逃さずこの機会に討ち取りたいですわ。ゲルトリッシュに籠こもられては厄やつ介かいですからね」

「ああ。このまま一気に追撃して潰つぶしてやるとしよう」

「ええ。頼みましたわよ」

　星天騎き士し団の兵の士気は低く、質も粗悪。その事にアクベースは不安を覚えていたが、指揮官であり神秘の力を操る戦士である星騎士二人自体は、任務に意欲的なようだ。

　その事に、アクベースは少々の安心感を覚える。

　現法王の苛か烈れつな性格からして、この任務に失敗した場合アクベースの命は無い。

　是ぜが非でもバルカを討ち取り、この遠えん征せいを成功させて貰わねばならないのだ。
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　一度追いつかれた敵軍を、金品をばら蒔く策で引き離はなした二日後――

　もう一日二日で最さい後こう尾びにもエングリッツが見えてくる位置までルシエ達は進んでいた。

　女子供や老人を連れていない住民達は、もうエングリッツに入っているかも知れない。

　その状況下で――再び斥侯がルシエとバルカの下に駆け込んで来た。

　敵は部隊をまとめて、追いついてきたようだ。

　前回撒いた金品はまだ用意した分の半数、同じ手をもう一度行う。

　バルカとルシエは最後尾に付き、金品を積んだ荷をばら蒔くように指示した。

　再び金の道が出来、ルシエは今回も斥侯と共に経過を見守る事にした。

　離れた位置の、今度は岩陰に隠れて息を潜める。

　短期間で兵の質を劇的に上げる事などできはしない。今回も同じ混乱が起こるはず。

　そう予測してルシエは敵の先鋒の様子を注視していたが――

　一千足らず程の敵の先鋒は、それには目もくれず行軍を続けて来る。

　金の道を淡たん々たんと踏ふみ荒らしながら進むのである。

「通じない……!?」

　多少は注意を引かれそうなものだが、異様なまでに無関心な敵兵の態度だった。

　まるで足元が目に入っていないような――行軍速度も速い。

　歩兵主体だが、遠目から見ていると、かなりの距きよ離りを駆け足で走り続けている。

　疲つかれというものを何ど処こかに置き去りにしたような印象を受ける。

　何かが――変だ。

「とにかくすぐにバルカ殿に知らせろ！　敵の先鋒約一千が策を無視して追いついて来るとな！」

　ルシエの命で二人いる斥侯のうちの一人が、バルカの下に駆け戻って行く。

　もう一人の斥侯とルシエが、その場に残る。

「私達はもう少し様子を見よう。何かおかしいと思わないか？」

「はい、何か動きが不自然です」

　やがて敵先鋒との距離が詰まり、姿が大きくなってくると――

「……あれは――アゼルキア州兵の鎧よろい兜かぶとだぞ。どういうことだ」

　身に着けている装備が、アゼルキア州兵のそれに見えるのだ。

「それにこの臭におい……何でしょう」

　斥侯が顔をしかめる。確かに言う通りで、何か強烈な異い臭しゆうがまだ距離のあるここにまで届いて来る。これは何かが腐くさった時の腐ふ臭しゆうだろうか。気分が悪くなってくる。

「ああ、強烈だな――」

　ルシエも鼻をつまんで耐えざるを得なかった。

　だがそんな不快感も、その集団が間近にやって来ると驚おどろきで上書きされた。

　見知った顔があるのだ。

　やや薄くなった頭髪と顎鬚の色が殆ど白い、初老の千人長――ダムタル。

　少し気弱そうな、優しげな容よう貌ぼうの少年兵――ナシェル。

　ニルバスの城に残して来た兵達だった。

　だから、装備がアゼルキア州兵のものだったのである。

　しかし彼かれ等らの様子は異常だった。一言も発せず、目は虚うつろ。肌はだは土気色である。

　ダムタルなど、その太い首筋をざっくり抉るような傷がある。肉が抉れて、首の骨が見えて、傷口は赤黒く血液で固まり、その半身には大量に流れたであろう血が張り付いて固まっている。更さらには傷きず跡あとから蛆うじが湧わいていた。

　凄せい惨さんで目を背けたくなるような姿である。およそ、生きていられるわけがない。

　どう見たって死んでいるはず――これは遺体だ。そうでないとおかしい。

　ナシェルも同様で、額に槍やりで貫つらぬかれたような大穴が開いていて、割れた頭ず蓋がいが露ろ出しゆつし、顔にべったりと固まった血液が張り付き、はみ出た脳のう漿しように蛆が湧いているのに――

　その他の者も、いずこかに致ち命めい傷しようと思おぼしき傷跡をつけられ、肉が腐って強烈な異臭を放っているのに、動いていた。

　死体が動いている――そうとしか言えなかった。

「ナシェル……！　ダムタル……！」

　衝しよう撃げき的てきで、異様で、醜悪な光景だった。生理的嫌悪感をこれでもかと煽あおって来る。神経の細い者はこれを見ただけで卒そつ倒とうしかねないだろう。

　隣となりにいる斥侯は、目を背けて嘔おう吐としかけている。

　だがこれを見せられたルシエを支配するのは、嫌悪感より怒いかりだった。

　彼等は志と覚悟を持って、味方を生かすため、この戦いを勝利に導くために戦ってくれたのだ。

　力及ばす天に召めされたその後は、安らかに眠らせてあげて欲しい。そうであるべきだ。

　それがこんな風になってまで、動かされているなんて――

　あまりにも、非道ではないか。彼等の尊厳を冒ぼう涜とくしている。

　そう思うと肉の腐る臭いは気にならず、ただただ憐あわれで、そしてそれを行っている者が許し難がたい。

　集団の中に一人、通常の人間の肌色をした立派な鎧の将がいる。

　煌きらびやかな装飾の施された、漆しつ黒こくの色をした大鎌を背せ負おっているが――

　顔中に傷のある、蛇のような人相の隻せき腕わんの男だ。これが、その犯人だろう。

「あれも恐おそらく、星神器セレステイアルか……！」

　死した兵を動かすなど、普ふ通つうできる事ではない。自然の摂せつ理りを外れすぎている。

　そのような超ちよう常じよう的てきな現象を起こすもの。それ即すなわち星神器の力と考えていいだろう。

「ええっ!?　そんな――」

　と斥侯は狼狽うろたえる。

「あのような現象、そう考える他は無いだろう。常識では起こり得ない事を起こすのが星神器だ――まさかエミリアだけでは無かったとは……」

　全くの想定外だった。エミリアさえ抑おさえれば全体として勝負になると踏んでいたが、それを大きく覆されるかも知れない。

「とにかく戻るぞ！　バルカ殿と合流する！」

　ルシエはエレノーテでガルダを呼び出し、自分と斥侯の兵とを抱えさせてバルカに合流した。緊きん急きゆうの場合は馬を使うよりこちらが早い。

　バルカは殿の部隊二千程ほどをまとめて最後尾に留まり、迎げい撃げきの態勢を整えていた。

「バルカ殿！」

「おお奥おく方がた様、お戻りか。敵先鋒が策を無視して追い縋すがって来るとの事ですが――」

「間ま違ちがいない。後続は今の所、見えなかった」

「ならばそれさえ撃げき破はすれば、まだ民が襲おそわれる事にはなりませぬな」

「ああ。だが――恐らく敵にまだ星神器を持った者がいる。これからそれがやって来る」

　ルシエがそう告げると、バルカは驚きを隠さなかった。

「何ですと!?　何故それがお分かりに？」

「死体が動いているんだ！　ニルバスに残ってくれたダムタルやナシェルのな――！　追って来るのは変わり果てた彼等だ……！　そんな事が出来るのは星神器としか――」

「死体が動く……？　まさかそれは――」

「心当たりがあるか？」

「ええ。ネクロルーラー。旧セシルト大公国の星神器でございます。漆黒の大鎌でございましたか？」

「ああ、そうだった」

「ならば間違い御座いませんな……しかしあのネクロルーラーは、黄金戦せん役えきにてジエーロ殿が破壊なさったはずなのですが――」

　剣けん聖せいジエーロの数ある武勇伝の中でも最たるもの、前人未み到とうの星神器斬ぎりである。

　それをもってジエーロは、大陸最強の勇者、剣聖と尊称されるようになったのである。

　その際のジエーロの相棒こそが、今ラウルの手に受け継がれている星斬だった。

「その残骸を星神教会に奉納したのか？」

「そう聞いております。ですがそれが再生しているとは……？　一体どんな呪のろいを――」

「分からんが、星神教会は怪あやしいな。何を考えて、何をしているのか――単に教圏の拡大だけなのだろうか」

「いずれ明らかにせねばなりませんな――ですが今は、向かって来る敵に備えましょう」

「ああ――」

　ルシエがそう応じると同時に、前方にいる兵達から声が上がる。




「来た！　敵だぞ――！」

「な、なんだありゃあ……し、死体……!?」

「それにこの臭い――おええぇっ！」




　兵達は敵の異様さに慄おののいている様子だった。

　また、それがニルバスに残った元味方であると認識すると、そんな姿になってしまっている事を憐れむ声も多数上がっていた。

　ただそのどれもが、戦いに必要な士気を押し下げる効果になってしまっていた。

　だがそんな状況でこそ、紅竜将バルカは輝く。

　修復した無骨で巨きよ大だいな戦せん鎚つい――竜骨砕くだきを手に、自ら最前線に進み出た。

「狼狽えるな！　皆には私がついている！　皆は自分の身を守る事を第一に考えてよい、敵は私が蹴け散ちらす！」

　その山のような巨きよ体たいと真しん紅くに輝く鎧の背を見て、頼もしさを感じない者はいない。

　兵達は落ち着きを取り戻し、口を真一文字に結んで自分の槍やりを握り締める。

　もう余計な言葉を口に出す者はいなかった。流石さすがはバルカの統とう率そつ力だった。

「私もここにいる。皆安心して戦え！」

　ルシエもバルカの隣に並んだ。

　素早くエレノーテでガルダとベヒモスを呼び出し、兵の前面を守らせた。

　疲れを知らない敵は、駆け足でどんどん近づいてくる――

　敵将の姿をはっきりとその目に捉とらえると、バルカが驚いて目を丸くしていた。

「何――!?　あの者は……！」

「どうしたバルカ殿？」

「は、あの敵将に見覚えが御座いましたので……」

「知り合いか？　何者なのだ？」

「は。奴やつはヨギ・ネルベド――リハルトの父ゼファトの弟で子しだった男にございます。私はゼファトとは親しくしておりましたので、奴の事も見知っております」

　バルカの語り口からはあまり好意的な印象は受けない。

　何か曰いわくつきの男なのだろうか。

「腕はかなりのものですが――あの男は快楽殺人者とでも申しましょうか、とにかく殺す事に取り憑つかれているのです。あまりの非道さに危険を感じたゼファトに片かた腕うでを取られ、破門とされたのですが……生きていたとは――」

　向こうも当然バルカの事を知っている様子で、声が届く距離になるとバルカに話し掛かけて来た。

「やァ紅竜将殿。お久しゅうございますなァ」

　見た目通りの、何をするか分からない危険さ、狂気を内包したような声だった。

「ヨギよ――よもやおまえが星神教会に拾われているとはな。星神の教えなど、お前には最も縁えん遠どおいものだろうに」

「ククッ。そうですなァ。だがこんな俺でも、今じゃ星神教会の中では結構な偉えらいさんでねェ。こいつのおかげで――ね」

　言ってヨギは星神器ネクロルーラーに視線を這はわせる。

「やはり貴様か！　ダムタルやナシェルをこんなにしたのは――！」

　許し難い。度し難い。彼等を冒涜するこの男には純じゆん粋すいなる怒りを感じる。

　だがヨギはルシエの怒りを涼しい顔で受け流す。

「おや、気に喰くわないかい？」

「当たり前だ！　貴様がやっているのは立派に戦った彼等に対する冒涜だ！　彼等の誇ほこりと志を汚けがすな！　もう安らかに眠らせてやれ！」

「死体に立派もクソもないさァ。このネクロルーラーで屍兵リビングデツドを造れば、もう動かない塵ちりを利用して味方は死なずに済むんだ、非常に人道的だと思うがねェ」

「黙れ！　貴様とは話が合わん！」

「嫌われたもんだなァ。だが俺は気に入ったよ、見た目も心もお綺き麗れいな姫ひめ騎き士し殿どの。是非あんたを屍兵にして側そばに置きたいもんだ」

　ヨギの蛇のような、粘りつくような視線がルシエの肢し体たいの上を這う。

「その良く出来た顔や乳や尻しりの肉が腐り落ちて骨だけになり、最後にはそれも崩れて正真正銘ただの塵になるまで、ゆっくり見ていたいねえ。最高の楽しみだよ、クックク……」

「……」

　この男の思考は異常だ。狂くるっている。ルシエはそれを感じて空恐ろしさを覚える。

「変わらんな、貴様は」

　バルカが一歩前に出て、ヨギとルシエの間に割って入った。

「いや、以前より更に狂ったか。貴様に情けをかけ命を取らなかったのは、ゼファトの過ちだったと言わざるを得まい――友の過ちはこの私が正してくれよう。さあかかって来るがいい！」

「それではお言葉に甘えて――」

　ヨギは残っている左の手でネクロルーラーを高く掲げた。

　漆黒の大鎌が、鈍色の光に包まれ輝く。

「行けい！　屍兵共よ！」

　その合図に、ダムタルやナシェルら屍兵と化したニルバスの守兵達は一いつ斉せいに動き出す。

　市井の怪かい談だんの類に描えがかれる動く死体は、動きが遅く逃げるのは容易なものだが――この屍兵は違った。動きが相当に速いのである。自分の筋肉ではなく星神器の力で動かされている彼等は、むしろ戦士として生前の能力を上回っていた。

　戦せん斧ぷを手に猛もう然ぜんと突とつ進しんして来たダムタルの一いち撃げきを竜骨砕きで受け止めたバルカが、そのまま彼かれを押おし退けようとするが、さらに数人の屍兵が鍔つば迫ぜり合あいに加わると勢いが拮きつ抗こうしてしまった。竜人種の剛ごう腕わんとたった数人で拮抗するなど、並の人間には不可能だ。

「くぅ――並の人間の力ではないな……！」

　バルカは鍔迫り合いを続けながら、そう呻うめく。
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　ルシエに向かって来たナシェルの屍兵は、槍で力強い刺し突とつを見み舞まって来る。まるで熟練の戦士のような鋭するどさだった。一介の少年兵とはとても思えない。

「ナシェル――！　これほどまでに……！」

　ルシエやバルカにとって手て応ごたえがある程なのだから、部下の兵達にとっては相当な脅威となる。屍兵の激しい攻こう撃げきに晒さらされた兵達が次々と倒れて行く。

　何せ屍兵は、当たり前だがもう死んでいる。生きている人間の常識は通用しない。

　痛みを感じる事も無い。傷を負っても怯ひるまない。構わず動き続ける。

　胸に槍を受けたとて、同時に相手に槍を突き立たてる。そんな戦い方をして来た。

　生きている兵は、胸に槍を受ければ倒れる。だが屍兵にはさしたる痛手にならない。

　この差は絶大だった。あっという間に味方の兵の損失が増えて行く。

　更に――不幸にも天に見放され、命を散らし倒れ伏した兵達が、一人また一人と起き上がって来るのである。

　そしてそれが、味方の兵を襲い始める。更に加速度的に、味方の損傷が増えて行く。

　ガルダやベヒモスも戦っているが、味方を守り切れるほどではない。

　もはや戦場は、混こん沌とんと恐怖のるつぼと化していた。

「な……!?　なんだと――」

「どうなっている!?」

　バルカにもルシエにも、全く理解不能な現象である。それを見てヨギだけが哄こう笑しようする。

「クククク――！　ハハハハッ！　屍兵にやられた者もまた、屍兵と化すんだよなァ。エサを連れて来てくれてありがとうよォ！」

　何という事だ――流石は星神器の力と言うべきか、とにかくこのままではどんどん味方が討たれると共に敵が増えてしまう。

　何とかしなければ――そうルシエは焦る。

　もう、目の前のナシェルの姿に心を痛め、攻撃を躊躇っている場合では無かった。

「うぅ……ナシェル！　済まない！」

　ナシェルの槍の穂先をエレノーテの柄つかが払はらう。

　向こうの体勢が崩れ、前につんのめるようになった首筋に、ルシエはエレノーテの斧ふ頭とうを力ちから一いつ杯ぱい叩たたきつける。

　神秘の武器たるエレノーテは、単なる武器としての強度も、切れ味もずば抜けている。

　軽い手応えと共に、エレノーテの斧頭はナシェルの首を切断していた。

　ごろり、と首が地面に落ちる。

　だがそれでも、首が無くなってもナシェルの屍兵は動く。

　それはルシエの頭の中にもあった。だから返す刃やいばで両手、両足も切断し、最後に地面に転がった胴どう体たいをも二つに断ち割った。

　事情を知らないものが見れば、敵をそこまで徹底的に切り刻むルシエに狂気を感じただろう。だが今はそこまでやらなければ、彼らを止められないのだ。足元に落ちたナシェルの躰からだの一部だったものは、なおもぴくぴくと、動こうとするのを止やめないのである。

　バルカの方も全力を振ふり絞り、向かって来ていたダムタル他数人の屍兵を纏まとめて弾はじき飛ばしていた。そして――

「ぬううううんっ！」

　唸りを上げる巨大な鉄の塊かたまりが、ダムタルに向けて振り下ろされる。

　グシャリとその体が潰れ、竜骨砕きの鎚頭が地面を撃うつ地じ響ひびきが生まれる。

「ダムタルッ！　許せ――！」

　さらに追い打ちに二度三度、とバルカは竜骨砕きをダムタルに叩たたきつけた。

　完全にダムタルの屍兵が動きを止めた時、それはもう平らにのされた赤黒い肉につ塊かいでしかなかった。眼前に残る屍兵も、バルカは平らな肉塊に変えていく。

　凄惨で残ざん虐ぎやくな光景だった。だが、ここまでしなければならなかった。

「バルカ殿！　兵を逃がそう！　このままでは逆に敵が増えるだけ、私達たちで殿を――！」

「それは奥方様にお任せ申す！　私はヨギを討ちましょう！　そうすれば屍兵も止まるはずでございます！」

　その考えも一理あった。考える間は惜しい。ルシエは頷うなずいた。

「分かった！　殿が安定したら加勢する！」

「はっ！　それでは！」

　言ってバルカは、雄お叫たけびを上げながら屍兵に護まもられたヨギに突き進すすんで行く。

　それを見ながらルシエはガルダを呼ぶ。

「ガルダ！」

　ふっと真横に現れたガルダはルシエの腕を抱かかえると――

　ルシエの視界が一いつ瞬しゆん暗転し、次の瞬しゆん間かんには押し込まれる兵達の殿に移動していた。

　ルシエはすぐさま撤退を呼よびかける。

「構わん！　皆みな逃にげろ！　振り向むくな！　走れ！　背中は私が引き受けた！」

　ルシエの呼び掛けが聞こえた兵達は、蜘蛛くもの子を散らすように逃げ去って行く。

　その背中を襲わせぬよう、ルシエはガルダとベヒモスを伴ともなって必死にエレノーテを振った。大方の屍兵は、こちらに注意を向けてくれた。お陰でかなりの兵が無事に逃げおおせたが、ルシエを取り囲む屍兵の輪は一千にも近かった。

　だが、それでも部下達が全ぜん滅めつして、全すべてが屍兵になられるよりはまだましである。

　そうなるとルシエとバルカが数千単位の屍兵に囲まれる事になる。

　背中をガルダに護らせ、前面の敵からの攻撃を受け、捌さばく事だけに集中。ベヒモスは遊撃役で、ルシエを攻撃して来た者に反撃を行う。

　それで何とか、一時の均きん衡こうを保てた。ガルダとベヒモスが倒した分の敵は徐々に減って行く。何とかこのまま粘って、敵を減らして行かなければ――最悪粘り切れなくても、出来るだけ長くここを維い持じして、兵が遠くまで逃げる時間を稼かせぐ必要があった。

　次々繰り出される剣や槍を、エレノーテを振って受け、捌き続ける。

　どのくらい経たっただろうか。激しい敵の攻撃を受け続けたルシエは、次し第だいに息が上がって来るのを感じていた。腕が重くなってきて、自分が振るうエレノーテの動きが次第に鈍にぶって来るのが分かる。

　腕や脚あしには深刻なものではないが、いくつかの浅手を受けもしている。

　自分がラウル程、敵の攻撃を見切り、受け流す事に卓たく越えつしていない事が悔くやまれる。

　ラウルのそれと来たら、もはや芸術とも思える領域である。今もラウルなら、全くの無傷で立っているかも知れない。

　いや、だがラウルはエレノーテを使えないわけだから、ガルダの援えん護ごを受けられず背後からも敵に襲われ、やはり傷を受けるだろうか――

　いやいや、そんな事はどうでもいい。とにかくラウルの顔が見たい。

　妻と夫らしいことなんて何もしていない。このままでは嫌いやだ。

　ちゃんとした、誰もが認める妻と夫の関係をラウルと築きたい。

　ここで負けて討うたれるような事があれば、その機会は永遠に失われる。

　そうはさせない。あんな外道に、人の恋路の邪じや魔まをさせるか――！

　そう思うと腕の重さも少しはましになった。

　ルシエは前方の、ヨギ付近の様子を窺う。バルカの戦せん況きようは――？

　そちらも多くの屍兵に囲まれていた。ルシエ程多くはないが、屍兵に交じって片手でネクロルーラーを操るヨギもバルカに攻撃を加えている。

　バルカの全身の鎧よろいと、竜りゆう人じん種しゆの硬こう質しつな表皮は生半可な攻撃を通さない。

　ゆえに殆ほとんどの攻撃を避よけず、竜骨砕きによる攻撃を重視して立ち回っている。

　それでも、多少の手傷は負っているようだが――

　そんな中、バルカの背面に回り込んだヨギのネクロルーラーによる一撃が、紅竜将の肩かたに突き刺ささった。

　流石に星神器による一撃は、肩鎧と皮ひ膚ふを突き破り、血が溢あふれ出ていた。

「！　バルカ殿どのっ！」

　いけない！　助けに入らないと――！

　ルシエがガルダに命を飛ばそうとした瞬間――その場に割って入る者があった。

　強烈な勢いで飛来したそれは、ヨギの乗る馬の首に深々と突き刺さった。

　馬が大きな悲鳴のような嘶いななきと共に崩れ落ち、ヨギも振り落おとされて落馬した。

　追ってその場に駆かけ込んで来た剣けん士しは、すぐさまヨギ目掛けて剣を叩きつける。

　ヨギはそれを、屍兵を盾たてにして避ける。

　凄すさまじい剛剣を受けた屍兵は脳天から股までを縦に割られ、二つに分かれてその場に転がる。

　あれは――あの剣士は――




「リハルトか――！」




　リハルトは倒れたヨギの馬から自身の大剣を引き抜くと、柄を連結した双身剣にし、激しく旋せん回かいさせ周囲の屍兵を切り刻み始める。

　怖おそれを知らない屍兵は次々それに向かって行くのだが、悉ことごとく弾き飛ばされ切り刻まれて行く。攻撃と防ぼう御ぎよを兼かね備そなえたリハルトの力技だった。

　バルゼイア連合から五千の兵を率いてエングリッツの街まで帰き還かんしてきたリハルトは、ニルバスから住民をそちらに逃がすと連絡を受けると、エングリッツ町長と共に受け入れ準備を整え、街周辺の防備の指示をすると、自分直属の重剣士隊一千を率いてエングリッツを先発した。ひとまず四千は街の防備のため残しておいた。

　バルカやルシエは殿で敵の追手を喰くい止めていると聞くと、救きゆう援えんのためそちらに向かったのだが――兵がそちらから逃にげて来るのに出くわした。

　その兵達から屍兵の話を聞き、急いで駆け付けて来たのである。

「おおリハルトか――済まぬな、助けられた」

「ういす。間に合ってよかったです」

　礼を言うバルカに、リハルトはそう応じる。

　一歩遅おくれてリハルト配下の重剣士隊もその場に雪崩なだれ込んで来る。

　ルシエやバルカを囲んでいた屍兵達の側面を突く形だ。

　ルシエにとっても助かるのだが――その援えん軍ぐんは逆効果にもなりかねない。

「気をつけろ！　やられてしまうと彼等と同じように操あやつられてしまうぞ！　絶対に討たれるな！」

　ルシエの警告がリハルトの耳にも入ったか、リハルトは配下の兵に檄げきを飛ばした。

「聞いたか！　お前等ら一人も死ぬんじゃねえぞ！　死んだらあの世で俺がぶっ飛ばす！」




「「「へいアニキっ！」」」




　リハルト配下の兵達が一斉に野太い声で応じる。

　何だか間が抜ぬけているようにも見えるが、この兵達は屈強だった。

　皆みな体格が立派で、荒くれ者の集団のような風情だが、個人個人の実力は高かった。屍兵と一対一で負けない、少なくとも自分の身を護れる者達ばかりだった。

　彼等の加勢のおかげで、ルシエは一気に楽になり、どんどんと敵を減らして行く事が出来るようになった。ぎりぎりの均衡がこちらに傾き始めるのを感じる。

　そんな中ヨギはリハルトの登場に、ニヤニヤと笑みを見せていた。

「ほほぉ。リハルトかァ。相変わらず陰いん気きそうなガキだねェ」

「――ああゴミが落ちてるな。親父が捨て忘れやがったゴミだ」

「御ご挨あい拶さつだねェ。相変わらず口の悪い奴だよ」

「てめえに星神器なんざ勿もつ体たいねえ。ここに置いてけよ、そのしみったれた命と両方な」

「欲しけりゃ自分で奪うばってみなよォ！」

　リハルトが双身剣を振り回まわしながらヨギに突進する。

　ヨギはそれを巧たくみに避けながら、屍兵の群れの中に身を隠かくす。

　リハルトが足止めをされているうちに、徐々に距離を離し、十分に間合いが取れるとそのまま身を翻ひるがえして戦場を離り脱だつして行った。

　屍兵達もそれに続いて波が引くように走り去って行く。

「退いた――？」

　ルシエは怪け訝げんな顔をした。かなり撤退の見切りが早いようにも思うが――

　いや、だが一瞬の流れはこちらに傾きつつあった。

　バルカとリハルトがすぐ側に居て、ヨギは二人に挟きよう撃げきされる恐れもあった。

　僅わずかな危険だとしても、それを察知すればさっと退いてしまう。

　あの異常な言動に反して、かなり狡こう猾かつな相手だと思える。

　ともあれこの場は、リハルトや彼の配下のおかげで助かったようだ。

　ルシエはバルカに駆け寄よって、傷の具合を尋ねる。

「バルカ殿！　傷は大だい丈じよう夫ぶか!?」

「は、奥方様。何、この程度問題はございません。少々ぬかりましたか――」

　バルカはそう言うが、これは結構な深手だ。

　命に別状はないにせよ、腕が上がらないだろう。

「あれだけの敵に囲まれていたんだ。命があるだけ喜ぼう」

　ルシエも腕や脚に、少々の傷を負っている。軽傷であるため問題はないが。

「歩けるか？　とにかく応急処置をして、すぐここを離れよう――」

「おい誰か！　布持ってこい！」

　リハルトがそう部下に要求する。ルシエはリハルトに話し掛けた。

「よく来てくれたな、リハルト。危ない所を救って貰もらった」

「いや、合流が遅おそくなって済まん。エングリッツの守りも整えていたんでな」

「構わん。致ち命めい的にはなっていないからな。ところでその――ラウルは元気か？」

「ああ元気だぜ。バルゼイアでもいつも通りにヘラヘラやってたよ。まだもう少しかかるだろうが、そのうち無事に戻もどって来るだろ」

「そうか――その……私の事は何か言っていたか？　例えばそうだ、会えなくて寂さびしいとか……早く私の顔が見たいとか――」

　多少もじもじとしながら尋たずねて来るルシエに、リハルトは内心で若干緊きん張ちようした。

　さてそう聞かれて、どう答えるべきか――

　見聞きしたものをそのまま伝えるわけには行くまい。

　そんな事をすればルシエを烈火のごとく怒おこらせるか、あるいは泣かせるか――どちらにしろ、碌ろくな事にならないだろう。

　とはいえ何もないと言い切ってしまえば、それはそれでルシエを落らく胆たんさせてしまう。

　見た所、手傷まで負ってラウルの留守を守るべく戦っているようだ。

　何かこう、士気を上げて喜ばせるような取り繕つくろいが必要なのだろうが――

（もしやラウルの奴――嫁よめの御機嫌取りのために俺おれを先に戻したんじゃねえだろうな）

　そんな邪じや推すいが頭をよぎった。

　ラウルはリハルトに対し、命じれば勝手に敵を倒して戻って来る『魔ま剣けん』が欲しいと言っていた。つまり単なる武のみでなく、自分で考え臨機応変な対応力を備える将になれという要求だ。それはまあ、受け入れよう。

　だが『魔剣』に女の御機嫌取りの機能は必要ないだろう。

　痴ち情じようの縺もつれを切る『剣』にでもなれと言うのか。

（冗談じゃねえ、何で俺がそんな事を気にせにゃならん――ああくそ、めんどくせえな）

「……」

「……どうかしたか？」

　そのルシエの瞳ひとみは不安そうでもあり、何かを期待しているようでもあり――

　リハルトとしては、私を満足させるような答えを寄よ越こせと強要されているように感じるのである。この答え如何いかんでは後々ラウルとルシエの間がこじれかねないのはよく分かる。

「くっ……」

　まるで戦場で強敵と対たい峙じするような緊張感を、リハルトは覚える。

　何で直接関係ない自分がこんな戦いを強しいられているのだろう。理り不ふ尽じんではないか。

「？　何か言えない事でもあるのか？」

「いや――実はこれは黙だまっておいた方がいいかと思ったんだが……」

「ああ」

「ラウルの奴、あんたに膝ひざ枕まくらがして欲ほしいそうだ。怒られるかもしれんから、言えんと言ってたが――」

「え？　私にか……？」

　ルシエとしては、意外な情報である。

　ルシエといる時のラウルにそんな素そ振ぶりは無かったから、そんな事を思っているとは感じられなかった。妻なのだから、そのくらい言えばしてあげるのに――

　案外ラウルは、ルシエに対する興味が薄いと言うよりも、遠えん慮りよしているだけなのかも知れない。ラウルと話していてからかわれると、すぐにこちらは照れ隠しで怒ってしまうから、それが真に受けられているのかも――だから言い出だしにくいのだろうか。

「そうか……私にして欲しいのか。遠慮などいらないのだがな――」

　マリーベルは幼おさな馴な染じみで気心が知れているから特別としても、その他の女性に対しては非常に初心うぶで奥おく手てな所がある――のかも知れない。

　どうにも結けつ婚こん式の夜に見た夢のせいか、ラウルは女性慣れしていてする時は積極的に迫せまって来る感じがしていたが、よくよく考えればあれはルシエの妄想なだけである。

　あの夢の印象が強すぎて、本当のラウルを見誤っていたのかも――

　もう少しこちらから誘うというか、積極的になってみた方がいいのかも知れない。

　少なくとも膝枕に関しては今度こちらから、してあげると言ってみよう。

　そんな風にルシエは思った。それが分かったのは、嬉うれしい事だった。

「だが分かった、今度してあげるとしよう。貴重な情報だな、ありがとう」

　ルシエが少々締まりのない顔をするのを見て、リハルトは密かなる自分の戦いが勝利に終わった事を確信した。内心よしと拳こぶしを握にぎる。

　後は野となれ山となれ――ラウルが何とかするだろう。いや、しろと言いたい。

　ともあれバルカの傷の応急処置を終えると、ルシエ達はすぐに本隊に追いつくべく移動を開始した――







第五章　精霊姫の奇策







　リハルトと合流したルシエ達はそのままエングリッツへと行軍を続けた。

　道中はこの後の戦いをどうするかの話し合いを続けたが、明確な勝算を描えがけぬままエングリッツへと到とう達たつしてしまった。

　当初はリハルト部隊と合流した後、転進して星天騎士団との本格的な会戦に打って出ようとしていたのだが――

　迷いなく勝負に打って出られる状じよう況きようではなくなってしまった。

　あのヨギという男の持つ星神器ネクロルーラーの存在だ。

　大規模な野戦を行えば、ネクロルーラーで生み出される屍兵に戦場を席巻されてしまう恐れがあった。屍兵は鍛きたえ上あげられた精兵並みの力を誇る上に、屍兵に倒された者もまた屍兵になってしまう。ルシエ達は実際にそれを目にした。

　あれに対する対策が無い限り、大規模な戦いは危険だ。

　むしろ少数精せい鋭えいで、こちらに被ひ害がいを出さずに屍兵を処理できる人間だけで戦うのが、あのヨギと星神器に対する方法としては正しいのだが――相手をしなければならないのはヨギだけでなく、ゲイルロードを持つエミリアもいるし、配下には粗悪とは言え五万の兵もいるのだ。

　それらを全て、何とかする方法は――

　ルシエにリハルト、バルカは額を突つき合わせて検討したが、明確な解決策は見いだせぬままだった。

　全軍率いて野戦に臨のぞみ、ヨギを最優先で捜さがして倒しネクロルーラーを無効化、その後エミリアを引きつけ、軍団対軍団の勝負に――

　結局こんな所で、曖あい昧まいな流れに任せた段取りしかできていなかった。

　これで勝てるのか――非常に不安だが、もう考える時間も殆ど無く、それで当たってみるしかない情勢だった。

　だがそんな中でも、街に入るルシエ達を見て、住民達たちは歓迎の声を上げるのである。

　これで助かる、助けて貰えると信じているのだ。

　特にエレノーテを持つ『精霊姫』たるルシエには、住民達の期待の視線が集中する。

　その信しん頼らいに応こたえる事が出来ないかも知れない――

　そう思うと、ルシエの気持ちは重苦しかった。申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになる。

　せめて不安がらせないよう、真まっ直すぐに胸を張っていようと思ったが、出来ているのかどうか――

　このままでは身を捧ささげてくれたダムタルやナシェルにも、申し訳が立たない。

　何とかしたい。何とかしたいが――

「リハルト、あの荷車の列は何だ？」

　街の外周を取り囲むように配置された大量の荷車を目にし、バルカがそう尋ねていた。

「防ぼう壁へきの代わりです。あの陰に隠れて弩弓クロスボウなり投石なり、そのくらいなら兵士じゃなくても出来る。街にある荷車を掻かき集めさせました」

「ふうむ……なるほどな」

「バルゼイアの方で上う手まく使いこなしてる奴がいたんで――まあ猿さる真ま似ねですが」

「バルカ殿、兵は休ませ広場に向かおう。その肩かたの傷では戦い辛づらいだろう」

「は――お手数をおかけします」

　事情の呑み込めないリハルトは、怪訝な顔をする。

「広場に何か？」

「見れば分かる。一いつ緒しよに来るといい」

　ルシエはそう応じ、バルカとリハルトを伴って町外れの広場に向かった。

　ここの中心には、自然の湧ゆう水すいが作り出す池がある。

　その水面はとても澄すんでおり、街の住民の水みず瓶がめとしても機能している。

　また、このエングリッツの街のこの広場こそが、かつてルシエがラウルと初めて出会った場所でもある。アゼルキアとエルラーンの交流のためにと催もよおされた武術大会の会場が、ここだったのだ。

　そこでルシエはラウルと対戦して、同じ年とし頃ごろの相手に初めて負けた。

　当時まだまだ男勝りで、少年にしか見えないような恰かつ好こうをしていたルシエは、何とかラウルと再戦して負かしてやろうと付き纏まとった。

　だがその頃ころ、エルラーンでは母ユーリエとエミリアの父親であるティーバル侯こう爵しやくとの路線対立が水面下で激化していた。

　その政治情勢は王女がお忍びで外遊する事を黙って見過ごしてはくれず、ルシエは刺し客かくに襲おそわれる事になってしまった。

　それをラウルが助けてくれて、命を救われた。それまで散々突っかかっていたのにも拘かかわらず、ルシエを庇かばって怪け我がまで負って、なおかつ嫌な顔一つしなかった。

　その強さと優しさに、ルシエは生まれて初めて他人に恋するという事を覚えた。

　それから国に帰って、少しは女らしくしてみようかと思うようになったのである。

　いつか、ラウルと再会した時のために――

　ルシエにとってここは、大切な思い出が詰つまった場所だった。

「やはりここに来ると思い出してしまうな……懐なつかしい」

「この間もおっしゃっておりましたな」

「ああ」

　バルカの言うこの間とは、地脈の調査のため共にアゼルキアを巡めぐった時の事だ。

　その時にここに来て、この場所にいる精せい霊れいの事も分かった。

　だから、深手を負ったバルカをここに連れて来たのだ。

「さあ待たせたな、今治してやるぞ」

　ルシエは、エレノーテの石いし突づきを地面に触ふれさせる。

　光る円えん陣じんが波は紋もんのように広がり、その中から十シルト（二メートル）程ほどの人ひと影かげが盛り上がる。淡あわく輝かがやく水色の羽衣を纏った、美しい女性の姿をした精霊だった。

「ウンディーネ。バルカ殿の傷の治ち癒ゆを」

　ルシエの命にウンディーネはふわりと浮いてバルカの側に移動し、両手で器うつわのような形を作る。その中に、キラキラと光る清水が湧き上がっていた。

　それがバルカの傷に注がれると――見る見るうちに傷が消えて無くなって行く。

「前にラウルの怪我を治したヤツか――」

　と、リハルトが呟つぶやいていた。

　確かにその通りで、以前肩を怪我したラウルを癒いやしたのもこの精霊である。

「ああそうだ。エミュレーにもいるが、ここにもいてな。東に山を越えればエミュレーだから、地下で水脈でも繋つながっているのかも知れん。土地の性質が近いんだ」

　基本的にこの精霊は、澄んだ清水を湛たたえた水辺の地脈に存在する。

　ガルダやベヒモス程広範囲に渡わたって生息しているわけではなく、少々希少である。

「ウンディーネ。私も頼たのむ」

　精霊はバルカの傷を治すと、今度はルシエの手傷を癒してくれる。

「便利なもんだ」

「全く大したものですなあ」

　その癒しの力の強さに、二人とも感心していた。

「ああ、生きてさえいれば、どんな深手でも――」

　癒せる――そう続けようとしたルシエの言葉が途と中ちゆうで切れた。

　頭の中を雷かみなりが走り抜けたような閃ひらめきがあった。

　そのせいで、喋しやべるのを忘れたのだ。
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「ああっ！　そうか――そうだ！」

「あん？」

「奥おく方がた様、どうなさいました？」

「あるんだ……まだ打てる策がある！　私も鈍にぶいな、今気が付いてしまったが――だがまだ間に合うかも知れん！」

　このままだと、不利を承知で星天騎士団との大規模な戦せん闘とうに雪崩れ込まざるを得ない状況だった。エングリッツまでの移動中にバルカやリハルトと協議した結果では、それも止やむ無しとなりそうだったが――

　この手なら――上手く嵌れば勝利が見える。

「聞いてくれ、こうすれば――」

　ルシエは自分の閃き、考えをバルカとリハルトに披ひ露ろうする。

　すると二人は――揃そろって驚おどろきに目を丸くした。

「おいおい正気か。ヤバくねえかそれは――」

「リハルトの申す通りです！　そのような綱渡りを奥方様にさせるわけには――！」

　そして異口同音に諌いさめようとする。だがルシエも引かなかった。

「だが他に手があるか？　よい手があるなら教えてくれ」

　それには二人とも反論して来ない。二人にも妙みよう手しゆはないのだ。

　ラウルならば何か別の案を出せるのかもしれないが、今ここにはいない。

　自分達で何とかする他はないのだ。

「私が今思いつくのはこれだけだ――ならばやる他は無いだろう？」

「だが……下手すりゃ死ぬぞ、あんた」

「そうです！　そのような危険な橋は――」

「危険は承知の上だ。だが手を拱こまねいていては不利な戦に臨まざるを得なくなる。そこで死ぬのも、策が成ならずに死ぬのも同じだ。どうせなら私は、死中に活を求めたい」

　ルシエが提案した策は、何よりもまず第一にルシエが命を賭かけねばならない。

　主君の妻にそんな事をさせられない――そうバルカやリハルトは考えているようだ。

　だがルシエからすれば、自分がラウルの妻であるからこそこれをやらねばと思う。

　決然と引ひき締しめた表情を揺ゆるがせず、ルシエは続ける。

「ラウルの志とこの先の往いく道を――こんな所で挫くじけさせる訳にはいかん。ラウルのやっていることが間ま違ちがっていない事は、このアゼルキアの民の顔を見ていれば分かる」

　ニルバスでは攻せめ寄せてくる敵に対し、自分達も戦いたいと申し出てくる民が続出していたし、ここエングリッツでもラウルが留守を託たくしたバルカやルシエに対し、住民達が信頼を寄せ期待しているのはひしひしと伝わってくる。

「ダムタルやナシェルも、ラウルの志と今のアゼルキアを護る為ために殉じゆんじてくれた。それを無む駄だにする事はできんだろう？　私は彼かれ等らの心意気に報むくいたい。どんな無む茶ちやな手段だろうと、私にできる事ならばやってやるさ。それに――」

　ここエングリッツで初めてラウルと出会ったその後――エルラーン国内では当然、大おお騒さわぎになった。ルシエに刺客を差し向けたのは誰だれかと、犯人探しが始まった。

　その詳しよう細さいな過程は当時子供だったルシエには分からないところもある。

　が、結果的にその責を負わされたのが、母ユーリエと路線対立していたエミリアの父ティーバル侯爵である。

　当時は国内を完全に掌しよう握あくできておらず、エルラーンの伝統である専守防衛を護ろうとしていたユーリエに対し、ティーバル侯爵は対外積極論者だった。優すぐれた能力を持った武人だったが故ゆえの野心だったと言われている。

　本当にティーバル侯爵が刺客を差し向けた張本人なのかは別として、ルシエがお忍びで国外に出るという軽率な行動を取らなければ、刺客に襲われること自体なかっただろう。

　ティーバル侯爵家も取り潰つぶしにならなかったかも知れない。

　そうであったなら姉のような存在だったエミリアが、ルシエやユーリエを憎にくみ、星神器まで持ち出して戦いを挑いどんでくる今のような状況にはなっていないだろう。

　エミリアの不幸には、自分にも責任の一いつ端たんがある。

　軽率で向こう見ずだった過去の自分を、反省しなければならない。

「エミリアがこうして敵となっていることには、私にも責任がある……私が何とかしなければ――でなければ、私はここでラウルと出会った事も後こう悔かいしなければならなくなる」

　そう、それがエミリアの不幸の引き金だったとはいえ、このエングリッツにやってきてラウルと出会えたことは、ルシエの生きてきた人生の中でも一番大事なものになったのである。どんな美しい宝石よりも価値のある、きらきらと輝く思い出になった。

　後に政略結婚という歪いびつな形ではあるものの、その恋と憧あこがれを教えてくれた張本人であるラウルを夫に迎むかえる事ができた。

　その幸せを胸に抱だいて、英えい雄ゆうの妻として、ラウルを支えて生きていこうと誓ちかった。

　あの精霊祭の日の婚礼の口づけは、ルシエにとってそれ程の覚かく悟ごを秘ひめたものだった。

　今ここで迫り来る星天騎士団に敗北し、アゼルキアの蹂じゆう躙りんを許してしまえば、それらのすべてが過ちだったと認めざるを得なくなる。結果多くの不幸を招いたと、後悔しなければならなくなる。

　そんな事は御ご免めんだ。

　あのエングリッツでの出会いは、後の英雄とその妻が出会った歴史的瞬間だったと、誰もが認めるような二人でありたい。いや、そうして見せる。

　そのためには――こんな所で躓つまずいてはいられない。

「心配はいらん、上手くやるさ。だがもし力及ばず私が倒たおれるようなことがあれば――その時は、ルシエは妻として立派に務めを果たしたと、ラウルに言っておいてくれ」

　最後にふっと表情を緩ゆるめ、ルシエはバルカとリハルトに微び笑しようを向けた。

「……いいだろう。そこまで言うならあんたの言う通りにする」

　リハルトから見たルシエは、今まで恋に浮ついている軽薄な女という印象があった。

　ラウルの踏ふみ台としては必ず必要なお姫ひめ様さまなのだが、逆にラウルやマリーベルの気持ちを乱しもする――痛し痒かゆしの存在で、正直面めん倒どうなので関わりたくないと感じていた。

　だが、それは少々違ちがうようだ。

　思っていたよりずっと果断であり、深く考え彼かの女じよなりに覚悟を決めている。

　ラウルやマリーベルと付き合いの長いリハルトには、ラウルを本当に支えられる女はマリーベルしかいないと思っていたが――ルシエにもその位の器があるのかもしれない。

　それが幸か不幸かは関知する所ではないが、今はこのお姫様を信じてみよう。

　そう思い、ルシエの考えに賛同することにした。

　それを聞き、バルカは深いため息をついていた。

「……仕方がありませぬな。自ら率先して無茶をなさる所は、このご夫婦はよく似ておられる。ラウル様も危険を顧かえりみず、私に一いつ騎き討うちを挑んで来られましたが……」

「あれは私は止めたのだぞ。勝かち戦だったのだからそこまでせずともよかった。だが今回は、この状況を覆さねば負けるし、私にしかできない。必要性は高いだろう？」

「まあな。あんたが倒れた後の事は任せてくれ。必ずこの広場まで引っ張ってきてやる」

「ああ頼むぞ。バルカ殿もな」

「承りました。この一命に代えても、果たして見せましょう」

「よしでは早さつ速そく行動だ。エミリア達がここについてからでは遅い。今すぐ動かねば――それからゲルトリッシュへの伝令に早馬を飛ばしてくれ。住民を不安がらせないよう、エングリッツの町長殿には事情を説明しておいてくれ」

　ルシエはそう矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばした。
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　星天騎き士し団野営地――

　自身の天幕で一人、エミリアは髪かみを梳とかしていた。

　夜眠る前にこれをするのは、エミリアの昔からの習慣だった。

　体に染しみ付いたこの癖くせのようなものは、侯爵家の令嬢から没落貴族になり、幾いく重えもの偶ぐう然ぜんの果てに星天騎士団の星騎士となった今も抜けないのである。

　陣じん中ちゆうなので鎧よろいを着たままで、だが。この姿にこの行為は不似合いである。

　エミリアはふうと一つ、溜ため息いきをつく。

　ニルバスを放ほう棄きしたバルカやルシエの追撃は、思うように行っていなかった。

　一度追いつきかけた際は、金品をばら蒔まいて足止めする敵の策に味方の兵が嵌はまってしまい、大きく引き離された。

　二度目は、追撃の先せん鋒ぽうを買って出たヨギが敵の策には嵌らなかったものの、予想外の精兵の反撃に遭あい追撃を諦あきらめて戻って来た。

　もう敵方はエングリッツに入ってしまっただろう。

　分散していた兵の合流も済んだかもしれない。

　となればそろそろ、反攻に出てきても可お笑かしくない。

　とはいえそれでも自分がゲイルロードを持つ限り負ける気はしないが、思うように戦況が進まないのは気分が悪い。

　このままではルシエを逃がしかねないという事もあり、少々エミリアは不機嫌だった。

　そんな中で――




「「「敵襲！　敵襲ーッ！」」」




　外から兵達たちの切羽詰まった声が聞こえた。

「まあ、また夜や襲しゆうですわね！」

　エミリアはゲイルロードを手に取るとすぐに天幕を出た。

　天幕の外の杭くいに繋いである馬に跨またがり、声のした方に進む。現場はすぐ近くだった。

　エミリアの天幕は、後方の輜し重ちよう隊たいの近くに用意させておいた。一度ルシエの輜重を狙ねらった襲しゆう撃げきがあったため、また来た場合の対策である。

　今度の夜襲の舞台も輜重隊の野営場所。となると――

　エミリアは少々興奮ぎみに所望の人物の姿を捜す。

　それはすぐに見つかった。彼女の連れている精霊の姿は目立つ。

　まさにルシエが精霊を引きつれ、輜重隊の天幕に斬り込んで来たところだった。

「おやおや、いらっしゃいましたわね！　待っていたかいがありましたわ！」

　エミリアは迷わずゲイルロードを高く掲かかげ振ふり回す。

　こうやって回転を与えてやることによって、ゲイルロードは力を発現させる。

　手が星神器に吸い付いて、体の一部となってしまうような一体感と共に、神秘の力が強大な衝しよう撃げきの渦うずを作り出す。

　地面にたたき下ろすようにゲイルロードを振ると、放たれた竜巻が地面を抉えぐりながらルシエ目め掛がけて突き進すすんでいく。

　乱戦になりつつあった味方の兵ごと巻き込んでいくが、エミリアの知った事ではない。

　しかしエミリアの放った一いち撃げきは、ルシエには当たらなかった。

　紙かみ一ひと重えでルシエのそばに現れたガルダが、馬ごとルシエを連れてふっと掻き消えた。

　次の瞬しゆん間かん、ルシエは騎き乗じようするエミリアの近くに現れていた。

「エミリア！　止よさないか！　味方の兵まで巻き込むな！」

「知った事ではありませんわね。気に喰わないなら力でお止めなさいませ」

　エミリアはそう切って捨てると不敵に笑った。

「なんでしたらもう一撃――」

　と、ルシエのいない敵味方が戦う方向を見て、ゲイルロードを掲げ旋回させる。

　エミリア自身、何も好き好んで味方を巻き込むような加虐趣味があるわけではない。

　これは――誘さそいだった。

「くっ！　ガルダ！」

　本当にエミリアがそれをすると思ったか、ルシエは焦ったようにガルダの名を呼ぶ。

　――引っかかった！

　ガルダの姿がルシエの傍かたわらからふっと掻き消え――そしてエミリアの背後に現れる。

　鉤かぎ爪づめの付いた手でエミリアを斬るべく腕うでを振りかぶるが、エミリアもそれを予期していた。そうしてくるように、わざとルシエを焦らせたのだ。

　ガルダに先んじて反応したエミリアは、脇わきの下を通し背後に向けてゲイルロードを突き出した。それがガルダを深々と貫つらぬき、串くし刺ざしにしていた。

　ゲイルロードに刺し貫かれたガルダはその姿を薄れさせ、ゆっくりと消滅していく。

「あっ――！」

　ルシエは悔くやしそうに唇を噛かむ。

「ふふふ……お馬ば鹿かさんですわね、ルシエ様。昔から正義感はお強いですが、少しお考えの足りない所もありましたものね？　見た目は可愛かわいらしくなられても、やはりルシエ様はルシエ様ですわ」

　ルシエがこのアゼルキアの戦いで繰くり出してきた精霊の中で、ベヒモスやサラマンダーはエミリアにとって大した脅威にならないが、ガルダだけは面倒だと思っていた。

　ルシエを連れて瞬間的に移動してしまうあの能力は、逃げに使われれば追おい詰つめることは難しいし、こちらの意表を突かれれば、予期せぬ一撃を受ける羽目にも成り得た。

　だからルシエを挑発して、ガルダの動きを制限させた。あの場合にガルダを使うなら、エミリアを止めるために攻こう撃げきしてくるに違いないから。

　目もく論ろ見みどおりに行った。ガルダを真っ先に潰せたのは、してやったりだ。

　これでルシエは容易に逃げられない――

「くっ――エミリア！　星神教会などに協力するのは止せ！　星神教会がやっている事が本当に正しいと思っているのか!?　お前は元々、争いなど好まない、穏やかで心こころ優やさしい女性だったはずだ！　それが星神教会の非道に手を貸すのか！　お前らしくないだろう!?」

「好むも好まないもありませんわ。才能のあるなしもそれに関わりません。わたしくしの今の姿は、全すべてがなるようになった結果ですわ。わたくしにはこれが向いているようですからね。ルシエ様やユーリエ様こそ、今の有り様はらしくないですわよ？」

「何――？」

「あなた方は従来のエルラーンの伝統を護まもろうとして、わたくしの父上を亡き者にしたのですわよ？　エルラーンの伝統は、決して他国を侵さず、自分達だけを護る専守防衛でしてよ。それが何です？　ここはどこですか？　アゼルキアは帝てい国こくの領土でしてよ？　いつからエルラーンは伝統を捨てたのです？　わが家を滅ほろぼすくらいなのですから、せめてその信念くらいは貫いて欲しかったですわ――」

「……」

「そうであれば、まだ泣き寝入りもできましたけれど――今のあなた方には我が慢まんなりませんわね。噂うわさには聞いていますわ、ルシエ様。あなたの夫になった屑くず星ぼし皇子――彼かれがあなた方を唆そそのかしたのですね？　あれは案外な曲くせ者ものだという話でしたわ」

「唆したとか、そういう悪い意味ではない！　私達はラウルの理想に共感して――」

「お黙りなさい！　口では何とでも言えますわ！」

　エミリアはゲイルロードの独特な形状の穂先を、真っ直ぐにルシエに突きつける。

「あなたは男に抱かれる喜びを覚えて、国の信念を売ったのですわ！　さぞかし心も体もお気持ちの宜よろしいことでしょうね？　とてもお綺き麗れいになったのも、そういう事ですのよね？　だけどわたくしには、これ以上ない程醜く映ります。帝国の屑星などに誑たらし込まれる程度の信念で、わたくしの父上は殺されたのですわ！」

「違うエミリア！　そうではない！　本当に私は――！」

「聞く耳など持ちませんわ！　語るなら力で語りなさい！　所しよ詮せんこの世は、強い者の意見が通るようにできていましてよ！」

　エミリアはゲイルロードの力を使うべく、再びぐるぐると旋せん回かいをさせ始める。

　ルシエはエレノーテの石突で地面を叩たたき、エミリアの側面にベヒモスを召しよう喚かんする。

「こんなもの！」

　エミリアの放った一撃がベヒモスを巻き込み、消滅させた。

　以前と同じ光景だが――今度はルシエは、エミリアがベヒモスを撃うつ隙すきにエミリアに馬を寄せて来た。

　星神器の特殊な力の応おう酬しゆうではなく、原始的な武器と武器の打ち合いに持ち込もうというのだ。こうなれば、同じ星神器という至高の武器同士。

　お互たがいの腕が勝負を決める――

「打ち合いならば勝てるとでも!?」

「――ああ！」

「ふん、舐なめられたものですわね！」

　ルシエとエミリアは、お互い馬上で激しく打ち合った。

　星神器と星神器がぶつかり合う度に、澄んだ金属音と星が散るような煌きらめきが生まれる。

　技量や体力は殆ほとんど互ご角かくだった。

　お互いが全力で武器を打ち付け合うも優ゆう劣れつは付かず、消しよう耗もうして息が少しずつ上がっていく度合いも同じだった。

　ルシエはこれでも、幼いころから武芸を嗜たしなみ、修練を欠かさずずっと続けてきた。

　対するエミリアが武技を身に付けたのはここ数年のこと。それで互角なのだから、エミリアの隠れた才能が如何いか程ほどのものだったかがよく窺うかがえる結果だった。

　勝負を分けたのは、きっと気迫とか執念とか、そういう類たぐいの精神的なものだった。

　そうエミリアは思う――

　ルシエの隙を突いたエミリアのゲイルロードの一撃が、ルシエの身を捉とらえた。

　渦を巻くような独特な形状の穂先が、ルシエの腹部を深々と突き刺していた。

「う……ぁ――」

　ルシエの体が力を失い、ずるりと崩くずれ落おちて落馬する。

　体が投げ出された地面に流れ出た血が広がり、赤く染めていく。

　これは殆ど致命の一撃だった。手応えがあった。

　しかしエミリアは完全にルシエに止とどめをさそうと、もう一撃を繰り出す。

「止めですわっ！」

　倒れたルシエの首を狙い、ゲイルロードを突き刺そうと繰り出すが――

　その一撃は、紙一重のところで横から割り込んできた剣けんに弾はじかれてしまった。

「！　不ぶ躾しつけな！　邪じや魔まですわよ！」

　黒い髪をした長身の青年剣士だった。豹ひようのようなしなやかな体つきをしており、陰いん気きそうな仏頂面である。

　本来なら両手で扱あつかうような長さの大剣を、左右に一本ずつ携たずさえた二刀使いだった。

　この男が素す早ばやく飛び出して来て、ゲイルロードの穂先を弾いたのだ。

「固い事言うなよ。次は俺の相手を頼む」

「お断りですわね！　不躾な殿との方がたは好みじゃありませんの！」

「こっちの台詞せりふだぜ。俺からすりゃあ、あんたは若過ぎる。守備範囲外だ」

「まあ、変わった趣味ですわね！」

　まるで軽口を叩くようなやり取りだが、その間もエミリアは激しくゲイルロードを突き込んで行く。

　青年は分厚い大剣の腹でゲイルロードの穂先を受けようとしたが――

　ゲイルロードは大剣の刀身に突き刺さり、貫いた。

　武器としての強度、鋭するどさが違い過ぎるのだ。

「!?　ちっ！」
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　咄とつ嗟さに首を反らしてその突きを避よける反応は、大したものだった。

「そんな貧弱な武器でっ！」

　エミリアは連続して突きを繰り出す。

　青年はその場を動かず、何とかそれを受け、逸そらそうとする。

　一歩も退かないのは、恐おそらくルシエを庇かばうため。青年が横や後ろに避ければ、エミリアは迷わず倒れ伏ふすルシエの首にゲイルロードを突き刺すつもりだった。

「く……っ――このっ！」

　動かせなかった。

　青年は二刀を交差させるように持ち、その間に挟はさみ込むようにしてゲイルロードを組み止め、刺し突とつの穂先をずらして来る。

　エミリアも人並み外れた武技の持ち主である。だから相手の強さにも敏感でいられる。

　間違いなくこの青年は、単純な武技の技量で言えば自分より上だった。

　エミリアが停てい滞たいする間に、その場にもう一人、大きな影かげが割り込んで来る。

「奥方様っ！」

　駆かけつけて来たのは竜りゆう人じん種しゆ――恐らくは紅竜将と呼ばれた現アゼルキア州長官バルカだった。星天騎士団としては、第一に討うたねばならない相手である。

　バルカは倒れ伏すルシエを抱き上げると、すぐさま身を翻ひるがえして逃にげを打った。

「リハルト！　もう少々頼む！」

　逃げられる――！　ならばもろとも吹ふき飛ばす！

　エミリアはゲイルロードを振り上げ回転させる。

　その一いつ瞬しゆんの隙に、防ぼう御ぎよに専念していた青年は攻撃に転じて来た。

　刀身を交差させていた構えをそのまま前に突き出し、エミリアの馬の馬首を挟み込む。

　そのまま両の剣を外側に払はらうように押おし開き、馬首を断ち斬きった。凄すさまじい力だった。

　更さらに流れるように、開いた両りよう腕うでを前に突き出し、エミリアに向けて来たのだ。

　恐ろしく攻こう撃げき的てきに洗練された動きだった。そして力強く速い。

　刹せつ那な――エミリアもその攻撃を受けるのではないかと肝きもを冷やした。

　が、事無きを得た。

　一瞬早くゲイルロードの生み出した衝撃の渦が身を包つつんでいたのだ。

　青年の切っ先はそれに阻はばまれ、両の大剣が中程から折れ飛んで砕けた。

「ちっ――！　ったく、棒切れかよ」

　舌打ちする青年に、ゲイルロードの力を叩きつけてやれば斃たおせただろう。

　しかしエミリアの馬が首を飛ばされていた。

　力を失って傾かしぎ倒れる馬体に巻き込まれ、エミリアも地面に投げ出される。

　手からゲイルロードがすっぽ抜け、放つ寸前だった力も消え失うせてしまう。

「やってくれましたわね！」

　エミリアがゲイルロードを拾い上げて怒いかりの声を上げた時、青年も身を翻して全力で逃げ去ろうとしていた。

　足が速い。あっという間に姿が遠くなって行く。

　既すでにルシエを抱えたバルカの姿も見えなくなっていた。

　まだ周囲で戦う兵達に紛まぎれてしまったのか――エミリアはこれ以上の追撃を諦めた。

　一瞬冷やした肝を落ち着けるべく、大きく息を吐はく。

「……ですがあの傷では助かりませんわよ。あれは致ち命めい傷しようですわ」

　あの傷では助からない。少し経たてば、ルシエが死んだとの情報が出て来るだろう。

　討つべき敵の一人を討った――今はそれに満足しよう。

　襲ってきた敵兵達も、雪崩なだれを打つように退却を始めた。

　エミリアはそれを視界の端に入れつつ、夜空を見上げた。

「お父様、お母様――見ましたか？　あなた方の娘むすめは強くなりましてよ――」

　これで良かったのだろうか。これが、少しは親孝行となるのだろうか。

　分からないが――やり切ったという充実感は確かに少しあった。

　後はバルカを追い詰め、首を取ればこの地での戦いも終わりになるだろう。





◆◇◆






　翌々日――

　星天騎士団はエングリッツ郊こう外がいにまで到達していた。

　街の周囲にはぐるりと荷車が並べられており、その奥おくにアゼルキア州軍の旗が翻っていた。その数から察するに、戦力は一万近いだろう。

　住民を巻き込む事を承知で立て籠もるつもりか、それとも出て来て戦いを挑んで来るつもりか――

　いずれにせよ、アゼルキア州軍が全軍集結したという割には、数が少ない。

　ウェーメリア帝国の各州軍の規定数は三万のはずだ。

　どこかに兵が伏せている可能性もある。

　恐らくルシエを討ち取とった今、敵方には星神器の使い手もいまい。

　負けるとは思わないが、慎重にかかるに越こしたことはない――

　そう気を引き締めるエミリアにとって、肩かた透すかしとも言える事態が起こった。

　白旗を掲げた敵防衛部隊の指揮官という男が、こちらの陣にやってきたのである。

　指揮所に通し、エミリア、ヨギ、アクベースが立ち会って話を聞くと、その男はエングリッツに残る部隊は全面降伏すると申し入れて来た。

「どういうおつもりかしら？　降伏するならもっと早くすればいいのではなくて？」

　エミリアはそう訝いぶかしむ。

「我々は見捨てられたのです！　でしたらもう――戦うことに意味はありません……どうか命ばかりはお助けを」

「見捨てられた？　詳くわしくお話しなさい」

「はい……先日の戦いで大怪我を負われたルシエ様は、手当の甲か斐いなくそのまま亡なくなりました――バルカ様はルシエ様が亡くなられると、一部の兵だけを率いてエルラーンへ向かわれたのです。取り残された我々には好きにせよと――」

「まあ！　エルラーンに逃げ込むつもりですのね！　エレノーテとルシエ様の亡なき骸がらはどうしましたの？」

「バルカ様と共に――せめてエレノーテとルシエ様の亡骸をエルラーンに返すと」

「……やはりルシエ様はあのまま亡くなったのですね。あの傷では当然ですわね」

「さてさて、これからどうしたものかねェ。エルラーンに逃げ込まれちまうか？」

「構いませんわ、追いましょう。ルシエ様が亡くなったとあれば、ゲルトリッシュ砦とりでは脅威ではありません。間に合わなくても追って、エルラーンにまで攻め込めばいいですわ。こちらにはバルカを捕とらえるという名目があります。ついでにエレノーテも奪えば大おお手て柄がらになりますでしょう？」

「嬉しそうだねェ。バルカを討ちたいのやら、エルラーンに攻め入いりたいのやら」

「どっちでも構いませんでしょう？　アクベース様、そう致いたしましょう？」

「し、しかし――勝手に他国に攻め入るのは、少々……法王猊げい下かにお伺うかがいを立てねば」

　と、アクベースは尻込みする様子を見せる。

　エミリアは舌打ちしたい衝動を堪こらえ、別の提案をする。

「ではこれでどうです？　ひとまず我々は、全速力で逃げたバルカを追います。敵がゲルトリッシュ砦に逃げ込む前に追い付ければよし、そのまま攻撃します。追いつけない場合は速やかに法王猊下にお伺いを立てる――これで如何いかがです？」

「ええそれならば――」

「それではこうしてはいられませんわ。早速追撃しましょう。追撃は速度を重視し、足の速い騎き兵へい中心で。輜重隊は後から追わせればいいですわ。足の遅おそい歩兵隊はここに残し、エングリッツを抑おさえていればいいですわ。それでいいですわね？」

　エミリアはヨギに同意を求める。

「ああ。お任せするとしよう」

　エミリア達は騎兵中心の部隊二万を率いて、即そく座ざにゲルトリッシュに向けて進発した。

　必要な輜重隊は後から遅おくれて付いて来させる事とし、速度を重視した。

　残りの歩兵部隊にはエングリッツへの駐ちゆう屯とんを命じ、後方の抑えとした。




　そして更にその翌々日――

　即座に追撃を決断、また速度重視の編制を採用するエミリアの提案は、功を奏した。

　ゲルトリッシュ砦のかなり手前で、敵影を視界に捉とらえる事が出来た。

　四、五千程の兵団が、弔ちよう旗きを掲げた荷台を中心に、護るように移動している。

　アゼルキア州側からゲルトリッシュに至る道程は長く続く緩ゆるやかな上り坂で、見た目の距きよ離りよりも敵に追いつくのは骨が折れるが、エミリア等ら星天騎士団の将兵は、全力で馬を飛ばして追い縋すがった。

　やがて、土が掘り起こされた跡あとのある一面の耕地の只ただ中なかで、エミリア達はその兵団に追いついた。近付くと弔旗を掲げた荷台の脇わきに、目的の竜人種の姿も見える。

　敵は荷台の歩みを速めつつ、兵達は踏み止まり抗戦する構えを見せて来た。

　自分達が身を挺ていして、ルシエの亡骸が逃げおおせる時間を稼かせぐつもりか――

　バルカの姿も、踏み止まる兵団の中に在る。

「追いつきましたわね！　さあ、かかりますわよ！」

「あァバルカは俺おれが討ち取ってやるさァ！」

「ではわたくしは、ルシエ様の棺ひつぎとエレノーテを奪うばうとしますわ！」

　エミリアは全軍に攻撃の指令を出す。

　わっと鬨ときの声こえが上がり、こちらの二万の部隊が敵を呑みこもうと突とつ進しんして行く。

　ヨギが引き連れている屍兵も動き出だした。

　両部隊の距離が近づき、敵方から放たれた矢が飛来する。

「邪魔ですわ！　おどきなさい！」

　エミリアは微み塵じんもたじろがず、ゲイルロードを敵の一角へと放つ。

　その通り道の上にいた敵兵達は為なす術すべも無く吹き散らされ、地面に深い衝撃の轍わだちが刻まれる。

「続きなさい！　わたくし達は棺を押さえます！」

　そう周辺の兵に呼よび掛け、ゲイルロードが作った轍の上を駆け抜ける。棺を守るために踏み止まった敵兵は、まるで役目を果たせず、エミリアを止められなかった。

　易やす々やすと敵てき陣じんを突とつ破ぱしたエミリアは、ぐんぐんと弔旗を掲げた荷台に迫せまる。

　荷台に棺が載のせられているのも目に入った。

「逃がしませんわよっ！」

　エミリアがそう大声で叫ぶと――

　全く予想外の声が応じて来た。

「それはこちらの台詞だっ！」

「!?」

　棺が動く――蓋ふたが開いて、中から人ひと影かげが立ち上がった。

　長い銀髪が風になびく。超ちよう一いち流りゆうの美術品のような、隙の無い美び貌ぼうを凛りんとさせ、手に握にぎられているのは、白銀の鳥が翼つばさを広げたような斧ふ頭とうを持つ斧槍ハルバード、星神器エレノーテ。

　エミリアが自らの手で討った筈はずのルシエだった。

「ルシエ様!?　どうして――!?」

「私が死んだというのは嘘うそだ！　お前達をここにおびき寄せるためのな！」

「ですがあの怪け我がは――!?　あの手応えは確かでしたのに……！」

「ああ本当に危なかったがな……何とか間に合った。エングリッツには傷を治癒できる精せい霊れいの地脈がある。生きて辿たどり着きさえすれば、この通りだ！」

　ルシエはゲイルロードに突つき刺された自分の腹部を、ぽんと撫なでる。

　そこにもう傷は無く、完全に治っていた。

　実際エミリアにルシエが負わされた傷は深く、バルカに助けられエングリッツまで戻もどった時には、生死の境を彷徨さまようような状態だった。

　だが――何とか精霊による治癒が間に合った。

　今こうして無事だから思うが、文字通り死ぬほど痛いし、あの意識の遠くなる感覚は恐ろしい。出来ればもう二度とやりたくない、危険極まる綱渡りだった。

「ではわたくしに討たれたのは、わざとですわね――!?」

「ああ……悪いが私も、少しは成長している――お前の知っている、考え足らずな私のままではないのでな！」

「見た目は美しく、お腹なかの中は黒くなりましたのね！　あーもう、むかつきますわ！　こうなったらこの場でもう一度――！」

「無理だな！　やれるものならやって見ろ！」

　ルシエは荷台から素早く飛び降り、エレノーテを地面に突き立たてる。

　そして現われる光の円えん陣じんは、ガルダやベヒモスが現われる時よりも桁けた違ちがいに規模が大きかった。円陣から盛り上がって来る影の大きさも、それに比例して桁違いである。

　四本足の獣けものの大きさは、百シルト（二十メートル）もある巨きよ体たい。

　銀灰色の毛並と、薄く輝かがやく光の膜に覆われた姿は、雄大かつ荘そう厳ごん。

　ゲルトリッシュの魔ま狼ろう――フェンリルの顕けん現げんである。

　地面に降り立ったフェンリルは、一つ大きく遠吠えをする。

　それが空気を震ふるわせ、味方にはこれ以上ない程ほどの安心感を、敵には恐怖感を抱かせた。

「ゲルトリッシュの魔狼!?　そんな、まだゲルトリッシュまでは距離が――」

　登り坂の続く地形の上部にゲルトリッシュ砦が見えて来たら、ゲルトリッシュの地脈の範囲内のはずだが――エミリアの目に映る坂の上には砦は見えない。

「錯覚だな！　ゲルトリッシュ砦の目の前に盛り土をしてある――それが姿を隠かくして見えんだけだ。もうお前たちはゲルトリッシュの地に踏み込んでいる！」

　ルシエはフェンリルの背に登りながら宣告する。

　この細工は、ラウルが送ってくれた手紙に書かれていたものだ。

　エングリッツから早馬を飛とばし、緊きん急きゆうに用意をさせた。

　直前までルシエがあちこちの地面を開かい墾こんのために掘り起こしていたから、盛り土に出来る土自体はそこら中に積まれていた。

　それを砦の前面に集めるだけなので、対応はすぐだっただろう。緊急の対応だったがこうして間に合っている。

「――！　小こ賢ざかしいですわねっ！」

「私の夫を褒ほめてくれてありがとうと言っておく！　さぁ行くぞフェンリルッ！」

　フェンリルはそれに応じ大きく吠える。

　エミリアに向け突進し、そして直前で大きく飛んだ。

　彼女は後回しにして飛び越え、後方の敵へと襲おそい掛かるつもりだった。

　狙うのは――星神器ネクロルーラーを持つヨギだった。

　ゲイルロードを持つエミリアより、ネクロルーラーを持つヨギの方が脅威だと判断したからである。

　エミリアの力は、単純に高い戦せん闘とう能力を発揮する個の力。それは例えばリハルトやバルカといった高い戦技を持った勇士が複数かかれば抑え込めるかもしれない。そうすれば大勢への影響は少ない。

　しかしヨギの力は、個より集団に作用する。数千数万の規模の戦いで、本人は身を隠しながら際限なく屍兵を増やされれば、手の打ちようが無くなる。

　より恐ろしいのは、実はヨギの方だ。

　この場所は、既にゲルトリッシュの地脈の範囲内とは言えその外れの方である。

　この好機に――まずは最大の脅威を潰す。逃がすわけには行かない。

　ルシエはその判断から、エミリアを無視して後方に突進したのだ。

　しかし、無視をされたエミリアは気分を害する。

「わたくしを無視するつもり――？　安く見られたものですわね！」

　エミリアはゲイルロードの力を解放し、フェンリルの背に向けて放った。

　地面を抉りながら進む衝撃の波がフェンリルの背を襲い――

　追いつく寸前で、フェンリルの尾おが大きくしなり、衝撃の波とぶつかった。

　そして――エミリアが放った一撃の方が負け、霧む散さんしてしまった。

「――！」

　それを見てエミリアは悟さとった。

　この魔狼は桁違いだ――他の土地ならいざ知らず、このゲルトリッシュではやはり分が悪い。魔狼が自分を無視してくれたのは幸いだった。

　この隙に離り脱だつをする――！　この場所でさえなければ、また機会はある。

　エミリアは馬の腹を強く蹴けり、速度を上げた。

　それはフェンリルの背を追うのではなくて、この戦場から離脱するためである。

　後方の敵集団に突っ込んだフェンリルは、木こっ端ぱの如ごとく敵兵を蹂じゆう躙りんしていた。

「命が惜しければ武器を捨て投降しろ！　投降する者の命は取らない！」

　ルシエがそう呼び掛けると、魔狼の圧あつ倒とう的てきな力に慄おののいた敵兵は、次々に武器を捨てて行く。その中でルシエはヨギの姿を捜さがし、追った。

　しかし手近な所にはその姿が見えない。

「奥おく方がた様！　ヨギを追って討って下さい！　ヤツは既に離脱し始めております！」

　側そばにバルカとリハルトがやって来て、バルカの方がルシエに告げた。

　やはり狡こう猾かつな男だ。顕現したフェンリルの姿を見ると、即逃げを打ったのだろう。

「ああ！　どちらの方向だ!?」

　問いかけるとバルカは右前方の林を指す。

「あちらに！」

「分かった！　バルカ殿は降こう伏ふくした敵の拘こう束そくを！」

「俺も行くぜ」

　と、リハルトがフェンリルの背に飛び乗って駆け上あがる。

「よし、行くぞフェンリル！　全速力で走れ！」

　フェンリルは木々を薙なぎ倒しながら、ヨギの姿を追う。

　この林を抜ぬけてしまうともう、ゲルトリッシュの地脈から外れる。

　フェンリルは地脈の範囲の外には出る事が出来ない。

　何とか追いつかねば――！

　幸い林の出口の手前で、屍兵とそれに護られるヨギの姿を捕ほ捉そくした。

「追いつけッ！」

　ヨギを護るべく向かって来る屍兵の集団を、フェンリルは前まえ肢あしを叩きつけて薙ぎ倒たおし、叩き潰す。そして更にヨギを追う。

　林の出口の間際で、フェンリルはヨギに肉にく薄はくした。

「ちいいいいぃぃッ！　化け物が――！」

「逃がすなフェンリル！」

　魔狼は首を突き出し、鋭い牙きばでヨギを馬ごと噛み千切ろうとする。

　が、紙一重で届かない。ただその勢いでヨギの身体からだが馬上から吹っ飛んでしまう。

　林から出た外の草原に、ヨギは落ちた。

「あっ――！　いかん……！」

　その位置までフェンリルは進めない――！

「いや、十分だ――！」

　リハルトがフェンリルの首を駆け上がり、鼻先まで走ると足元を蹴けって跳ちよう躍やくした。

　あっという間に飛び出して行ったリハルトは、ヨギの側に着地していた。

　ヨギは倒れたまま、起き上がれない様子だった。

　先さき程ほどの落馬の衝撃で、足が折れたか痛めたかしたのだろう。

　リハルトは両の剣を抜き、倒れるヨギに突きつける。

　本来の二刀大剣はエミリアとの戦いで折れてしまったため、今は間に合わせで、一般兵装備の長剣を二本持っている。

「ククク……こりゃ参ったねェ。なあリハルトよォ、俺を部下として使わねェか？　これでも星神器使いだ。役に立つぜ――」

「……」

　ヨギの命いのち乞ごいに、リハルトは剣を下ろしフェンリルの背のルシエを見た。

　必要ない、このままヤツを討て――

　そう言おうとルシエが口を開く前に、ヨギが勢い良く身を起こし、ネクロルーラーを振りかぶり、リハルトに叩きつけた。

　足を痛めている風に見せたのも、命乞いも油断させるための演技か――

「リハルトっ！」

　ルシエの心配をよそに、リハルトはまるで分かっていたかのように、簡単に大おお鎌がまの一撃を避けて見せた。

　そして一歩踏ふみ込むと、地面に刺さった鎌の柄を足で踏みつけ動かないようにする。

　ヨギが焦あせりの表情を浮うかべた瞬間、既にリハルトの剣がその首筋に叩き込まれていた。

　胴どう体たいと泣き別れた首が、ぽとりと地面に落ちて転がった。

　それを一いち瞥べつし、リハルトは無感動に一言する。

「お見通しなんだよ。クズ野郎が――」

　そして地面に落ちた星神器、ネクロルーラーを拾い上げる。

「いい戦利品だな――誰だれか使うか？」

「その力は死者に鞭むち打つようなものだ、私はあまり感心せんが――どうするかはラウルに任せよう。とにかくよくやってくれたな。戻るとしよう」

「ああ」

　ルシエは再びリハルトをフェンリルの背に乗せ、来た道を戻った。

　フェンリルに恐れを為なした敵兵が大量に降伏したのを、バルカが武装解除している最中だった。

　エミリアの姿は無く、もう離脱してしまったようだった。

　だがこちらに降伏した兵は、一万強を数えていた。これをこのままエルラーン王立第二騎士団に組み込めば大きな戦力増強になる。ラウルも喜ぶだろう。

　それもこれもやはり、決め手はこのゲルトリッシュの魔狼、フェンリルである。

「フェンリル、よくやってくれた。ご苦労様」

　首筋を撫なでてやると、フェンリルがほんの少しだけ目を細めたように見えた。

　フェンリルには喜怒哀楽の表現は基本的に無いが――喜んでいるのだろうか。

　大勝利の光景を見ながら、ルシエは心の内で、ニルバスの防衛に残ってくれた少年兵、ナシェルに呼び掛けていた。

（ナシェル――何とかアゼルキアを守れたと思う……私は君の志に報むくいる事が出来ただろうか……今後とも、君をがっかりさせる事の無いように努めよう。だから――安らかに眠ってくれ。本当にありがとう）

　胸に手を当て、瞳ひとみを閉じるルシエの耳に、何かが響ひびいた。




　―――――――よ……―――――――ます……




「？」

　空耳だろうか。何かに語り掛けられた気がした。

　きっとナシェルが、天からルシエに語り掛かけてくれたのだろう。

　そう思う事にして、ルシエは天を見上げ、密ひそかに微び笑しようをした。




　一方ゲルトリッシュを離脱したエミリアは、遅れて付いて来ていた輜重隊と合流するとエングリッツへと向かった。

　全軍の半数とアクベースはエングリッツに留とどまらせている。

　これを使えばまだ戦える。そう考えていたが――

　エングリッツからもまた、味方の兵が逃げて来るのである。

　真っ先に逃げてきたアクベースに事情を聴くと、降伏したと思っていた敵側から奇襲を受け、星天騎士団の駐留隊は逆に多くが捕らわれ、残りはこうして敗走しているとの事だ。

　完全に裏をかかれた。エングリッツでもゲルトリッシュでも完敗を喫きつした。

　エミリアはその事実に歯は噛がみをしたが、後の祭りである。

　もはや兵も輜重も僅わずかしか残っておらず、帰き還かんするだけで精せい一いつ杯ぱいだと判断した。

　肩かたを落とすアクベースを、全部ヨギのせいで敗戦したという事にして報告すれば大だい丈じよう夫ぶと慰なぐさめながら、レーキ街かい道どうを遡さかのぼって撤てつ退たいを命じた。

　こうして星神教会によるアゼルキア州攻撃は頓とん挫ざし、結果的に二万強の兵がアゼルキア側に降伏し、組み入れられてしまった。更には星神器ネクロルーラーまで奪われるという最悪の結果となったのだった。




　その戦果をバルゼイア連合から帰還したラウルが、大層喜んだ事は言うまでも無い。





◆◇◆






　それから半月後――ゲルトリッシュ砦のルシエの居室。

　ルシエは朝目覚めると身支度を整え、居室の扉を少し開けて廊下の様子を窺うかがっていた。

「……」

　誰もいない事を確かく認にんすると、衣装箪だん笥すからラウルの黒い服を引っ張り出す。

　そしてぎゅうっと胸に抱だいて、顔を埋うずめる。

　すっかり習慣づいてしまった、人には言えない秘密の儀ぎ式しきである。

「……ラウルの馬ば鹿か、阿あ呆ほう、人でなし――」

　口から出て来たのは、恨うらみ節だった。

　アゼルキアの戦いに勝利して半月程が経たち、既にラウルはバルゼイアの遠えん征せいから戻っていた。そして戦果を聞くと大層喜び、早さつ速そく新規に組み入れた元星天騎士団の兵達たちの訓練や編制に取り掛かっている。

　勿もち論ろん戻もどった直後はルシエを褒めもしてくれたが――

　それは戻った当日だけの事で、翌日からはルシエを放って軍編制や訓練、開墾したゲルトリッシュの耕作計画や、バルゼイアから遅れてやって来るという新たな臣下と部隊の受け入れ準備等々の仕事に入り、全くルシエの事を構わないのである。

　ルシエは暫しばらくエレノーテを使わないようにとラウルに厳命され、フェンリルを使った土地の開墾は中止している。大分進んではいるし、後は人力でやる事になった。

　そうなるとルシエは特にやる事が無いのだが、ラウルがゲルトリッシュに留まっているため、ルシエも留まっていた。

　食事くらいは日に一度は一いつ緒しよにしているが、ラウルは常に忙しそうで、碌ろくに話も出来はしない。

　戻ったら一緒に出掛けると約束していたのは、完全に忘れ去られていそうである。

　少しくらい妻に構ってくれてもいいだろう。留守を護まもって頑がん張ばったのに――

　悔くやしいので自分から言いはしないが――

　やる事が特に無いし、アウレアに戻っていれば？　などと言い出さないだけ、まだましかも知れないが――

　とにかく不満の溜たまっているルシエは、ラウルが同じゲルトリッシュにいるのにも拘かかわらず、こうして寂しさを解消する儀式に手を染めていたのである。

「私はラウルの何なんだ……妻とは一体……」

　そんな愚ぐ痴ちが口から漏もれた時――バン！　と部屋の扉が勢い良く開いた。

「きゃあああぁぁぁっ!?」

　ルシエは悲鳴を上げて飛び上がる。これは見られてはいけない姿なのに――

「いきなり開けるなと言っているだろう！　ノックを――！」

　またあの馴な染じみの侍じ女じよだろうと思い、ルシエは文句を言ったが――

　扉を開けたのは予想外の人物で――

「ああ――いやあごめんごめん、驚かせちゃおうかなーとか思ったんだけど……」

　いつもとは違ちがい、困ったような苦く笑しようを浮かべている。

「ラ、ラウル!?」

　何という辱はずかしめだろう。一番見られてはいけない人に見られた――！

　咄嗟に後ろ手に服は隠したが、絶対見られた、絶対バレた。

　恥ずかしさに顔が上気し、俯うつむいたまま上げられない。

　パタン、とラウルが扉を内から閉める。

「ああ～……本日はお日柄も良く、まことに――」

「露ろ骨こつに見なかった事にしなくていい！　何をしていたか聞けばいいだろう！　それともそこまで私に興味が無いと言うのか!?」

　こんな事までしているのに何も言われなければ、逆に悲しくなる。

　ルシエが何をしていようと、ラウルはどうでもいいのかと思えて来てしまう。

「あ、いや――そんなつもりじゃなくて……」

　ラウルが近づいて来て、ぽんとルシエの頭に手を置き、髪かみに触ふれた。

「……！」

　そんな僅かな事でも、ルシエは驚おどろいたし胸が高鳴った。

　婚こん礼れいの時以来、ラウルからルシエに触れてくれるのは初めてだったから。

　思わず顔を上げてラウルを見ると、ヘラヘラした様子は無く、真ま面じ目めな顔をしていた。

「そんな事までさせてごめん、謝るよ。何て言うか、ちょっと寂しかったんだよね？」

「……別に、理解はしているつもりなんだ。バルゼイアへの遠征も、今忙しいのも、必要だとは分かっている……だがもう少し――」

「うん。というわけでじゃあ、行こうか？　今日は迎えに来たんだよ」

　すっと手を取られた。

　それもまた、婚礼以来の事で、ルシエは内心嬉うれしくなった。

「行く？　どこへだ？」

「エミュレーの温泉でしょ？　戻ったら行くって約束してたじゃない？」

「あ――覚えていてくれたのか……」

「うん。ちょっと根を詰つめてね、何日かは空けられるように仕事は片づけたよ」

　そうか――とルシエは悟る。

　ここ数日忙しそうにしていたのは、ルシエとの時間を取るためだったのか――

　ルシエにとって、妻として命いの懸ちがけでラウルの留守を守り切った対価には充じゆう分ぶんだった。

　怒りや寂しさは吹き飛んで――多分素す直なおに可愛かわいらしく笑えたと思う。

「ありがとう。凄すごく楽しみにしていた……」

「ではでは、参りますか」

「はい、旦だん那な様さま」

　ルシエがにっこり微笑ほほえむと、ラウルは何だか照れたらしく、頬ほおを掻かいていた。

「うーん、なんかくすぐったいなあ……」

　一本取った感がある。滅めつ多たにない事だ。

　これから時々、これで苛いじめてやろうとルシエは思った。

「ふふふ、別にいいだろう？　さあ行こう」

　部屋を出て、既に用意されていた馬車に乗り込む。夫婦二人、早速エミュレーへの骨休めに出発した。

　供は御ぎよ者しやの他、兵数人という少人数だった。

　マリーベルやリハルトもおらず、護衛としては心こころ許もとない人数ではあるが、そもそもラウルもルシエも腕うでは立つ。エルラーン国内への小旅行であるし、特に問題はないだろう。

　馬車が動き出してすぐ、ラウルはルシエに尋たずねて来る。

「ねえルシエ、あれからエレノーテの力は使ってないよね？」

　それは、かなり強くラウルに言われていた事である。

「ああ。言われた通りにしているが……しかし俄にわかには信じがたい話である」

　星神器メイクラウドを使用していた獣王ワウルフが、咎魔クリミナルに姿を変えたという話だ。

　他の星神器も危険かもしれないとラウルは言い、ルシエには今後はっきりしたことが分かるまでエレノーテを使わないようにと強く言ったのだ。

「何かあってからじゃ遅いんだよ。今までたまたま大丈夫だっただけかも知れない。ルシエの事を心配して言ってるんだから、絶対守って欲ほしい。何か分からないか伝つ手てを当たって調べてみるから、それまでは絶対駄だ目めだよ」

　ラウルが自分の事を心配してくれているのは伝わるので、ルシエは素直に頷うなずいた。

「分かっている。約束する」

「……とは言え今回は、エレノーテを使わせ捲まくっちゃったね。俺の送った策もあんまり役に立たなかったみたいだし、そこは俺も悪かったよ。ごめんね」

「いや、ラウルの策は役に立ったさ。あれを見ていたから、わざと討うたれたふりをしてエミリア達をおびき寄せるというのをエングリッツで閃ひらめいた。私はラウルの策を少し応用させてもらっただけだ」

「どのあたり？　ゲイルロードに刺されたのって」

　と、ラウルは心配そうにルシエの腹部に視線をやる。

「中心から少し右寄りの――このあたりだな」

　と、刺された位置をルシエはさすって見せる。

「傷は治ったんだよね？　痕あととか残ってない？」

「大丈夫だ。流石さすが精せい霊れいの力で治しただけあって、綺き麗れいなものだ。何なら見せようか？」

　と、少しラウルをどきりとさせてやろうと、ルシエはそう言ってみた。

　しかし狼狽うろたえるかと思ったラウルは、真面目な顔をして頷くのだった。

「うん見る。見せて」

「えっ……それは、その――」

　逆にこちらがどきりとさせられた。

　この状態でお腹なかを見せるには、服の裾すそを大きくたくし上げなければいけないのだが、そうなれば当然、身に着けている下着も見えてしまう。

「あ、後ではだめか……？　し、下着も見えてしまうから――ここでは恥ずかしい……見たければエミュレーの宿に着いてからに……」

　馬車の中に他に人はいないが、外のすぐ近くに御者や従者はいる。

　車自体に窓もついているし、盗み見ようと思えば見れるのだ。

「あ、そうか……そ、そうだよね。ハハハ、ごめんごめん」

　そこでラウルもその事に気が付いたらしく、頬を掻いてぎこちなく笑えみを浮かべた。

　そう言えばラウルは、今こうしてルシエをエミュレーの温泉に連れ出してくれているわけだが、着いた先でどうするつもりなのだろう。

　二人きりでゆっくりと話をしたり、歩いたりするだけでもルシエとしては満足だが、夫婦の営み的な事もするつもりなのだろうか。

　勿もち論ろん求められたら断る気は無いが――嬉しくなって、はしゃいで出てきただけだったので、今それを意識し、急にルシエは緊きん張ちようして来た。

　心の準備はしておかないと――と思う。

「じゃ、じゃあ宿に着いたらって事で……」

「は、はい――」

　急に何だか、受け答えがぎこちなくなってしまった。

　その先はどうするのか？　気にはなるが聞けるはずも無く。

　何となくお互たがい次の言葉が出ず、馬車の中を静せい寂じやくが支配した。

　この甘酸っぱい、頬が火照るような感覚は決して不快ではないのだが、凄く疲つかれる。

　ずっと続くと身が持たない。少し空気を変えて――何か話題を――

　こういう時の王道は、多分天気の話題に違いない。

　そう思いルシエが口を開こうとした時、ラウルが先に言った。

「あー晴れてよかったねえ、冬だからちょっと寒いけど」

「だがその分、温泉には気持ちよく入れるだろう」

「うん、そうだね」

　馬車の中も陽ひが差し込んで、それなりには暖かい。

　だからと言うわけではないが、ラウルは少し欠伸あくびをしていた。

「ラウル、眠たいのか？」

「あーうん、ちょっとね……昨日も夜遅かったからかなあ」

　と言うラウルを見て、ルシエは一つ閃いた。

　いい機会だから、これを言ってあげよう。

「エミュレーまではまだ大分ある。眠っていても構わないぞ。ほら、私が膝ひざ枕まくらしてあげるから。私にして欲しかったんだろう？」

　ぽんぽん、とルシエは自分の膝を叩たたいて見せた。

「え？　えーと……？」

　そんな事言ったかなあ、とラウルは首を捻ひねるのだが、深く追求しない事にした。

「じゃあ失礼して――」

「ああ、どうぞ」

　ころんとラウルが転がって、ルシエは膝の上にラウルの頭を迎え入れる。

（これは……なかなか悪くないな）

　初めてラウルに膝枕してみて、ルシエはそう思った。

　腿ももから伝わってくる体温だとか、心地よい重みだとか、さり気なく手を這はわせて触れてみた、ラウルの赤い髪の柔やわらかさだとか。

　そういうものを感じて、まさに触れ合っているという実感を得て、くすぐったい感じがするが、このまま黙だまって、この感覚に身を任せていたいと感じる。

　ラウルは瞳を閉じて、暫く黙っていたがやがてぽつりと口を開く。

「ねえルシエ」

「うん？　何だ？」

「その――今までごめんね」

「？　何な故ぜ謝る？」

「いやあね、俺の君に対する態度って、結構悪かったと思うんだよね。これからはもうそんな事はしないから――許してもらえたら嬉しいなって」

　ラウルとしては、ルシエと一線を引こうとしていた事は事実である。

　自分の気の迷いとか、罪悪感とか、そういったものがそうさせていた。

　だがアゼルキアの民たみやラウルの志のために、命懸けの策を取ってまで留守を守ってくれたルシエに、自分の妻に、これ以上不誠実な態度で向き合うわけには行かない。

　ちゃんと真しん摯しに、ルシエと向き合わなければならない。

　夫婦としてのあるべき姿を示さなければ。

　バルゼイアから戻って、忙いそがしく仕事に追われる合間、ラウルは疲れてマリーベルに膝枕してくれとお願いした事がある。

　しかし断られた。マリーベルは笑って、それはルシエ様にお願いして下さいと言った。

　マリーベルも、前に進もうとしている――

　自分も前に――ルシエと共に、もう戻る事の出来ない一歩を踏み出すべきだ。

　ラウルはその時、そう決意した。

　自分にだけこんなにも美しく、清らかな伴はん侶りよがいる事に心は痛むが――

　それでも、それが自分の行くべき道なのである。

　もういい加減、躊躇ためらう事は許されない。

　その覚かく悟ごが、今のラウルの言葉を引き出していた。

「……ああ、許す」

　ルシエは少し涙なみだぐみながら、ラウルに笑え顔がおを向けた。

　それはとても綺麗で、優やさしい笑顔だった。

「だが一つ詫わびをしてくれ、それで全部水に流すから」

「うん。何？」

　とラウルがルシエの膝の上から見上げて尋ねると、ルシエは少し頬を赤らめながら、自分のふっくらと桜色をした唇に指を触れさせる。
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「ん……」

　小さく、促うながすようなその声の、意図するところはラウルにも分かる。

　単刀直入に言うと、ここに口づけをしろと言う事で――

「え？　ここで？　見られるかもしれないし、エミュレーの宿に着いてからでも――」

「駄目だ今すぐだ。早くしろ。そ、そういう気分なんだ……してくれないと許さない」

　実はルシエは、結構我わが儘ままなのかもしれない、そんな事を思いながらラウルは頷く。

「……うーん。じゃ、じゃあ――」

　慎重に窓の外を窺うかがい、誰も見ていない事を確認して――

　瞳を閉じるルシエの耳のあたりに手をやって、顔を近づけて――

　そして触れ合った唇と唇は、一度目より何だか甘酸っぱいような気がした。







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　屑星皇子の戦詩三巻でした。お楽しみ頂けましたら幸いです。

　前巻あとがきで、次の巻はそんなに悩まずに書けるぜ的な事を書いた気がしますが、そんな事は無かった！　……です。今巻も結構苦労しました。

　普段は家で執筆するんですが、締切がヤバくなってきて、集中するためにネットカフェに行って缶詰になったりして来ました。

　家で子供に乱入されながらやるよりはやっぱり捗はかどります。

　場代払ってるんだから、やらんともったいないという心理も働きますし。

　そんなこんなで何とか三巻予定通りにお届け出来ました。

　しかし僕は兼業しながらとはいえ、初稿に一月半くらいかかるんですが、もうちょっと早くならんもんかなあと思います。

　そうすればギリギリで慌てる事も無いんですが……

　原稿がヤバいと昼仕事してても気になりますし、飲みに誘われても断らなきゃいけなくなります。

　ラノベ作家やっている事は、お昼の仕事場では言っていないので、ほんと単にノリの悪い奴になっちゃうんですよねえ。まあ別にいいんですが。

　それはそうと、ここまで三巻分戦記物を書いてみての個人的感想ですが、意外と戦記物やれるやんかと感じる部分と、まだまだ甘過ぎもっと勉強しないとという部分が分かってきたような気がします。

　もっとインプットに割く時間が欲しい所ですが、兼業作家としてはサラリーマンは辞められんのでなかなか難しいですね。

　専業になったら多分未来への不安で病みますしね、僕。

　そこまで腹を括る自信も実績も無いですし……

　もし宝くじが当たったら会社辞めますが、その時は専業になるっていうかラノベ作家も辞めて、毎日野球見てネトゲするだけのクソニートになりたいです。

　一生暮らせる金があったら働かんよ！　僕は！

　現実的にはまあ有り得ませんので、こつこつインプットも増やして、そのうちまた別な戦記物も書いてみたいです。

　さてさて本筋の小説の内容ですが、今回はまあずっと戦争してる展開でしたので例のアレは封印で、嫁も頑張り最後にラウルとルシエの仲が本来あるべき姿に向かいつつ――というところです。

　今後の展開のためのキープレイヤーや、キーとなる設定についても一通り出し終えたかなあと言う所です。

　作者的には、このまますんなり行くわけないと言う事で、これから今まで出て来た人達の間での人間関係シャッフルをやって行きたいなあと考えてますが……

　ぶっちゃけ続きをお届けできるかは分からないので、僕も続刊希望の読者の皆様も一緒に祈りましょう！

　最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いたフ子様、並びに関係各位の皆さま、今巻も多大なるご尽力をありがとうございます。

　それでは、この辺でお別れさせて頂きます。またいつか！
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